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令和５年９月 議会関係日程表 

令和５年８月３１日招集  

月 日 曜日 区 分 摘  要 

８ １７ 木 12:00 一般質問締切日 

１８ 金  9:30 議会運営委員会 

１９ 土 

２０ 日 

２１ 月 

２２ 火 

２３ 水 

２４ 木 

２５ 金 

２６ 土 

２７ 日 

２８ 月 

２９ 火 

３０ 水 

３１ 木 本 会 議  9:30 ９月定例会開会（議案の上程） 

９ １ 金 本 会 議 13:00 一般質問 

２ 土 休 日 

３ 日 休 日 

４ 月 本 会 議  9:00 一般質問 

５ 火 休 会 

６ 水 休 会 

７ 木 委 員 会  9:30 決算特別委員会（一般会計決算審議） 

８ 金 委 員 会  9:30 決算特別委員会（一般会計決算審議） 

９ 土 休 日 

１０ 日 休 日 

１１ 月 休 会 

１２ 火 委 員 会  9:30 総務経済常任委員会 

１３ 水 委 員 会  9:30 社会文教常任委員会 

１４ 木 休 会 

１５ 金 休 会 

１６ 土 休 日 

１７ 日 休 日 
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１８ 月 休 日 

１９ 火 休 会 

２０ 水 本 会 議  9:30 議会再開（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会） 

会期２１日間 



第  １  号 

（ ８ 月 ３１ 日 ）
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議  事  日  程 

令和５年  ８月３１日 

午前 ９時３０分 開会 

長 和 町 議 会 議 長 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 報告第 ８号 例月出納検査結果報告 

日程第 ４ 報告第 ９号 議員派遣結果報告 

日程第 ５ 報告第１０号 損害賠償に係る専決処分の報告について 

日程第 ６ 報告第１１号 株式会社長門牧場第５７期決算について 

日程第 ７ 報告第１２号 株式会社長門牧場第５８期事業計画について 

日程第 ８ 発議第 ２号 長和町決算特別委員会の設置について 

日程第 ９ 長和町決算特別委員会の委員の選任について 

日程第１０ 長和町決算特別委員会の正副委員長の互選結果について 

日程第１１ 報告第１３号 令和４年度長和町学校教育振興基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１２ 報告第１４号 令和４年度長和町交通安全対策基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１３ 報告第１５号 令和４年度長和町共済等推進基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１４ 報告第１６号 令和４年度長和町地域福祉基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１５ 報告第１７号 令和４年度長和町福祉医療費資金貸付基金の運用報告について

（町長提出） 

日程第１６ 報告第１８号 令和４年度長和町奨学基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１７ 報告第１９号 令和４年度長和町国民健康保険事業基金の運用報告について 

（町長提出） 

日程第１８ 報告第２０号 令和４年度長和町国民健康保険高額医療費資金貸付基金の運用

報告について 

（町長提出） 

日程第１９ 報告第２１号 令和４年度長和町振興公社振興基金の運用報告について 
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（町長提出） 

日程第２０ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２１ 議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算の認

定について 

（町長提出） 

日程第２２ 議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計決算の

認定について 

（町長提出） 

日程第２３ 議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２４ 議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２５ 議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計決算の

認定について 

（町長提出） 

日程第２６ 議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２７ 議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２８ 議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第２９ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決

算の認定並びに剰余金の処分について 

（町長提出） 

日程第３０ 決算審査報告 

日程第３１ 報告第２２号 令和４年度健全化判断比率について 

（町長提出） 

日程第３２ 報告第２３号 令和４年度資金不足比率について 

（町長提出） 

日程第３３ 令和４年度健全化判断比率及び令和４年度資金不足比率の審査報告 

日程第３４ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

（町長提出） 
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   日程第３５ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）について 

（町長提出） 

   日程第３６ 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算

（第２号）について 

（町長提出） 

   日程第３７ 議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

（町長提出） 

   日程第３８ 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て 

（町長提出） 

   日程第３９ 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予

算（第１号）について 

（町長提出） 

   日程第４０ 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

（町長提出） 

   日程第４１ 議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

（町長提出） 

   日程第４２ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補

正予算（第１号）について 

（町長提出） 

   日程第４３ 意見書案第２号 「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続」を求める

意見書 

（議員提出） 

   日程第４４ 委員会付託について 

   散 会 
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令和５年長和町議会９月定例会（第１号） 

 

令和５年８月３１日 午前 ９時３０分開会 

 

 出席議員（１０名） 

 １番  阿 部 由紀子 議員       ２番  龍 野 一 幸 議員 

 ３番  荻 野 友 一 議員       ４番  佐 藤 恵 一 議員 

 ５番  田 福 光 規 議員       ６番  羽 田 公 夫 議員 

 ７番  原 田 恵 召 議員       ８番  小 川 純 夫 議員 

 ９番  渡 辺 久 人 議員      １０番  森 田 公 明 議員 

 

 欠席議員（なし） 

 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 羽 田 健一郎 君    副 町 長 高見沢 高 明 君 

教 育 長 藤 田 仁 史 君    総 務 課 長 藤 田 健 司 君 

企 画 財 政 課 長 宮 阪 和 幸 君    建 設 水 道 課 長 龍 野 正 広 君 

こども・健康推進課長 小 林 義 明 君    町 民 福 祉 課 長 藤 田   孝 君 

情報広報課長兼会計管理者 上 野 公 一 君    産 業 振 興 課 長 中 原 良 雄 君 

教 育 課 長 笹 井 佳 彦 君    地球温暖化・景観対策担当課長 西 田 裕 康 君 

総 務 課 長 補 佐 遠 藤   剛 君    代 表 監 査 委 員 丸 山 淳 子 君 

 

 議会事務局出席者 

事 務 局 長 米 沢   正 君    議会事務局書記 齊 藤 照 恵 君 
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開        会   午前 ９時３０分 

─────────────────────────────────── 

     ◎開会の宣告 

○議長（森田公明君） おはようございます。 

 定数、定刻ともに至りましたので、令和５年長和町議会第３回定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森田公明君） 日程第１ 会議録署名議員の指名について、会議規則第１２７条の規定に

基づき、議長において、２番、龍野一幸議員、４番、佐藤恵一議員の両議員を指名いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（森田公明君） 続いて、日程第２ 会期の決定についてお諮りいたします。 

 会期につきましては、８月１８日開催の議会運営委員会において、別紙のとおり決定しておりま

すので、議会事務局長より報告いたします。 

 米沢議会事務局長。 

○事務局長（米沢 正君） おはようございます。 

 それでは、議会の日程を申し上げます。 

 お手元の議案書１ページを御覧ください。 

 ８月１８日に開催されました議会運営委員会におきまして、会期が決定いたしました。 

 本日、９月定例会の開会となります。 

 ９月１日、一般質問が３名の議員の方からございます。 

 ９月４日、一般質問が４名の議員の方からございます。 

 ９月７日、９月８日にかけまして、決算特別委員会、一般会計の決算審査でございます。 

 ９月１２日、総務経済常任委員会、９月１３日、社会文教常任委員会をそれぞれ開催いたします。 

 ９月２０日、議会が再開されまして、委員長報告、質疑、討論、採決、閉会という運びになって

おります。 

 会期は２１日間となりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（森田公明君） ただいまの報告のとおり、本定例会の会期を本日８月３１日から９月２０

日までの２１日間とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、本定例会の会期は本日８月３１日から９月２０日までの
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２１日間と決定いたしました。 

─────────────────────────────────── 

○議長（森田公明君） ここで報告いたします。

本定例会に提出された案件は、報告第８号から報告第２３号までの報告１６件、発議第２号 長

和町決算特別委員会の設置について１件、議案第４４号から議案第５３号までの令和４年度決算認

定案１０件、議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について１件、議案第５５号から議案第６２号までの令和５

年度補正予算案８件、意見書案１件、計３７件であります。 

これより会議に入ります。 

─────────────────────────────────── 

◎日程第３ 報告第８号 例月出納検査結果報告

○議長（森田公明君） 日程第３ 報告第８号 例月出納検査結果について、丸山淳子代表監査委

員から報告を求めます。 

 丸山代表監査委員。 

○代表監査委員（丸山淳子君） おはようございます。

それでは、例月出納検査結果の報告をさせていただきます。

議案書３─１ページになります。よろしくお願いいたします。

報告第８号

令和５年８月３１日 

長 和 町 長  羽 田 健一郎 様 

長和町議会議長  森 田 公 明 様 

長和町監査委員 丸 山 淳 子 

〃    小 川 純 夫 

例月出納検査結果報告（令和５年度７月分） 

例月出納検査結果、令和５年度７月分でございます。 

 令和５年８月２８日、７月分の例月出納検査を実施した結果を地方自治法第２３５条の２第３項

の規定により報告するものでございます。 

詳細につきましては、次のページ以降を御参照頂ければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 報告を終わります。

─────────────────────────────────── 

◎日程第４ 報告第９号 議員派遣結果報告

○議長（森田公明君） 次に、日程第４ 報告第９号 議員派遣結果報告を議題とします。

議員派遣結果報告については、私から報告いたします。
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 お手元の議案書４─２ページから４─４ページに記載してありますとおり、７月４日に、令和５

年度青木村・長和町議会議員研修会、７月１４日に、令和５年度長野県町村議会議員研修会、８月

２日から８月３日にかけて、令和５年度長和町議会議員視察研修会、行政視察に各議員が出席して

おります。 

内容につきましては、ここに記載のとおりです。御参加頂き大変御苦労さまでした。 

─────────────────────────────────── 

◎日程第５ 報告第１０号 損害賠償に係る専決処分の報告について

○議長（森田公明君） 次に、日程第５ 報告第１０号 損害賠償に係る専決処分の報告について

を議題とします。 

この報告について、担当課長より報告を求めます。 

宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） おはようございます。

それでは、議案書の５─１ページをお願いしたいと思います。

報告第１０号 損害賠償に係る専決処分について報告をさせていただきます。

損害賠償の額を定め和解することにつきまして、地方自治法第１８０条関係の規定によりまして、

報告をさせていただくものでございます。 

５─２ページをお願いいたします。 

 今回、報告させていただきます損害賠償関係につきましては、令和５年６月２３日付で専決処分

のほうをさせていただいております。 

相手方の住所・氏名につきましては、議案書に記載のとおりでございますので、よろしくお願い

いたします。 

 事故の概要につきましては、令和５年５月２８日１２時２０分、相手方の車が、町道有坂武石線

を走行中に道路舗装面の陥没により、左リアタイヤの側面に亀裂が入ったものでございます。 

損害賠償額につきましては８，７００円で、町が保険契約を締結しています株式会社損保ジャパ

ンから、相手方の指定する口座のほうに支払われております。

報告につきましては以上です。

○議長（森田公明君） 報告を終わります。

─────────────────────────────────── 

◎日程第６ 報告第１１号 株式会社長門牧場第５７期決算について

◎日程第７ 報告第１２号 株式会社長門牧場第５８期事業計画について

○議長（森田公明君） 次に、日程第６ 報告第１１号及び日程第７ 報告第１２号は関連があり

ますので、一括して議題とします。 

 報告第１１号 株式会社長門牧場第５７期決算について及び報告第１２号 株式会社長門牧場第

５８期事業計画について報告を求めます。 
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担当課長に報告をお願いします。 

中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） それでは、報告第１１号及び報告第１２号につきまして、御報告

させていただきます。 

最初に、議案書の６─１ページをお願いいたします。 

報告第１１号 株式会社長門牧場第５７期決算についてでございます。 

令和４年３月１日から令和５年２月２８日までの決算につきまして、地方自治法の規定により報

告させていただきます。 

６─２ページをお願いいたします。 

 令和４年度の売上でございますが、約６億４，１００万円で、前年と比べまして約８，３００万

円の増収となっております。 

新型コロナウイルス感染症も３年目となり、大分落ち着きを取り戻しつつある中で、牧場への来

場者は、令和３年度に比べまして約３割増の１１万人のお客様に来場頂けたと推測されるものでご

ざいます。 

 内訳は、酪農で搾乳量の増加と、１１月から生乳代金の１キログラム１０円の引上げに伴い、６

００万円の売上増となりました。 

また、乳業売上も７，５００万円増加いたしました。 

コロナ感染症拡大以前の売上金額と比較いたしましても、最高の売上金額を達成いたしました。

 営業利益、当期純利益の関係でございますが、ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受けて、購

入飼料費が１，９００万円、光熱水費が１，２００万円増加したこと、また、様々な資材の高騰等

により、当期純利益はマイナス約４，９００万円となりました。 

６─３ページをお願いいたします。 

部門別収支でございます。 

総務部門、酪農部門、乳業部門の３部門で構成されていますが、総務部門以外は当期純利益はマ

イナスとなっております。

６─４ページから６─１４ページにつきましては、後ほど、それぞれ御確認頂けたらと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、報告第１２号 株式会社長門牧場第５８期事業計画につきまして、御報告させてい

ただきます。 

７─２ページをお願いいたします。 

 地代収入を除く売上目標といたしまして、５億４，０００万円とし、売上目標の達成と収支の改

善に努めてまいります。 

重点事業計画といたしまして、経営改善に向けて乳牛の飼育等数を見直し、自給飼料の活用など、

将来の牧場のあるべき姿を検討し、赤字経営からの脱却を図るため、長期計画を作成してまいりま
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す。 

 次に、４月より製造原価の見直しを進め、卸売価格と小売価格の値上げを行いました。しかし、

飼料価格の高止まり、光熱水費や他の資材費、流通経費の高騰などが営業利益を縮小させている状

況において、引き続き、適正な製造原価を求めてまいります。 

 以下、重点事業計画につきましては、事業計画書のとおりでございますので、御確認頂けたらと

思います。 

 報告につきましては、以上です。 

○議長（森田公明君） 報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第８ 発議第２号 長和町決算特別委員会の設置について 

○議長（森田公明君） 次に、日程第８ 発議第２号 長和町決算特別委員会の設置についてを上

程いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 羽田議員。 

○６番（羽田公夫君） 発議第２号 長和町決算特別委員会の設置についての御説明をさせていた

だきます。 

 それでは、議案書８─１ページを御覧ください。 

 長和町決算特別委員会の設置について、会議規則第１４条の規定により提出するものであります。 

 議案書８─２ページを御覧ください。 

 名称、設置の根拠、目的は記載のとおりでございます。 

 委員の定数は８名で、議長、監査委員を除く議員全員でございます。 

 活動期間ですが、決算の審査終了までとなっております。 

 以上でございますが、御理解の上、御賛同頂きますようお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 提案理由の説明が終わりました。 

 ここでお諮りいたします。発議第２号は会議規則第３９条第３項の規定により、委員会への付託

を省略し、本日審議したいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、発議第２号は本日審議することに決定いたしました。 

 発議第２号 長和町決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 
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 これより発議第２号を採決いたします。発議第２号を原案のとおり可決することに賛成議員の挙

手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。

したがいまして、令和４年度長和町一般会計決算につきましては、ただいま設置いたしました決

算特別委員会において審査することといたします。 

─────────────────────────────────── 

◎日程第９ 長和町決算特別委員会の委員の選任について

○議長（森田公明君） 次に、日程第９ 長和町決算特別委員会の委員の選任についてを議題とい

たします。 

 特別委員会の委員の選任につきましては、委員会条例第７条第２項の規定により、議長が会議に

諮って指名いたします。 

それでは、事務局長より読み上げます。 

米沢議会事務局長。 

○事務局長（米沢 正君） それでは、長和町決算特別委員会の委員の名前を読み上げます。

渡辺久人議員、原田恵召議員、羽田公夫議員、田福光規議員、佐藤恵一議員、荻野友一議員、龍

野一幸議員、阿部由紀子議員。 

以上でございます。 

○議長（森田公明君） お諮りいたします。決算特別委員会の委員の選任につきましては、ただい

まの朗読のとおりといたしたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、特別委員会の委員をただいまの朗読のとおり指名いたし

ます。 

ここで暫時休憩いたします。そのままお待ちください。 

休        憩   午前 ９時４６分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前 ９時４８分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

─────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 長和町決算特別委員会の正副委員長の互選結果について

○議長（森田公明君） 日程第１０ 長和町決算特別委員会の正副委員長の互選結果について議題

とします。 

互選された結果を事務局長より読み上げます。 

米沢議会事務局長。 
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○事務局長（米沢 正君） それでは、長和町決算特別委員会の委員長及び副委員長の互選結果を

読み上げます。 

委員長、渡辺久人議員、副委員長、羽田公夫議員。 

以上でございます。 

○議長（森田公明君） 決算特別委員会の正副委員長の互選結果報告を終わります。

─────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 報告第１３号 令和４年度長和町学校教育振興基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第１２ 報告第１４号 令和４年度長和町交通安全対策基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第１３ 報告第１５号 令和４年度長和町共済等推進基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第１４ 報告第１６号 令和４年度長和町地域福祉基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第１５ 報告第１７号 令和４年度長和町福祉医療費資金貸付基金の運用報告に

ついて 

（町長提出） 

◎日程第１６ 報告第１８号 令和４年度長和町奨学基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第１７ 報告第１９号 令和４年度長和町国民健康保険事業基金の運用報告につ

いて 

（町長提出） 

◎日程第１８ 報告第２０号 令和４年度長和町国民健康保険高額医療費資金貸付基金

の運用報告について 

（町長提出） 

◎日程第１９ 報告第２１号 令和４年度長和町振興公社振興基金の運用報告について

（町長提出） 

◎日程第２０ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について

（町長提出） 

◎日程第２１ 議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決

算の認定について 

（町長提出） 

◎日程第２２ 議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計

決算の認定について 
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（町長提出） 

◎日程第２３ 議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定に

ついて 

（町長提出） 

◎日程第２４ 議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定について

（町長提出） 

◎日程第２５ 議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計

決算の認定について 

（町長提出） 

◎日程第２６ 議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定につ

いて 

（町長提出） 

◎日程第２７ 議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定につい

て 

（町長提出） 

◎日程第２８ 議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定について

（町長提出） 

◎日程第２９ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業

会計決算の認定並びに剰余金の処分について 

（町長提出） 

◎日程第３０ 決算審査報告

◎日程第３１ 報告第２２号 令和４年度健全化判断比率について

（町長提出） 

◎日程第３２ 報告第２３号 令和４年度資金不足比率について

（町長提出） 

◎日程第３３ 令和４年度健全化判断比率及び令和４年度資金不足比率の審査報告

◎日程第３４ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

（町長提出） 

◎日程第３５ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正決算（第７号）について

（町長提出） 

◎日程第３６ 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号）について 
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（町長提出） 

◎日程第３７ 議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について 

（町長提出） 

◎日程第３８ 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

（町長提出） 

◎日程第３９ 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計

補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

◎日程第４０ 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２

号）について 

（町長提出） 

◎日程第４１ 議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）

について 

（町長提出） 

◎日程第４２ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業

会計補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 日程第１１ 報告第１３号 令和４年度長和町学校教育振興基金の運用報

告についてから、日程第４２ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設

事業会計補正予算（第１号）についてまでを一括して上程いたします。 

全議案について、町長より提案理由の説明を求めます。 

羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 皆さん、おはようございます。

本日、ここに長和町議会９月定例会を招集いたしましたところ、大変お忙しい中、議員全員の御

出席を賜り、開会できますことに心より感謝を申し上げる次第であります。 

さて、今年度もはや５か月が過ぎようとしております。今年の夏は、梅雨明け以降、熱中症警戒

アラートも多く発出され、同時に、危険な暑さとともに各地で記録的な猛暑日が連日続いておりま

す。これはこれから迎えます実りの秋の農作物への影響が非常に憂慮され、その動向も注視される

ところでございます。 

 あわせて、お盆前に発生した台風第７号の影響により、山陰地方の線状降水帯の発生により、記

録的短時間大雨で大きな被害をもたらしました。幸い、ここ長和の里は、ここまで大雨による被害

を受けることなく過ごすことができましたが、これから台風シーズンを迎えますので、豪雨災害な
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ど有事の際を想定した万全の準備をしっかりとした体制により対策を行ってまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、この５月から、感染症法上の分類が変更になり、個

人の選択を尊重し、自主的な取組をベースとした対応に変わり、コロナ禍からの正常化の動きは拍

車がかかり、４年ぶりに開催されましたイベントや夏祭りなどにより、生き生きとしたにぎわいを

取り戻したシーンが各地で見られました。 

 長和町におきましても、４年ぶりに和田宿宿場まつりが開催され、多くの参加している皆様の笑

顔に接することができ、皆、満喫しているさまがとてもまぶしく見えるところでございました。 

 反面、５月以降、比較的にほぼ横ばいで推移しておりました新型コロナウイルス感染症につきま

しては、お盆以降、医療機関や社会福祉施設などの集団感染による増加もあり、直近の定点当たり

の患者届出数は９週連続の増加となり、入院者数が医療警報発出の目安である３００人を超過した

ため、５類移行後、初めてとなる独自の医療アラートが、この２９日に発出されたところでござい

ます。これは、５類移行前の医療特別警報に匹敵するもので、医療機関にも負担がかかりつつあり

ます。 

 これからまた秋の観光シーズンを迎えるわけでありますが、新型コロナウイルス感染症ワクチン

の秋開始接種につきましては、町では、生後６か月以上で接種を希望する全ての方に、１０月下旬

より現在の流行主流株であるオミクロンＸＢＢ対応ワクチンの接種を行うよう準備を進めておりま

す。 

 高齢者の皆様は、春と秋の年２回、その他の皆様は秋１回の接種となりますので、よろしくお願

いを申し上げますとともに、引き続きの感染対策と、より一層の感染防止に努めていただきますよ

う、皆様の御協力を心よりお願いするものでございます。 

ロシア軍による突然のウクライナ軍事侵攻から、早くも１年半が過ぎました。戦線は膠着状況が

続き、終戦がますます見通せない状況となっております。この侵攻は、原油の高騰や物価の上昇な

ど、世界経済にも大きな影を落としており、大変憂慮するところでございますが、幼い子供たちな

ど、社会的弱者が戦禍に巻き込まれる報道を目の当たりにするたびに、心が痛むところでございま

す。この愚行の一日も早い終結を心から切に願うものであります。 

 今議会は、令和４年度決算について認定を頂く議会でもありますので、昨年度の各事業の実績を

基に、所信の一端を述べさせていただきたいと思います。 

 まず、総務課に関係する事業ですが、公共交通の確保では、今後もより利用しやすい運行を心が

けてまいります。 

 危機管理関係では、消防団と資機材の充実や自主防災組織の設置を進めておりますが、引き続き

積極的に推進し、住民の災害に対する意識向上を図ってまいります。 

 町税の関係でございますが、令和４年度の町税収入額は、約７億４，８００万円と、前年度比４．

５％の増となりました。 
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 また、収納率の点では全体で９６．３％と、前年度より０．２％減となりましたが、引き続き、

適切な収納に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、企画財政課に関する部分ですが、町の令和４年度一般会計歳出決算額は、約７１億１，１

００万円となりました。 

 収入決算額は、約７２億６，９００万円となっており、翌年度への繰越財源を差し引いた実質収

支は、約１億３，７００万円となりました。 

 しかしながら、これは１億６，０００万円を超える財政調整基金などの取崩しを行って事業の実

施に充てた結果であり、令和４年度は、令和３年度決算に伴う決算積立て２億３，０００万円の財

政調整金への積立てを行っておりますが、少子高齢化の進行等に加え、新型コロナウイルス感染症

による社会情勢の変化、また、ロシアのウクライナ侵攻に伴う物価高騰により、今後も大変厳しい

財政運営が続くと思われます。 

これからも、一層の創意工夫に富んだ財政運営の取組に努めてまいりたいと考えております。 

 移住・定住に関しましては、さらに空き家バンク制度を充実させるとともに、シェアハウス機能

を追加した田舎暮らし体験住宅を活用して、町の魅力を発信していきたいと考えております。 

また、町営住宅の適切な管理や宅地分譲によって定住者の増加を図り、人口減少に歯止めをかけ

てまいりたいと考えております。 

 このほか、まち・ひと・しごと創生総合戦略などに基づく事業の推進も、さらに効果的な取組を

図り、誰一人取り残さない持続可能な「しあわせ長和町」の実現、そして、町の活性化に努めてま

いります。 

 次に、情報広報課の関係では、毎月発行しております広報ながわが、令和４年５月で２００号を

迎え、１００号以降、これまでの主な出来事の特集記事を掲載するとともに、読者投票で決定した

表紙のロゴタイトルの変更を行いました。 

 また、国が進める地域社会のデジタル化促進に伴う、自治体ＤＸ推進計画に対応するため、町の

推進本部、若手職員による本部会を立ち上げ、行政サービスのデジタル化に向けた検討を始め、新

しい情報発信ツールの地域アプリの開発やタブレット等を活用した書かない窓口の導入準備に着手

し、両事業とも、国のデジタル田園都市国家構想交付金の事業採択を受けました。 

 次に、町民福祉課の関係では、各係とも関係機関等と連携を図り、適正に事業を実施いたしまし

た。 

 その中で、窓口係では、各種証明書のコンビニ交付サービスシステムの構築を図り、令和５年２

月よりサービスを開始いたしました。 

 福祉係、高齢者支援係、生活環境係では、新型コロナウイルス感染症の影響や、電力・ガス・食

料品等価格高騰に対する支援として、低所得者世帯、福祉サービス提供事業者等に各種交付金を給

付させていただきました。 

また、町では、２０２２年８月２９日に気候非常事態宣言をし、地球温暖化対策に取り組むため
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の地方公共団体実行計画策定に向け、環境省所管の補助金申請を含め、地球温暖化対策に向けての

スタートを切りました。

このほか、４つの特別会計においても、関係機関等と連携を図り、適正な運営を行ってまいりま

した。 

 住民の皆様、そして高齢者、障がい者や、その家族からの相談や要望、また、住民の皆様の生活

に直接関わる各事業を通じ、住み慣れた地域、長和町で、安心・安全に生活できるよう努めました。 

次に、こども・健康推進課の関係でございます。 

 令和４年度は、ながと・和田両保育園合わせて、１２７名の園児が元気に保育園生活を送りまし

た。 

心豊かに健やかに成長できるよう、子供主体の保育を行うとともに、小学校や地域のつながりを

大切にし、個別支援や家庭支援につきましても、関係機関等と連携しながら取り組んでおります。 

 子育て支援関係では、子供は町や地域の宝として切れ目のない子育て支援事業の実施や、支援セ

ンターの運営、児童手当の給付、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活

を支援するための特別給付金を支給いたしました。 

 また、健康づくり関係では、健康はみんなの願いであり、みんなの幸せであることから、自分の

健康への関心を高めるとともに、健診など各種保健事業を行っております。 

 変異株の出現により、第８波までの感染拡大を繰り返した新型コロナウイルス感染症の令和４年

度ワクチン接種につきましては、１２歳以上のオミクロン株対応２価ワクチン等の追加接種、小児

の追加接種、乳幼児の初回接種を行いました。 

 このほか、令和３年度から５年度まで３年間において、信州大学医学部健康推進学講座を設置し、

肝臓の病気の早期発見・治療により、町全体でウイルス性肝炎撲滅を目指す取組を行っており、令

和５年４月現在において、２０歳以上の約５割の方の血液検査を行いました。通常の健診では、肝

炎検査は行われておりませんので、この機会に受検くださいますようお願いをいたします。 

次に、産業振興課でございます。 

 最初に、農政関係でございますが、和田宿ステーションの道の駅化に向けて、トイレ等の改修工

事を実施いたしました。 

和田宿ステーションにつきましては、令和元年度に実施した売場拡張工事に併せ、今回、トイレ

等の改修を実施したことにより、道の駅への登録申請を行い、２月末に道の駅に登録となりました。

この９月２３日に道の駅登録票伝達式及びオープンセレモニーを開催し、供用開始となる予定でご

ざいます。 

 林務係の関係につきましては、有害鳥獣駆除対策事業として、ニホンジカ９１４頭、イノシシ２

３頭を捕獲し、農産物被害の抑制に努めました。 

 また、林業施設災害復旧として、繰越事業となっていました台風１９号豪雨災害林道施設災害復

旧工事のほか、令和３年８月豪雨林道施設災害復旧工事を実施いたしました。 
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 商工観光関係では、地方創生臨時交付金を活用し、みんなで応援！長和の里地域いきいき券販売

事業を実施いたしました。この事業は、消費喚起を促すため、１万円のいきいき券を６，０００円

で購入できるプレミア率の高いいきいき券の販売を行ったものでございます。 

 また、観光振興といたしまして、引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている観光

業、飲食業等に対し、地方創生臨時交付金を活用し、様々な支援事業を実施いたしました。 

株式会社長和町振興公社、株式会社マウント長和の関係につきましては、スキー場、ふるさとセ

ンターを株式会社マウント長和へ指定管理の変更を行うとともに、振興公社が所有していた有形固

定資産のうち、マウント長和へ指定管理変更した施設の関する資産を買い取り、マウント長和へ同

額で売却をいたしました。 

 また、原油高騰等の影響により、温泉施設の入館料の値上げについて、温泉料金検討委員会を開

催し、入館料の値上げを行いました。 

次に、建設水道課の関係でございます。 

 国の交付金事業である防災安全交付金等による古町学校道線道路防災工事２工区、転落防止柵修

繕工事など２事業を実施いたしました。 

また、単独事業としては、地域の要望に応え、道路、四泊９号線道路改良工事等を実施してまい

りました。 

 災害復旧事業に関しましては、令和４年度事業３か所と、事故繰越事業を２３か所、合計約１億

８，４００万円を行ったところでございます。 

また、農業用施設の災害費復旧費では、３２か所で約３億４，４００万円を執行いたしました。 

 上下水道関係では、上下水事業とも公営企業法適用となり、健全な経営に努め、経営基盤の強化

を図ってまいります。 

また、別荘関係につきましては、長和町直営別荘地経営委員会を定期的に開催しながら、管理運

営について少数精鋭で行っております。 

 次に、教育課に関する部分ですが、長門小学校において１６９名の児童が、和田小学校では３４

名の児童が元気に学校生活を送りました。 

 ＧＩＧＡスクール対応、ＩＣＴ教育の推進のため、学習用ソフトの導入、電子黒板などの周辺機

器の整備を引き続き行いました。 

 また、令和３年度、４年度、２か年の継続事業により、長門小学校外壁・屋根などの大規模改修

工事を実施いたしました。予定していた全ての改修が終了いたしました。 

 古町コミュニティセンター建設事業については、住民の皆様の御意見を考慮しながら事業を進め、

昨年８月竣工し、供用を開始しております。今後も、山の子学園共同村様と共に、地域共生社会の

実現、地域の拠点施設としての多くの方に利用していただけるよう努めてまいります。 

 文化財の関係につきましては、長年にわたる取組により、中山道の長久保宿本陣跡が国の史跡に

追加指定され、座敷棟の土地建物を国庫補助事業により、昨年度購入をいたしましたが、長久保宿
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の景観整備を継続して進めてまいります。 

 黒耀石の関連につきましては、アフターコロナの中、日本遺産や各テレビ局での紹介が加わり、

原始・古代ロマン体験館や黒耀石体験ミュージアムにおいて利用者が急増するなど、波及効果が見

られる１年でもありました。 

以上、令和４年度における各課の実施事業の実績を基に述べさせていただきました。 

 続きまして、令和４年度決算における町の財政指標の主なものについて説明をさせていただきま

す。 

まず、実質公債費比率でありますが、今回は１０．３％となり、前年度の１１．４％から１．１

ポイント減少をいたしました。 

 次に、将来負担比率でありますが、昨年度の５７．３％から０．８ポイント増の５８．１％とな

りました。 

 前年度と比較して、実質公債費比率は減少、将来負担支率は上昇しておりますが、双方とも財政

健全化を図る基準を下回っておりますので、令和４年度決算における財政健全化の状況は、全て健

全な状況であると言えます。 

 なお、健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、本議会に報告案件として提出させてい

ただいております。後ほど、担当課長より説明をさせますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例に一部を改正する条例の制定につきましては、引用します子ども・子育て支援等の改正

による項ずれなどの改正をするものであります。 

それでは、次に、補正予算７件につきまして、順次説明をさせていただきます。 

 最初に、議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）につきまして、主な内容

を説明させていただきます。 

歳出の関係では、総務費におきまして、空き家改修補助金の申請件数の増加に伴う増額補正、情

報館関係の設備改修工事による増額補正等を計上させていただきました。 

 民生費の関係では、保育園児送迎時の保育園バスの児童置き去り防止装置に関する増額補正等を

計上させていただきました。 

 衛生費の関係では、依田窪病院の電子カルテ更新に伴う町の健康管理システムの改修に伴う増額

補正、丸子クリーンセンター焼却炉修繕工事に伴う上田地域広域連合負担金の増額補正等を計上さ

せていただきました。 

 農林水産業費の関係では、長門牧場の乳製品加工処理施設修繕に係る補正、町単応急耕地事業に

係る補償料の減額補正、秋駆除に係る松くい虫防除委託料の増額補正、鹿等の捕獲実績に伴う有害

鳥獣駆除対策協議会補助金の増額補正等を計上させていただきました。 

 商工費につきましては、国・県の制度改正や対象者の見込み数に伴う、ＵＩＪターン就業・創業

移住支援事業補助の増額補正、スポーツ庁の補助事業採択に伴う長和スポーツコミッションへ補助
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金に関わる補正予算等を計上させていただきました。 

 土木費につきましては、舗装修繕や道路修繕に係る増額補正を、教育費につきましては、国庫補

助事業の採択に伴う理科備品購入、和田小学校ランチルーム空調設置工事に係る補正予算、長久保

本陣関係の補償料等に係る補正予算を計上させていただきました。 

 災害復旧費に関しましては、この５月及び６月の大雨により発生した農道や林道の災害復旧に関

する補正予算等を計上させていただきました。 

これらのほかに、４月の人事異動に伴う人件費の補正も計上させていただいております。 

 次に、歳入の関係ですが、最初に、地方交付税の関係につきまして、令和５年度の普通交付税の

交付額が決定をしましたので、この関係の補正予算を計上させていただきました。 

令和５年度の普通交付税額は２６億９，３７８万円となっております。 

その他の関係につきましては、主に歳出に伴う財源として、国・県支出金等の補正のほか、令和

４年度決算に伴う繰越金に係る補正や、繰入金におきましては、財政調整基金繰入金の減額補正、

森林環境譲与税及び有線放送施設改善基金繰入金の増額補正、起債額の減額調整に伴う町債の減額

補正等を計上させていただいております。 

 以上、一般会計全体で１億９４８万３，０００円の増額補正をお願いするものであり、補正後の

予算総額は５８億５，５４７万１，０００円であります。 

 続きまして、議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第

２号）についてから、議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計

補正予算（第１号）についてまでの特別会計及び事業会計の補正予算について、御説明を申し上げ

ます。 

 これらの補正予算につきましては、令和４年度決算に伴う繰越金の補正が主なものになっており

ます。 

 繰越金関係以外の主な補正といたしまして、国民健康保険特別会計におきましては、令和４年度

の普通交付金の精算に伴う雑入及び償還金、給付金額の確定に伴う医療給付費、後期高齢者支援金、

介護納付金に係る補正予算を計上させていただきました。 

 介護保険特別会計におきましては、基金からの繰入金及び国支払基金への償還金に関する補正予

算を計上させていただきました。 

 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計につきましては、グループホームの新設に伴う下水道

本管新設工事及び新規公共ますの設置工事に係る補正であります。 

 以上、本定例会に提案させていただきました議案について、概要を説明させていただきました。

詳細につきましては、御審議の際、それぞれ担当者より説明を申し上げますので、原案を御承認賜

りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（森田公明君） 提案理由の説明が終わりました。

ただいま１０時２２分です。１０時３５分まで休憩といたします。
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休        憩   午前１０時２２分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１０時３５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

日程第１１ 報告第１３号 令和４年度長和町学校教育振興基金の運用報告についてから、日程

第２９ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決算の認定並

びに剰余金の処分についてまでを一括して議題といたします。 

 報告第１３号 令和４年度長和町学校教育振興基金の運用報告についてから、報告第２１号 令

和４年度長和町振興公社振興基金の運用報告についてまで、会計管理者より説明を求めます。 

上野会計管理者。 

○会計管理者（上野公一君） それでは、議案書の１１─１ページからでございます。

地方自治法２４１条の第５項の規定によりまして、基金の運用報告をするものであります。

基金のうち、特定の目的を定めてある基金について定められておりますので、御報告をさせてい

ただきます。 

 なお、内容につきましては、監査委員さんに御審議を頂き、８月２８日に意見書を頂いておると

ころでございます。 

 では、おめくり頂きまして、１１─２ページですが、まず、長和町学校教育振興基金１，２５０

万円の基金でございます。 

 運用益を小学校図書等の充実の費用に充てるということで、４年度は２万８，０００円を運用益

として一般会計へ計上しております。 

次に、１２─１の交通安全対策基金の運用報告でございます。 

 １２─２ページを御覧頂きまして、こちらは１００万円の基金ですが、４年度は２，０００円の

運用益がございました。 

それから、１３─１ページ、長和町共済等推進基金の運用報告でありますが、おめくり頂きまし

た１３─２ページ、長和町共済等推進基金５２３万９，４３０円の基金でありますが、これは、農

業者等が加入するこの事業の推進、あるいは地場産業活性化施策の推進等に充てるという規定にな

っておりまして、４年度は１万２，０００円の運用益がございました。 

続きまして、長和町地域福祉基金ですが、１４─２ページを御覧ください。 

 地域福祉施策の充実強化を図るため、４年度は運用益で４４万３，０００円と、グループホーム

和田緊急避難通路整備工事に充てるため６１１万９，０００円を取り崩し、年度末の残高は１億９，

１７９万３，０００円の残高になっております。 

続きまして、福祉医療費資金貸付基金の運用でございます。 

１５─２ページをお開き頂きまして、こちらは貸付用の基金ですが、５０万円の基金額でござい

まして、４年度中の貸付けはなかったということで、５０万円の残高でございます。 
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 次は、長和町奨学基金の運用報告になります。 

 １６─２ページをお開き頂きまして、限度額は１億２，０００万円の基金でございます。 

 基金の移動状況の表の上の部分にありますが、決算年度中増減額の欄の７２万円の減ですが、４

年度に奨学金の償還者がお亡くなりになったため、例規に従い償還免除の手続を行ったものであり

ます。 

 また、表の下側で、４年度は３９名の方から返済があり、現在、貸付期間の方は１５名になりま

す。償還据置期間中の方も含めた全体では、７４名の方に貸付けを行っております。 

 現金そのものの残高といたしましては、一番右下にありますように５，１５６万５，０００円の

残高となっております。 

 続きまして、国民健康保険事業基金の運用報告でございます。 

 １７─２ページをお開きください。 

 国民保険特別会計の財政調整的な基金であり、４年度中は７００万円の決算積立てと１，５００

万円の取崩しを行いましたので、４年度末の現在高は１億３，８０８万３，６２４円となりました。 

 それから、同じく国民健康保険の高度医療費の資金貸付基金の運用報告でございますが、１８─

２ページを御覧頂きまして、これも３００万円の基金を持っております。４年度は貸付け等があり

ませんでしたので、残高も３００万円のままでございます。 

 最後に、長和町振興公社振興基金の報告でございます。 

 １９─２ページを御覧頂きまして、これまでの基金としての１億円のうち、振興公社に９，５０

０万円を貸し出していたわけですが、分社化に伴い全額返済を受けた後、振興公社の棚卸資産の購

入費用として全額を取り崩し、令和５年３月に基金を廃止とさせていただいております。 

 以上、６つの基金につきまして御説明申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 次に、日程第２０ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定

についてから、日程第２７ 議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定につ

いてまで、会計管理者より概要説明を求めます。 

 上野会計管理者。 

○会計管理者（上野公一君） それでは、お手元の議案書の２０─１ページからでございます。 

 令和４年度の決算概要につきまして御説明を申し上げます。 

 １枚おめくり頂きまして、２０─２ページをお開きください。 

 第１表として、一般会計、特別会計、全ての会計について、歳入歳出を一覧表にまとめてござい

ます。 

 まず、表の一番上の行ですが、一般会計につきましては、令和４年度では、八王子市からの姫木

自然の家の取壊し費用としての入金や、長和町振興公社分社化に伴う棚卸資産買入れなどにより、

前年度と比較して増額となった決算状況となっております。 

 歳出決算額では、前年度より４億７，２８２万円多い７１億１，１５０万円余りの決算額となっ
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ております。 

 一方、それ以降の特別会計につきましては、交付金などの増減により変動はありますが、おおむ

ね前年並みの決算額となっております。 

 それぞれ御覧頂ければと思いますが、表の一番下で一般会計、特別会計、合わせまして、９０億

７，４９２万円余りの歳出決算額となっております。 

 続きまして、２０─３、２０─４ページでございますが、一般会計についての歳入と歳出でござ

います。 

 まず、２０─３の第２表の歳入でございますが、構成比の多い科目のみ申し上げます。 

 款の１町税につきましては、７億４，８８３万円ほどの金額になりました。構成比では１０．

３％となっております。 

 次に、款の１０地方交付税ですが、３０億４，６５１万円ということで、構成比では４１．９％

と一番大きなウエイトを占めている状況にございます。 

 次に、款の１４国庫支出金ですが、前年に比べまして、９，５８８万円余りの減額となっており

ます。前年度までに水路などの災害復旧工事が進み、４年度は農業災害復旧補助金などが減額とな

ったことが主な要因でございます。 

 一方、款の１８繰入金でございますが、こちらは前年度に比べまして、２億１，２３８万円余り

の増額となっております。これは、財政調整基金などへの繰入金の増額に加え、４年度は振興公社

振興基金の廃止に伴う１億円の繰入れなどがあったことが要因でございます。 

 最後に、款の２１町債でございますが、臨時財政対策債などの減少により、総額で５億１，１６

６万円となり、構成比では７．０％となっております。 

 表の一番下、歳入合計では、収入済額で７２億６，９２６万円余りの決算になりました。 

 続きまして、２０─４ページ、第３表、歳出でございます。 

 前年と比べまして大きく増額となったのは、農林水産業費、商工費、消防費であります。 

 まず、款の５の農林水産業費では、和田宿ステーション道の駅化事業トイレ改修工事を行いまし

たので、款全体では４，３３２万円ほどの増額になっております。 

 次に、款の６商工費では、姫木自然の家取壊し費用として八王子からの入金のあった２億円を公

共施設整備基金に積み立てたことや、新興公社分社化に伴う棚卸資産を約１億円で買い入れたこと

などに伴い、３億５５３万円ほどの増額となっております。 

 款の９消防費は、広域に支払う常備消防負担金が人件費などの増加により１，４００万円ほどの

増額になり、款全体では３，８７５万円ほどの増額になっております。 

 全体で、一般会計の支出済額は７１億１，１５０万円ほどになりました。 

 また、翌年度の繰越額は、２，０２７万円ほどになっております。 

 それと、不用額につきましては３億５，０００万円ほどございます。この不用額につきましては、

次の年への繰越金も見込んだ中での不用額でありますので、御承知頂ければと思います。 
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 次に、２０─５、２０─６ページが特別会計に関わる収入状況と執行状況でありまして、参考と

して財産区の状況も載せてございます。それぞれ御覧頂ければと思いますが、２０─５、第４表の

中ほどに特別会計の合計額がありますが、収入済額は２０億５，７８２万円余り、前年比で２．

１％ほど減少しております。 

 そして、２０─６ページ、第５表の歳出でございますが、同じく中ほどに特別会計全体の支出済

額があります。１９億６，３４１万円余りで、こちらも前年比で２．５％減となっております。 

 続きまして、２０─７ページの第６表ですが、決算積立額の一覧表ということで、これは一番下

の行、地方自治法２３３条の規定、それから地方財政法も関係してくるわけですが、一般会計で７，

０００万円、国民健康保険特別会計で６２０万円、介護保険特別会計で２，９００万円、観光施設

特別会計で７００万円、和田財産区会計で２１０万円を、それぞれ決算を御認定頂いた後に基金に

積立てをするところでございます。 

では、２０─８ページに移りまして、表の第７表、収入未済額でございます。 

 まず、上段の一般会計分でございますが、１の町税から始まりまして、分担金負担金、使用料及

び手数料、財産収入、諸収入を合わせまして、４年度のトータルでは３，５４４万円ほどでござい

ます。対前年比では８．０％の増となっております。昨年までの新型コロナウイルス感染症拡大に

よる経済活動の低迷、価格高騰による企業収益の低下や家計の圧迫などが影響しているようにござ

います。 

また、不納欠損金は２５２万円ほどになりました。 

続きまして、下段の表が特別会計でございます。 

２の国保会計から１４の観光施設事業特別会計まで、４年度のトータルでは１億２，９３８万円

ほどの収入未済額となっております。 

次は、２０─９ページをお願いいたします。 

第８表の町税の収入状況表でございます。 

町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税に分けまして、金額と収入率をお示ししてございま

すが、一番下の合計欄では、現年、滞納分を合わせまして４年度の収入率は９６．３％、それから

右側になりますが、３年度が９６．５％ということですので、収入率は０．２％降下した状態にな

っております。 

 また、２０─１０ページ、第９表ですが、国民健康保険税と後期高齢者医療保険、介護保険料の

収入状況です。 

 まず、国民健康保険税につきまして、合計の欄の現年と滞納分を合わせた４年度の収入率は９０．

２％でした。前年度は９０．４％でしたので、収入率は０．２％降下しております。 

 中段の後期高齢者医療保険料は９９．７％、その下の表の介護保険料は９８．９％という収入率

になっております。 

最後に２０─１１ページ、第１０表の年度末の基金の動向になります。 
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 初めに、一般会計の基金でございますが、一番上の財政調整基金では、決算積立てや年度中の利

子等の積立てを行いました。４年度は災害復旧工事の完了が進んだことなどから予算規模が縮小い

たしましたので、取崩し額は１億６，６６５万円となり、１７億６，７００万円余りの残高となっ

ております。 

次に６番の公共施設整備基金では、姫木自然の家取壊し費用として八王子市から入金のあった２

億円を積み立て、やすらぎの湯源泉ポンプ入替え工事に５２１万円余りを充てております。

また、１５番、地域福祉基金では、グループホーム和田緊急避難通路整備工事に６１１万円余り、

１９番の新町一体感醸成基金では、依田窪病院への負担金などに１億１，７０６万円余り、２８番

のふるさと納税基金では、寄附額が１，２８２万円、取崩し額は２５７万円で、基金残高は６，４

６２万円ほどになっております。 

 ３７番の長和町新興公社新興基金は、新興公社より９，５００万円の返済を受けた後、総額１億

円を新興公社分社化に伴う棚卸資産購入費用に充て、４年度をもって基金を廃止いたしました。 

 ３８番の森林環境譲与税基金につきましては、１，０８４万円余りを町単の林業施設災害復旧工

事事業費に充てております。 

 その他の基金におきましても、利子と積立金の変動がございますが、それぞれ御覧の表のとおり

でございます。 

 令和４年度末の一般会計基金残高の合計は、前年比１億６，７４８万円増の３５億４，５０１万

３，１４８円となっております。 

続きまして、特別会計の基金の動向でございます。 

 初めに、国保事業基金ですが、決算積立てで７００万円、取崩しで１，５００万円を行い、年度

末で１億４，１０８万円ほどの残高となっております。 

観光施設特別事業会計につきましては、決算積立てで１，１５０万円、直営別荘地の管理運営に

充てるため１８４万円ほどの取崩しを行いましたので、こちらは４，０４５万円ほどの残高となっ

ております。 

 また、介護保険につきましては、決算積立てで４，７００万円、取崩しで３，０００万円を行い、

基金残高は３，３２５万円ほどになっております。 

 最後に、和田財産区につきましては、令和３年度の立木売払い収入から１，６５０万円を決算積

立てで行いましたので、７，７２９万円ほどの基金残高となっております。 

以上、雑駁ではございますが、一般会計、特別会計の決算の概要説明とさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 次に、日程第２８ 議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算

の認定について及び日程第２９ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施

設事業会計決算の認定並びに剰余金の処分についてまで、建設水道課長より概要説明を求めます。 

龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） それでは、議案書の２０─１２ページを御覧ください。
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令和４年度公営企業会計決算概要書、長和町上水道事業会計の説明をさせていただきます。 

 令和４年度損益計算書水道事業費用は２億６，０９２万５，０００円。右側へ行きまして、水道

事業収益２億６，４４１万８，０００円でございます。 

左側の下段で、当年度純利益は３４９万３，０００円の黒字となりました。この要因につきまし

ては、収入は年々減少していますが、修繕工事等の維持管理を抑えたことによります。 

続きまして、２０─１４ページを御覧ください。 

 令和４年度公営企業会計決算概要書、長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計の決算概

要並びに剰余金の処分について説明させていただきます。 

下水道事業費用４億４，８７２万１，０００円、右側で下水道事業収益４億８，８５８万８，０

００円でございます。 

左側下段を御覧ください。 

 当年度純利益３，９８６万７，０００円の黒字となりました。この要因につきましては、維持管

理費等を抑えたことによります。 

続きまして、剰余金の処分については、２０─１５ページを御覧ください。 

右側下段の資本の部、７、剰余金の（２）利益剰余金、イの未処分利益剰余金１億７，２３６万

８０５円を公営企業債の償還に要する資金に充てるものでございます。 

説明は以上でございます。 

○議長（森田公明君） 決算の概要説明を終わります。

次に、日程第３０ 決算審査報告について、丸山淳子代表監査委員より報告を求めます。

丸山代表監査委員。

○代表監査委員（丸山淳子君） それでは、令和４年度事業決算審査の結果を報告させていただき

ます。 

議案書の２１ページをお開きください。 

 ７月５日に収納状況審査、１２日に事業現場監査、２６日に基金運用状況の審査、７月２５日か

ら２８日まで、一般会計、特別会計及び公営企業会計の書類審査等を実施して、全ての審査を行い

ました。 

以上について、一般会計、特別会計については、歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関

する調書及び証書類、公営企業会計については、決算報告書、財務諸表、決算附属書類及び証書類

を審査した結果、経理は収支ともに適正であるものと認められましたので、ここに御報告申し上げ

ます。 

詳細につきましては、次ページ以降の決算審査意見書を御参照頂ければと思います。 

以上でございます。 

○議長（森田公明君） 報告を終わります。

次に、各課長より、令和４年度各課の主要事業の実績について説明を求めます。
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最初に、総務課関係について説明を求めます。 

藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） それでは、町政白書に基づきまして御説明をさせていただきますので、

白書をお願いいたしたいと思います。 

総務課の関係につきましては、４ページからとなります。 

まず、総務係の関係でございます。 

○議長（森田公明君） しばらくお待ちください。

町政白書、４ページをお願いします。

それでは、お願いします。

○総務課長（藤田健司君） まず、職員数につきましては、事業とその成果にあります表の右下に

ございますが、職員数の推移を記載してございます。令和４年４月１日現在、９１名となっており

まして、５ページには、国家公務員給与との比較をいたしましたラスパイレス指数がございますけ

れども、ラスパイレス指数につきましては、９８．２％という状況でございます。 

 ６ページに参りまして、選挙の関係でございますが、昨年度につきましては、参議院議員の通常

選挙、長野県知事の選挙が執行されたところでございます。それぞれの執行日、事業費、投票率に

つきましては、表のとおりでございます。 

７ページのほうをお願いいたします。 

 町営バス等につきましては、巡回バス、ワゴン車によります新公共交通体制での運行が２年目と

なっておりました。引き続き、皆様がより利用しやすい運行を心がけるとともに、デマンド交通に

ついて早急に取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

９ページをお願いいたします。 

国際交流事業の関係でございますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大並びに、ウクライナ

侵攻の長期化のために延期されておりましたオランダ、英国渡航をさらに１年間延期することとい

たしました。 

 また、長和町青少年黒耀石大使３期生・４期生、合計で１６名によります長崎研修を実施いたし

ましたところでございます。 

 続きまして、１１ページからの危機管理の関係でありますけれども、備品の整備を行いました。

各分団の団員数並びに機械力の配置状況につきましては、表のとおりでございます。 

 １２ページの防災対策関係でございますが、自主防災組織の設置に向けて、町民の皆様への災害

に対する啓発を行うとともに、今後も積極的に組織の立ち上げを推進してまいりたいと考えておる

ところでございます。 

次に、１４ページからの税務関係でございます。 

 町税の収入につきましては、７億４，８８３万円で、前年と比較いたしまして３，２００万円ほ

どの増額、徴収率では全体で９６．３％と０．２％の減となったところでございます。 



- 29 - 

 新型コロナウイルスの影響等もありますけれども、引き続き、県などと連携を取りながら、徴収

に取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

最後になりますけれども、２０ページから２３ページでございます。 

大門、和田、長久保の３つの支所の関係を記載させていただいてございます。 

大門支所をはじめ、いずれの支所におきましても、町民の皆様にとって身近な存在として、相談

や住民票等の発行、財産区関連の業務を行っておりますので、引き続き、利用者の目線に立ち、丁

寧な対応を心がけてまいりたいと考えておるところでございます。 

総務課の関係につきましては、以上です。 

○議長（森田公明君） 次に、企画財政課関係について説明を求めます。

宮阪企画財政課長。

○企画財政課長（宮阪和幸君） それでは、企画財政課関係の決算概要につきまして、同じく町政

白書を基に説明させていただきます。 

 企画政課につきましては、まちづくり政策係、財政係、管財係の関係になりますが、最初に、ま

ちづくり政策係の決算概要について説明させていただきます。 

 説明につきましては、ほかの係も同様でございますが、町政白書の（２）の事業とその成果を中

心に説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

では、最初に、白書の２４ページをお願いいたします。 

まちづくり政策係の事業とその成果の関係です。 

最初に、①の関係につきましては、移住交流事業の関係でございます。 

上田地域定住自立圏を構成する市町村と連携して、長和町の魅力の発信に努めております。 

２５ページをお願いいたします。 

②につきましては、田舎暮らし体験住宅の関係でございます。

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和３年度まで利用を停止していましたが、

令和４年の５月から利用を再開しております。令和４年度につきましては、１６組の方の利用があ

り、１組の移住へとつながっております。 

 また、単身の方の移住者の住居が少ないということで、令和５年度からシェアハウス機能を追加

したシェア型移住体験施設として運用を開始するための条例改正につきまして、令和４年度で行っ

ております。 

③と④につきましては、空き家バンクの関係になります。

令和４年度につきましては、売買・賃借契約成立が１３件という状況となっております。 

 また、空き家を購入・賃借して町外から移住した場合、建物の改修費と不要な家財道具の処分費

用を補助する空き家改修費等補助につきましては、改修の補助が４件、家財道具処分の補助が１件

となっております。 

⑤につきましては、地域おこし協力隊の関係でございます。
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 令和４年度における地域おこし協力隊につきましては、隊員の皆さんがそれぞれのミッションと

自身の定住に向けまして活動を行ってまいりました。それぞれ、町の皆さんとの関わり合いを持っ

て、積極的な活動を継続していただいております。 

⑥につきましては、町民手づくり事業の関係でございます。

 住民の皆様が自らまちづくりのため、創意工夫して企画した事業に要する経費に対して補助する

ものでございますが、令和４年度につきましては、９団体に対して補助金のほうを交付しておりま

す。 

次に、２６ページをお願いいたします。 

⑧が合併特例交付金、⑨がコミュニティ助成金の関係でございます。

合併特例交付金につきましては、古町コミュニティ振興事業といこいの丘公園整備事業に、あと、

コミュニティ助成金につきましては、草刈り機の購入に充てさせていただいております。

飛びますが、１２番につきましては、協働のまちづくりの推進の関係でございます。

町の教育委員会の主催事業でありますスポーツ講演会と共同で、まちづくり講演会として実施を

させていただきまして、参加された皆様に、企画財政課より協働のまちづくりの推進についての説

明とアンケートを行いまして、１５４名の皆様から回答を頂いております。 

次に、財政係の関係です。 

２８ページをお願いいたします。 

（２）の事業とその成果の関係ですが、町の令和４年度一般会計決算につきましては、歳入が７

２億６，９２６万９，０００円、歳出は７１億１，１５０万４，０００円となっております。前年

度と比較しますと、歳入は約３億１，３００万円、４．５％の増、歳出につきましては約４億７，

２００万円、７．１％の増となっております。 

 歳入歳出の決算額が増加した要因につきましては、歳入関係につきましては２８ページに、歳出

関係につきましては２９ページのほうに記載してございますので、また御覧頂きたいと思います。 

 翌年度の繰越財源を差し引いた実質収支の関係でございますが、１億３，７４９万３，０００円

となっております。 

 なお、令和４年度決算剰余金のうち７，０００万円を財政調整基金へ決算積立てとして積立ての

ほうを行います。 

 令和４年度の歳入決算におけます地方交付税の関係でございますが、普通交付税、特別交付税と

もに令和３年度決算と比較しますと、減額となっているところでございますが、歳入に占める構成

割合は４１．９％ということでございまして、依然として、町の歳入につきましては地方交付税に

依存している状況となってございます。 

 基金の繰入金の関係でございますが、財政調整基金から約１億６，６００万円、このほかに公共

施設整備基金、ふるさと納税基金など、各基金から繰り入れて各事業のほうに充当のほうをさせて

いただいております。 
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 次に、２９ページをお願いいたします。 

 令和４年度の決算の町債の関係でございます。 

 借入額は５億２，６８６万２，０００円となっています。 

 各起債ごとの内訳につきましては、この町政白書に記載してあるとおりでございますので、また

御覧頂きたいと思います。 

 起債関係の事業につきましては、必要な事業を精査した上で、起債を有効に活用し、財政負担の

軽減を図るように努めてまいりました。 

 ３２ページから３３ページにつきましては、令和４年度の決算状況をまとめたものを記載させて

いただいておりますので、また御覧頂きたいと思います。 

 次に、管財係の関係でございます。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 事業とその成果の関係でございます。 

 財産管理におきましては、引き続き、庁舎管理の効率化、維持管理費の縮減に努めてまいりたい

と思っております。 

 その中で、①の電気料の関係でございますが、原油価格などの高騰の影響を受けまして、前年度

比約４３％と大幅な増額となっております。引き続き、節電などの対策に努めていきたいと考えて

おります。 

 ④のふるさと納税の関係でございますが、令和４年度のふるさと納税の利用状況につきましては、

延べ４７６人の方から約１，２８０万円の寄附がございまして、全額をふるさと納税基金へ積み立

てております。 

 また、旧和田中学校の跡利用の関係でございますが、（１）の現状の⑤のところに記載させてい

ただきましたとおり、令和４年度で跡利用に関係する一般公募を行っております。旧和田中学校の

関係につきましては、２者、和田体育館の関係につきましては、１者の応募がございまして、跡利

用候補者選定委員会で、それぞれ跡利用者のほうが決定されております。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 公営住宅・町営住宅管理の関係でございますが、長門地区１４８戸、和田地区３６戸の計１８４

戸の住宅のほうを管理してまいりました。 

 入退居や維持補修など、適切な管理運営に努めております。今後も適正な管理に努めてまいりた

いと思っております。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 広域行政の関係でございますが、広域行政につきましては、令和４年度までの上田地域広域連合

の広域計画の第５次の計画に基づきまして、白書の３７ページから３８ページの表にあります各種

事務事業に共同で取り組んでいるところでございます。 

 次に、統計の関係になりますが、４０ページをお願いいたします。 
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 令和４年度につきましては、統計調査としまして、学校基本調査、経済センサスの基礎調査、就

業構造基本調査、単位区の設定に関係します住宅土地統計調査の各指定統計調査を実施しておりま

す。 

 次に、４２ページの地方創生の関係をお願いいたします。 

 ４３ページにかけての事業とその成果の①から③の関係でございますが、まち・ひと・しごと総

合戦略、この推進につきまして、令和２年度から令和６年度までの５年間が第２期となる計画期間

に入っております。この総合戦略に記載された事業を中心に、国の地方創生推進交付金や拠点整備

交付金などを活用しながら、庁内各課、係との連携により、地方創生推進協議会におきまして効果

検証を行い、地方創生を推進してまいりました。今後も同様に進めてまいりたいと考えております。 

 ④のアートによる長和町活性化事業の関係でございます。 

 令和４年度におきましては、春先は新型コロナウイルス感染症の影響があり、学生の長和町への

訪問ができないという状況から、町から提供した資料を基に、長和町の巡回バスであります「なが

わごん」のバス停に着目した企画作成の取組について実施してまいりました。 

 ⑥ですが、新型コロナウイルスの地方創生臨時交付金の関係でございます。 

 令和４年度におきましては、単独事業２６事業、あと、国交補助事業２事業の合計２８事業を実

施しております。総事業費につきましては約１億８，６００万円でありまして、この財源として、

臨時交付金が約１億８，２００万円充当をされております。これからも臨時交付金が交付される際

は、交付金を活用して効果的な事業を実施していきたいと考えております。 

 企画財政課関係の決算概要の説明につきましては、以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（森田公明君） 次に、情報広報課及び会計課関係について説明を求めます。 

 上野情報広報課長兼会計管理者。 

○情報広報課長兼会計管理者（上野公一君） それでは、私のほうから、情報広報課と会計課につ

いて御説明をさせていただきます。 

 まず、白書の４６ページからの情報広報課関係から御説明を申し上げます。 

 初めに、広報紙の関係でございますが、毎月第１火曜日に区長様宛てに発送し、全戸に配布をし

ていただいているところでございます。平均いたしますと、１月当たり３２ページほどの広報紙と

なっておりますが、毎月開催しております広報委員会において、記事の内容やレイアウトなどを精

査し、町民の皆さんが読みたくなる紙面づくりに努めております。 

 また、令和４年５月号で広報ながわが２００号を迎え、１００号以降、これまでの主な出来事の

特集記事を掲載するとともに、東京女子美術大学にデザインを依頼し、読者投票で決定した表紙ロ

ゴタイトルの変更を行いました。 

 おめくり頂きまして、４７から４８ページの情報システム関係でございます。 

 庁舎内のネットワークシステムの管理運用、情報セキュリティー対策の実施はもちろんのこと、

国が進める地域社会のデジタル化推進に伴う自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を
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推進するため、庁内に推進本部、若手職員による本部会を立ち上げ、県のＩＴコーディネーター協

会の協力も頂きながら、行政サービスのデジタル化、オンライン化に向けた事業実施の準備を進め、

新しい情報発信ツールの地域アプリの開発とタブレットを活用した書かない窓口の導入、この両事

業は国のデジタル田園都市国家構想交付金の事業採択を受けることができました。 

 ますます複雑化する情報ネットワーク業務に対応するため、現行システムの改修とともに、役場

職員一人一人のＩＣＴスキルの向上が急務となっております。 

続きまして、４９ページからのケーブルテレビ関係でございます。 

 ４年度末のケーブルテレビの加入者は２，５１４件、インターネットは６９４件の加入状況とな

っております。 

以前から検討しておりますケーブルテレビの民営化については、委託先の候補として上がってい

た振興公社において、懸案であったスキー場部門の分社化が完了し、新たな経営体制となりました

ので、ケーブルテレビ審議会や振興公社あり方委員会などで、ケーブルテレビ業務の取扱いについ

て引き続き検討を進めてまいります。 

情報広報課については、以上でございます。 

 次に、会計課の関係になりますが、白書、少し飛びます。２４４ページをお願いいたします。２

４４ページ。 

会計課では、一般会計、特別会計及び一部事務組合関係の出納事務、また財産区を含めた基金管

理、運用、有価証券の管理を行っております。 

出納事務では、歳入伝票が１万１，０５８件、歳出伝票が２万７，９０６件の処理を行いました。 

 今後も、規則や法令に従い適切な事務処理を行うとともに、さらに職員への周知を行い、誤りの

ないよう会計事務を執行してまいりたいと思っております。 

また、金融機関を取り巻く経済環境の悪化により、振込手数料の有料化、値上げ等が相次いでお

ります。債権者ごとのまとめ払いの実施などで、支払い経費の節約に努めておりますが、今後は収

納業務の効率化を目指し、キャッシュレス決済やオンライン収納などの方策も検討してまいりたい

と考えております。 

以上、情報広報課、会計課からは以上になります。よろしくお願いします。 

○議長（森田公明君） 次に、町民福祉課関係について説明を求めます。

藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、私から町民福祉課関係の一般会計と４つの特別会計の

決算概要について御説明をさせていただきます。 

白書の５２ページをお開きください。 

最初に、白書５２ページからの窓口関係でございます。 

 戸籍住民基本台帳事務、マイナンバーカード交付関連事務、印鑑登録関連事務等について、常に

適正、迅速な事務処理を行ってまいりました。 
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 ５２ページ下段から５４ページにかけまして、事業とその成果ということで、事務処理状況等を

記載しております。 

 令和４年度に自治体サービスといたしまして、広域で戸籍等の各種証明書を交付するコンビニ交

付システムを導入し、令和５年２月よりコンビニ交付のサービスを開始したところでございます。 

 令和５年２月、３月のコンビニ交付の実績は、５３ページ、表の⑤証明書交付件数に記載のとお

り、２か月間で１３２件となっております。また、当町のコンビニ交付におきまして、現在、誤交

付等のトラブルはなく、スムーズにシステム構築をできたものではないかというふうに考えており

ます。 

続きまして、５５ページ、国民年金でございます。 

 年金事務につきましては、日本年金機構小諸年金事務所と連携をいたしまして、町は各種届出の

受理等の窓口業務を担当しております。 

事業とその成果ということで、被保険者数、保険料等を記載しておりますので、御確認をお願い

いたします。 

次に、５６ページ福祉係の関係でございます。 

 現在の社会情勢等から、様々な課題、支援に的確に対応していく必要があることから、福祉係の

業務とその成果について主なものの説明をさせていただきます。 

まずは、５７ページ、障がい者福祉施策の推進ということで、現在、地域福祉計画、障がい者基

本計画等に沿って地域福祉の推進、障がい福祉の推進を行ってまいりました。 

同じく、５７ページから５９ページには、関係機関との連携状況を記載しております。 

 民生児童委員、福祉事務所、地域の福祉関係者と連携を図りながら、地域福祉の向上に努めてま

いりました。 

１８歳までの子供に係る医療費の窓口完全無料化や母子・父子家庭、障がい者等への福祉医療給

付事業につきましては、６０ページ、⑦の福祉医療給付事業に記載をさせていただきました。早期

適切な療養の促進と経済的負担の軽減を図っております。 

総支給額は４，１５１万５，０００円となっております。 

 障がい福祉関連施策のうち、障がい者等へのサービス提供につきましては、６０ページの⑧障が

い者自立支援給付費から、６３ページの⑪障がい者程度区分認定関係事務に記載のとおりでござい

ます。 

障がいのある方の自己決定を尊重しながら、相談支援事業所の担当者が作成をいたしますサービ

ス等利用計画により、サービスの決定、提供を行っており、利用実績等については御覧を頂ければ

と思います。 

 また、６５ページ、コロナ禍そして電気・ガス・食料品等の物価高騰の社会情勢の中で、様々な

困難に直面した方々に対しまして、国・県の交付金を活用した各種支援事業を実施しております。 

令和４年度に実施をいたしました事業といたしましては、住民税非課税世帯等に対し一律１０万
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円を給付いたしました⑱住民税非課税世帯等に対する臨時給付金と、そのほか１９、２０、２１に

記載されております給付交付金等を活用した事業を実施しております。 

 事業内容、実績等については、５６ページを御覧頂ければと思っております。 

 次に、６８ページ、高齢者支援係の関係でございます。 

 現在、町の高齢化率は、令和４年１０月１日現在、４２．６％となっております。また、２０２

５年に団塊の世代が７５歳以上となることから、後期高齢者の割合も２２から２３％で推移をし、

独居高齢者世帯、高齢者のみ世帯の増加、要介護認定者も５００人前後で推移をしており、高齢者

支援係では、高齢者の総合相談窓口として、高齢者やその家族からの多岐にわたる相談に対応をし

ているところでございます。 

 ６９ページからの事業とその成果では、相談業務事業に記載しておりますとおり、令和４年度の

年間相談件数は１，９６８件となっております。 

 同じく、６９ページからの町単独事業につきましては、地域の実情に応じて実施をしており、実

績等は記載のとおりでございます。 

 次に、７１ページの下段により記載をしております地域支援事業、介護保険特別会計での実施事

業でございますが、①総合事業、ア、介護予防・生活支援サービス事業で、７２ページに記載の虚

弱な高齢者、フレイルの方が「少し前の自分に戻る」を目指しまして、短期集中的にリハビリ専門

職による運動指導を実施する短期集中リハビリプログラムを、依田窪老人保健施設いこいへ委託を

し、介護予防、重度化予防の取組をしているところでございます。 

 参加された皆様からは、終了時に歩行の安定、意欲の向上、運動習慣の定着など効果が見られて

おり、実績は記載のとおりでございます。 

 同じく、７２ページのイの一般介護予防事業につきましては、こちらも介護予防、重度化予防の

事業を積極的に実施しております。 

 コロナ禍での感染対策の徹底を図りながら、専門職による高齢者訪問を行う介護予防訪問事業、

元気アップ教室、はつらつ運動教室等、また、リハビリ専門職の派遣によります各種事業を展開し

ております。様々な事業を通じまして、介護予防の目的を周知することができており、その成果も

少しずつではありますが、出てきているものではないかというふうに思っております。 

 次に７８ページへ移らせていただきます。 

 生活環境係の環境衛生事業につきましては、空き家、ＥＶ充電器、犬・猫、河川水質検査、住宅

用太陽光発電システム設置補助、大桜墓地公園、上田地域広域連合関連の清浄園、依田窪斎場と多

岐にわたり適正な事務を実施しております。 

 事業とその成果につきましての詳細は、８０ページ、８１ページにわたり記載をしております。 

 その中で、８０ページの上段、空き家に関しましては、令和３年度に職員が調査をした空き家・

空き地につきまして、空き家等の実態調査業務を行い、空き家の危険度判定、位置情報の取得、所

有者の特定等を行い、そして、システムの構築を行い、現在は協議会等に諮り、特定空き家の指定
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に向け適正な事務処理を現在進めているところでございます。 

 次に、８３ページ中段からの清掃・塵芥処理事業といたしましては、一般廃棄物処理関係事業と

しまして、①から③、８５ページの④の不法投棄、⑤の丸子クリーンセンター、⑥生ごみ堆肥化処

理施設、８６ページの⑦汚泥再生処理センター、こちらも多岐にわたり事業を実施しております。 

 事業とその成果ということで、８６ページから８９ページにわたり実績数値等を記載させていた

だきましたので、御確認をお願いいたします。 

 その中で、８６ページの①一般廃棄物処理の状況ですが、町民の皆様の御協力を得ながら、ごみ

の分別、リサイクル等に努めており、可燃ごみの処理量につきましては、令和４年度は９２６トン、

②の生ごみの処理量は、８７ページに記載の令和４年度では６０．３トンの収集等を行っておりま

す。 

 次に、８８ページの③収集運搬業務についてですが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金事業を活用いたしまして、ごみ収集運搬委託事業者に対し、継続して収集運搬を実施する

ための燃料価格高騰に対する支援として、４事業者１０業務に対しまして、４０万６，０００円の

補助を実施したところでございます。 

 同じく、８８ページ⑥生ごみ堆肥化処理施設、８９ページ、⑦汚泥再生処理センター施設の施設

運営につきましては、施設の安定的な稼働のため、計画的な施設のメンテナンスの実施、管理委託

先への継続的な指導、管理の徹底を図ってまいりました。 

 ９０ページ下段からの公園管理事業では、いこいの丘公園、水明の里公園、長門水処理センター

内公園の管理等、９２ページの花と緑のまちづくり費では、花壇整備、道路、河川等の環境整備を

実施してまいりました。 

 事業とその成果につきましては、９１ページ、９３ページに記載をしておりますので、御確認を

頂ければと思います。 

 続きまして、９４ページ中段からの防犯、９６ページ中段からの交通安全につきましても、それ

ぞれ９５ページに刑法犯罪種別認知件数、９７ページに事故発生状況を記載しております。 

 今後も警察、防犯協会、交通安全協会、地域との連携等により、また、地域の実情を把握しなが

ら、積極的な啓発等、必要な対策を行い、安心・安全なまちづくりにより、心穏やかな生活を送る

ことを目指してまいりたいというふうに思っております。 

 次に、９８ページからの１０、地球温暖化対策・景観対策につきましては、私の説明の後に担当

課長より説明をさせていただきます。 

 一般会計最後の１００ページになります。 

 福祉企業センター係ですが、心身の理由等、また世帯の実情等により、就業能力、機会が限られ

ている方に就労の場、技能習得の場として、定員３０名に対しまして、令和４年度末現在、２９名

の方の御利用を頂いております。 

 今後も、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図りながら、利用者の方ができる仕事を安定的
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に確保することが課題となりますが、引き続き、利用者の立場に立った事業運営に心がけてまいり

たいというふうに思っております。 

次に、保険係が担当します特別会計でございます。 

ページ、少し飛びますが、２５２ページをお開き頂きたいと思います。 

それでは、特別会計について説明をさせていただきます。 

最初に、国民健康保険特別会計ですが、現在、県も財政運営の責任主体に加わり、国民健康保険

を運営しております。また、国保財政運営が都道府県単位化されたことによる県内の市町村の保険

税水準の統一に向け、令和３年より実施をしております資産割を段階的に廃止し、賦課方法を３方

式とするため、令和４年度につきましても保険税の改定を行いました。 

事業とその成果につきましては、２５３ページから２５６ページの各表を御覧ください。 

 ２５３ページの①の被保険者加入状況ですが、下段のウ、年度別推計でも分かりますように、被

保険者数につきましては年々減少傾向にあります。人口減少と年齢到達によります後期高齢者医療

保険への移行への影響、また、社会保険の適用拡大によるものと考えております。 

２５４ページ②の医療費の状況を見ますと、令和４年度給付費全体での伸び率は、対前年度比で

８８．６３％で、５億２，３００万円余りとなりました。１人当たりの医療費については、令和４

年度速報値ではございますが、４０万４，５４０円となっております。 

 また、２５６ページ、⑥子育て世帯支援事業補助金の交付では、令和４年度より国、そして町単

独事業といたしまして実施をいたしました１８歳未満の保険税均等割額の軽減措置として、国・町

単事業として５２世帯に対しまして６９万２，１９８円の軽減措置を実施したところでございます。 

 今後につきましても、県統一保険税を見据え、資産割を段階的に廃止し、賦課方法を３方式にす

ることに加え、今後も国保事業納付金を確実に納められるよう、国保税率等の改定の検討を行って

まいりたいというふうに思っております。 

次に、２５８ページの国民健康保険歯科診療所事業特別会計でございます。 

 令和４年度の患者数は９８０人、診療報酬は１，０９０万８，０００円余りという状況となって

おります。 

今後も、医療法人新生会ながと歯科診療所との連携を図りながら、適正な運営を図ってまいりた

いというふうに思っております。 

次に、２６０ページの後期高齢者医療特別会計でございます。 

 町は、保険料の徴収、各種申請書等の受付など、長野県後期高齢者医療広域連合への橋渡し的役

割を担っております。 

令和４年度末の被保険者数は１，３４８人となっております。 

今後も、長野県後期高齢者医療広域連合と連携を図りながら、適正な事務処理に努めてまいりた

いと思います。 

事業とその成果については、２６０ページ、２６１ページに保険料収納状況、医療費の状況、被
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保険者数を記載しておりますので、御確認を頂ければと思います。 

 最後になりますが、２６２ページ、介護保険特別会計でございます。 

 介護保険制度は広く住民に浸透し、高齢者やその家族の安心を支える仕組みとして定着しており

ます。 

 事業とその成果ということで、介護保険第１号被保険者は２，４６６名となっており、認定者数

は、要支援者が１１７名、要介護認定者が３７５名、合計で４９２名で、前年度と比較をいたしま

して１５名の減となっております。 

 認定者数の推移は、２６２ページ、第１号被保険者数・認定数一覧を御覧頂ければと思います。 

 介護保険給付費につきましては、２６３ページの保険給付費支払実績一覧を御覧ください。令和

３年度より４，１６２万４，０００円余りの減額となっており、総額で９億１，３８４万９，４０

２円となりました。 

 今後につきましては、令和５年度が第８期介護保険事業計画の最終年度であり、今年度、令和５

年度におきまして、第９期介護保険事業計画を策定する中で、介護サービスを必要とする方が安心

して利用し続けることができるよう、そして、そのための介護保険特別会計の安定的運営を図るた

めの保険料改定を行ってまいりたいというふうに考えております。 

 以上、私からの決算概要の説明は終わらさせていただきますが、この後、白書９８ページの１０、

地球温暖化計画対策・景観対策につきましては、西田地球温暖化・景観対策担当課長より御説明を

させていただきます。 

○議長（森田公明君） 西田地球温暖化・景観対策担当課長。 

○地球温暖化・景観対策担当課長（西田裕康君） それでは、９８ページ、１０の地球温暖化・景

観対策になります。 

 こちらの（２）事業とその成果というところで説明させていただければと思いますが、１番の地

球温暖化対策、こちらにつきましては、計画策定の支援を受けるためですが、こちらを進めていく

に当たり、環境省の所管の令和４年度第２次補正予算による補助金、こちらの採択に向けて募集申

請を年度末に行っていった結果でございます。 

 それから、２番の景観計画策定等に関しましては、昨年度から始まりましたが、策定委員会が設

置されました。１８歳以上住民２，０００人を対象にアンケート調査の実施を行いました。それか

ら、ワークショップ、こちらのほうを開催させていただいたというのが成果となってございます。 

 以上になります。 

○議長（森田公明君） 次に、こども・健康推進課関係について説明を求めます。 

 小林こども・健康推進課長。 

○こども・健康推進課長（小林義明君） こども・健康推進課の関係につきまして、白書の１０２

ページをお願いします。 

 保育園の現状、②の園児数につきまして、令和４年度は和田保育園１９人、ながと保育園１０８
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人、合わせて１２７人が元気に保育園生活を送りました。 

 おめくりを頂き、２、事業とその成果ですが、保育料につきましては、無償化制度により３歳未

満児のクラスのみ対象となりますが、現年度・過年度合わせて３８９万円の保育料収入がありまし

た。 

 以下、保育園の利用や行事、安全、感染症対策などの状況、１０６ページ、⑤では、ながと保育

園の通園バス２台、２，４６０万円を合併特例債により更新いたしました。 

 おめくりを頂き、⑨ペアレントトレーニングを９回実施し、保護者の方が子供さんの特性を理解

し、関わり方を学びました。 

 ３、今後の課題と対策につきまして、保育園では、心豊かに健やかに成長できるよう、子供主体

の安全な保育に取り組んでおりますが、今後の和田保育園の園児数減少が心配なところであります。 

 １０９ページ、子育て支援の２、事業とその成果では、児童手当を延べ子供人数５，１６７人に

５，７３６万円支給しました。 

 子育て支援センター運営事業では、保護者と子供さん合わせ２，４８７人、１日平均９．９人の

利用があり、感染対策を取りながら、１１１ページの子育て相談やイベント等を開催しました。 

 １１２ページ、子育て支援事業として、スキー場の利用料無料化や伴走型相談支援と経済的支援

を一体的に行う出産・子育て応援給付金事業、おめくり頂き、地方創生事業では、子育て応援ごみ

袋や子育て応援給付金の支給、臨時給付事業では、全額国庫負担により、住民税均等割非課税世帯

等への子育て世帯生活支援特別給付金として、対象児童２７人に１人５万円、１３５万円を給付し

ました。 

 １１５ページの健康づくりの現状につきまして、健康はみんなの願いであり、妊娠・出産・乳幼

児期から成人・高齢者まで、各年齢層に応じた健康づくり事業に取り組んでおります。 

 １１９ページ、２、事業とその成果につきましては、母子保健事業や定期予防接種などの状況、

１２２ページの成人・老人保健では、健康診断や地区組織活動の状況、１２４ページからは、精神

保健、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の取組状況となります。 

 １２６ページは、新型コロナワクチンの接種状況となりますが、１２８ページの接種率につきま

して、令和４年度に行いましたオミクロン株対応２価ワクチンの接種は、７８．４％の方に接種を

頂いており、長和町は全県の６２．６％に比べ高い接種率にあります。 

 おめくり頂き、ワクチン接種に係る事業経費として、５，７６７万円の歳出があり、過不足金８

２万円につきましては、令和５年度に精算をする予定となっております。 

 信州大学医学部健康推進学講座を、令和３年度から５年度までの３年間設置しており、肝臓の病

気の早期発見により、町全体でウイルス性肝炎の撲滅を目指す取組を行っており、令和５年４月現

在において、二十歳以上の方２，３４４人、４６．８％の血液検査が行われました。 

 医療機関に対する物価高騰対策支援事業では、地方創生臨時交付金により、エネルギー価格高騰

差額分の補助として、町内５医療機関に合計１，６８０万円を支援しました。 
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 １３１ページの広域行政負担金等の状況では、依田窪医療福祉事務組合負担金などを公営企業繰

出基準等に基づき支出をしております。 

 ３、今後の課題と対策としまして、長和町は、メタボリックシンドロームの割合が高く、基礎疾

患として糖尿病や高血圧の方が多いことから、引き続き、健診受診率向上や生活習慣病予防に努め

てまいります。 

以上、こども・健康推進課関係の説明となります。 

○議長（森田公明君） 次に、産業振興課関係について説明を求めます。

中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） それでは、産業振興課の令和４年度主要事業の実績について説明

させていただきます。 

産業振興課につきましては、白書１３４ページからになります。 

最初に、農政係の関係でございます。 

白書１４１ページをお願いいたします。 

農業振興関係の事業とその成果です。 

①生産調整推進対策事業関係のイでございますが、米の生産調整関係につきましては、県から長

和町の令和４年度米の需要量が示され、長和町農業再生協議会から農業者ごとに水稲生産目標数量

が配分されました。 

 米の生産目標上限数量１，２６８トン、２１４．９ヘクタールに対しまして、実績が１，２３４．

３トン、２０９．２ヘクタールとなり、転作等により生産目標の範囲内で達成することができまし

た。 

次に、白書１４２ページをお願いいたします。 

エですが、経営所得安定対策において、一定の要件を満たした認定農業者、集落営農組織、販売

農家へ国から交付金が直接交付されました。交付対象者は６５件で、金額につきましては約６，９

００万円でございます。 

 続きまして、②中山間地域直接支払事業関係のイでございますが、令和２年度から令和６年度ま

での５年間に関わる５期対策ですが、１２集落と協定が締結されており、各集落で農用地等の維持

管理等を行う取組が行われています。 

次に、１４３ページをお願いいたします。 

③農業振興関係のア、獣害柵の関係でございますが、農産物被害と生産意欲の低下を及ぼす有害

鳥獣対策について、獣害防止柵の資材の提供を行いました。 

令和４年度の実績につきましては、約４，２００メートル分の資材の購入をいたしました。 

 続きまして、１４４ページ、エでございますが、ＪＡ及びＪＡの生産部会、また関係団体に対し

まして、農業振興のための補助金を支出いたしました。 

内容につきましては、白書１４４ページから１４８ページに掲載してございますので、御確認頂
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けたらと思います。 

続きまして、１４９ページをお願いいたします。 

⑥東京農業大学山村再生プロジェクトの関係でございます。

イでございますが、実習等の実施状況でございます。

 新型コロナウイルス感染拡大により令和２年度は実習が行えず、令和３年度は１回しか実習が行

えませんでした。令和４年度は現地実習を８回実施し、トマトソースの加工のほか、観光やＳＮＳ

による情報発信等の農業以外の活動にも取り組みました。 

続きまして、１５０ページをお願いいたします。 

⑧地方創生臨時交付金の関係でございますが、新型コロナウイルス感染症並びにウクライナ情勢

等に関連して、肥料、機械器具、燃料の高騰により大きな影響を受けている農業者に対し、農業経

営の下支えとなる支援をするため、給付金の交付を行いました。 

次に、１５７ページをお願いいたします。 

地場産業振興施設運営関係の③直売施設運営関係でございます。 

和田宿ステーションの関係でございますが、和田宿ステーションは、令和２年に売場拡張の改修

工事を実施し、リニューアルオープンをいたしました。さらに、令和４年４月より新和田トンネル

が無料化され、通行量や来町者が増える一方で、無料化により公共トイレ・休憩所が廃止されたこ

とから、道路利用者への安全で快適な道路環境の提供を行うため、令和４年度に合併特例債を活用

して、和田宿ステーション道の駅化に向けて施設整備を実施いたしました。 

 ２月末には道の駅に登録となり、この９月２３日に登録票伝達式及び供用開始のセレモニーを実

施する予定でございます。 

続きまして、白書１６４ページをお願いいたします。 

特産品販売促進強化・研究開発関係の③元気づくり支援金の関係でございます。 

県の元気づくり支援金を活用し、中山道東信濃路「峠の力餅」復活プロジェクトを立ち上げ、地

場産業の振興と町の特産品として定着できるよう基盤づくりに取り組み、町内事業者による商品開

発を進めるため、力餅の検討会や試作、試食会の取組を実施いたしました。 

続きまして、林務係の関係でございます。 

白書１７０ページをお願いいたします。 

（２）事業とその成果、①有害鳥獣駆除対策事業でございますが、町内の猟友会長和支部、また

長和町ワナの会の会員による有害鳥獣捕獲を実施し、農作物被害の抑制に努めました。 

④松くい虫防除の関係でございますが、信州上小森林組合に委託し、被害牧の伐倒、集積、薫蒸

処理約６００立方メートルを行い、被害拡大防止に努めました。 

次に、白書１７１ページをお願いいたします。 

⑨森林づくり推進支援金事業でございますが、森林税を活用した事業として、星糞峠縄文森林公

園整備事業及び町道・国道沿い・公園、学者村別荘地内等で、松くい虫被害により完全に枯死した



- 42 - 

伐倒薫蒸処理対象外の被害木の処理を実施いたしました。 

 また、観光地等魅力向上森林景観整備事業等により、穴沢坂ノ上の保存樹木の山桜周辺整備を実

施いたしました。 

⑪林業施設災害復旧の関係でございますが、台風１９号豪雨災害林道施設災害復旧工事、令和３

年８月豪雨林道施設災害復旧工事を行いました。 

続きまして、商工観光係の関係でございます。 

１７４ページをお願いいたします。 

商工振興事業、（２）事業とその成果③でございますが、みんなで応援！長和の里いきいき券販

売事業でございます。 

 地方創生臨時交付金を活用した事業でして、地域内の店舗及び事業者等の経済対策並びに、地域

住民へ地域内消費喚起を促すため、プレミアム率の高い長和の里いきいき券を販売いたしました。 

 また、④長和の里地域いきいき券事業者負担分支援事業といたしまして、既存の長和の里地域い

きいき券の５％のプレミアムのうち、事業者が負担しています１％分を支援し、事業者負担軽減を

図りました。 

そのほか、コロナ禍等による経済対策として様々な事業を実施いたしました。 

続きまして、白書１７７ページをお願いいたします。 

観光振興事業でございます。 

（２）事業とその成果、新型コロナウイルス感染症経済対策事業でございます。

②観光誘客事業補助金、グリーンシーズン事業でございますが、事業者が新しい生活様式に対応

した対策等の衛生管理を徹底した上で、感染拡大に配慮しつつ、事業周知のためのＰＲ及び旅行ウ

ェブサイトによるクーポンの発行等を行い、町への誘客を図りました。 

 また、白書１７８ページになりますが、地方創生臨時交付金を活用し、長和町新興公社経営支援

金、長和町宿泊施設燃料高騰支援金、町内スキー施設事業者燃料高騰支援金など、様々な支援事業

を実施いたしました。 

続きまして、白書１８０ページでございます。 

和紙の里、ブランシュたかやまスキー場、姫木自然の家、温泉関係でございます。 

（１）現状の⑤でございますが、温泉の入館料の関係です。

 原油高等コスト高が影響し、温泉施設の入館料の値上げについて検討しなければならない状況に

なり、温泉料金検討委員会を開催し、料金の値上げ方針が示されました。これを受けまして、入館

料の値上げを実施いたしました。 

（２）事業とその成果でございますが、八王子市から譲り受けました姫木平自然の家でございま

すが、八王子市から自然の家解体費用として歳入されました２億円を公共施設整備基金積立金とし

て積み立てました。 

白書１８１ページですが、ブランシュたかやまスキー場施設改修工事約１億１，０００万円につ
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きましては、辺地対策事業債を活用いたしました。 

（３）今後の課題と対策、④でございますが、スキー場、温泉施設、ふるさとセンター等の町の

拠点観光施設及び農業、畜産業、林業等の１次産業を交え、町トータルでの観光プロモーション活

動の充実を図ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

産業振興課の説明につきましては以上です。 

○議長（森田公明君） ただいま１２時６分になりました。ここで午後１時５分まで昼食のため休

憩といたします。 

休        憩   午後 ０時０６分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 １時０５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

午前に引き続き、令和４年度各課の主要事業の実績について説明を求めます。

建設水道課関係について説明を求めます。

龍野建設水道課長。

○建設水道課長（龍野正広君） それでは、建設水道課関係の説明をさせていただきます。

白書の１８２ページからになります。

最初に、建設耕地係の建設関係になります。

事業とその成果でございますが、交付金または補助事業で転落防止柵、修繕工事ほか、道路メン

テナンス事業２件で計３件、事業費は５，５１９万８，０００円です。

（３）単独事業につきましては７件、その他工事で１９件、計２６件で１億８，３９６万７，２

６３円でございます。 

１８４ページ、お願いします。 

 維持修繕工事では、追分１号線側溝改良工事等で３１件の１，６６５万２，２４８円でございま

す。 

続きまして、耕地関係でございますが、１８８ページを御覧ください。 

災害復旧事業国庫補助分でございますが、３２件で３億３，４４１万円です。括弧内の数字は前

払金ということになっております。 

１９２ページを御覧ください。 

災害復旧事業で町単分です。 

下段の令和元年度から３年度まで６件、７７３万３，０００円でございます。 

③その他工事関係で１９件で７７８万４，３２６円でございます。

 続きまして、④の多面的機能支払事業では、農村地域の過疎化、高齢化、混住化等の進行に伴う

集落の機能低下により、地域の共同活用により支えられていた多面的機能の発揮に支障が生じてい

ます。 
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１９４ページで、令和４年度協定締結となった面積、交付金金額は、農用地面積で４６５ヘク

タール、組織数１２組織、交付金３，０７８万１，２４０円でございます。

続きまして、３の土地開発でございますが、土地開発等の情報収集を行い、土地開発公社とも連

携を取り、町の発展に鋭意努力してまいります。 

続きまして、２６８ページをお願いいたします。 

観光施設特別会計でございます。 

２７１ページの（サ）第９回長和町直営別荘地経営委員会を令和５年２月２７日に開催し、観光

施設事業特別会計の消費税について、内税方式から外税方式へ移行する際の周知方法について協議

をしました。 

 学者村別荘地第１期山の家広場に一時避難所施設も含めたコミュニティスペースを令和５年より

建設することが決定しました。 

マスタープランに伴い、令和５年４月１日より別荘オーナー様が町内の体育施設を使用する際、

長和町民と同様の金額にしました。 

 ２７２ページのカ、色つきの封筒により催告や滞納整理週間を複数回実施し、集中的に文書・電

話催告することで収納率の向上につながりました。 

続きまして、企業会計の上水道事業会計になります。 

２７６ページを御覧ください。 

 中段の（２）事業とその成果で、①水道使用料、物価高騰などの影響から生活のための費用が多

くかかるため、水道料や税金などが払えない家庭が多く、無理に給水停止などもできないため、今

年度は未納額を減らす方策を取れなかった。 

②委託事業では水道施設台帳電子化整備事業、１，０４２万８，０００円を行い、アセットマネ

ジメント策定後は計画的に事業を進めていきます。 

続きまして、２７８ページから、公共下水道事業及び排水処理施設事業会計でございます。 

２７９ページを御覧ください。 

（２）下水道使用料、現年度分の収入は１億１，９４５万９，９４５円の調定に対し、収入額は

９，９６３万３，２３４円となり、収納率が８３．４％であった。 

 過年度分については、１，９２４万３，００５円の調定額に対し、収入は１，４３９万８３８円

となり、収納率は７５．６４％でありました。 

 維持管理関連で、水処理センター及びマンホールポンプ維持管理として、長門水処理センター、

鷹山水処理センター、マンホールポンプ１６か所で２，８９６万６，０００円の事業費でありまし

た。 

建設水道関係は以上でございます。 

○議長（森田公明君） 次に、教育課関係について説明を求めます。

笹井教育課長。
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○教育課長（笹井佳彦君） それでは、教育課関係の決算概要について説明させていただきます。

教育課関係の町政白書につきましては、１９６ページからになります。

最初に、教育委員会事務局ですが、高等学校などの通学に関わる費用の保護者の負担軽減のため

に実施しております高等学校通学費等補助につきまして、引き続き実施させていただきました。 

実施内容につきましては、１９７ページの表のとおりでございます。 

 なお、実績につきましては、１９９ページ、④のとおりでございまして、令和４年度における助

成件数は全部で１２５人、総支給額１，０１５万１７円となっております。 

次に、奨学金の貸付けにつきましては、高等学校及び高等専門学校の生徒は月額２万５，０００

円、大学、短期大学及び専修学校の学生は月額４万円を無利子で貸し付けているところでございま

す。 

令和４年度におきましては、４名の方への貸与を決定しております。 

次に、平成３０年より実施している小中学校の給食費無償化です。 

これは、町内に住所を有する児童生徒の給食費を無償化するものでございます。小中学校の給食

費無償化に伴う決算額は、給食材料費分として支出しております。 

実績につきましては、１９９ページ、⑦のとおりでございます。 

次に、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の関係でございます。 

令和４年度におきましては、感染予防に努め、各小学校、臨時休校は行いませんでした。また、

補助金を活用し、手指消毒用アルコール、抗体検査キット、配膳台の購入を行い、各種衛生用品の

整備をしております。 

次に、２００ページ、⑩ですけども、ＧＩＧＡスクールの関係でございます。 

ＧＩＧＡスクール対応、ＩＣＴ教育の推進といたしまして研修会を行ったほか、ＩＣＴサポー

ターを配置し、相談支援体制の整備を行いました。

そのほか、各小学校に計４台の電子黒板を導入いたしました。

今後、引き続き研修を実施し、有効活用に努めてまいりたいと考えております。

次に、小学校の関係でございますが、白書は２０２ページからになります。各小学校とも、学校

教育目標、教育理念に基づき学校運営が行われました。 

 先ほども申し上げたとおり、コロナ感染防止に努め、臨時休校は行いませんでしたが、今後も感

染対策に万全を期し、学校運営を図ってまいりたいと考えております。 

 なお、児童数でございますが、令和４年度は令和３年度と比べまして、長門小学校では１名減の

１６９名、和田小学校は４名減の３４名という状況でございました。 

次に、文化財関係でございますが、２１６ページを御覧ください。 

 まず、現状でございますけども、黒耀石と原産地遺跡群につきましては、博物館、公民館、学校

教育との連携によって、黒耀石と中山道などの歴史遺産をはじめとする郷土の歴史、文化を学び、

世代を超えた生涯学習や地域の素材として活用する取組が定着しております。 
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 次に、博物館においてでございますが、一般利用者や大人を対象としたパックツアーでの利用が

増加しております。 

次に、中山道、和田宿・長久保宿につきましてでございます。 

①でございますが、令和３年８月豪雨により、国史跡中山道の和田峠、約４キロメートルの各所

で被害を受け、令和４年、５年度の２か年度計画で、国県補助事業によりまして災害復旧工事を実

施中でございます。 

③でございますが、長久保宿旧本陣が令和４年３月に国史跡中山道追加指定となり、座敷棟、住

宅の部分ですが、土地建物を国庫補助事業により購入いたしました。 

次の２１７ページになります。 

（２）の事業とその成果でございますが、まず、黒耀石と原産地遺跡群につきましては、原始・

古代ロマン体験館及び黒耀石体験ミュージアムの入館者総数は、令和３年度の１万２，２７７名に

対して、令和４年度は約１．７倍となる２万１，１０２名を数え、コロナ禍において過去１０年間

で最大の入館者数を数えました。 

 体験利用につきましては、コロナ禍の影響により、町外団体の利用が激減しておりますが、個人

の体験利用を中心に徐々にではありますが、復活の兆しを呈しております。 

 昨年度同様に、記念品売上げも増加傾向であり、令和元年度と比較して約２倍以上の売上げを記

録いたしました。 

２１８ページになります。 

 星糞峠の黒耀石鉱山展示室、星くそ館は、４月２９日から１１月３０日までの７か月の期間で、

延べ３，５９０名の入館者を数えました。 

令和４年度は、自然災害による遊歩道の毀損といったトラブルもなく、安全に遊歩道を利用する

ことができることから、原則徒歩での移動を案内し、星くそ館及び遺跡の見学目当ての利用者も多

く、間接的にミュージアムの入館者数及び記念品の売上増に寄与しております。 

次に２１９ページになります。 

⑤でございますが、歴史遺産を生かした国際交流事業につきましては、令和４年度は、長和青少

年黒耀石大使３期・４期生のイギリス渡航交流事業が予定されておりましたが、新型コロナウイル

ス感染症拡大の長期化、ロシアのウクライナ侵攻に起因するヨーロッパ情勢の不安などを考慮し、

渡航をさらに１年延期することに決定いたしました。 

 また、８月１７日から２０日にかけまして、研修として長崎県を訪問し、現地の博物館において、

学芸員よりシーボルトについての解説や、英語でのプレゼンテーションについて指導を頂きました。 

次に、２２２ページを御覧ください。 

（３）の今後の課題と対策についてでございます。

 黒耀石と原産地遺跡群につきましては、①コロナ禍収束後に向けた来館者受入れの創意工夫と情

報発信、オンライン体験ツアーの商品化、③として、広域連携への取組による日本遺産活用の推進
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を図るというようなことがございます。 

 次に、中山道、和田宿・長久保宿につきましては、①にございますように、国史跡となった長久

保宿旧本陣座敷棟の公開に向けて保存整備事業を推進するため、文化庁より建物の修復・復元の根

拠となる絵図面や普請記録等の史跡資料の調査と検証を求められており、長年、本陣石合家文書の

整理に携わった元明治大学教授や同校ＯＢの協力を得ながら進めております。 

次に、２２３ページを御覧ください。 

 文化財施設関係歳入歳出及び入館者の推移についてでございますが、この以下の表にあるとおり

でございますので、また御覧を頂きたいと思います。 

次に、社会教育関係をお願いいたします。 

白書は２２５ページからになります。 

社会教育関係の大きな事業であります総合文化祭、また町民運動会は、コロナウイルスの感染拡

大により、やむを得ず中止いたしました。 

 文化祭においては、展示発表に限定し、１１月５日の土曜日、１１月６日の日曜日にかけて開催

をいたしました。 

また、公民館関係の講座等につきまして、１３講座行いました。 

 講座の状況につきましては２２６ページ、また、社会体育関係の事業につきましては２２７ペー

ジに記載させていただきましたので、また御覧を頂ければと思います。 

コロナ禍の状況の中ではありましたが、徐々に回復の兆しを感じることができました。

次に、児童館の関係でございます。 

白書は２３０ページからになります。 

②にございます令和４年度の児童クラブの登録者数は、長門児童クラブで９４人、和田児童クラ

ブで１３人でありました。 

 年間で延べ７，９００人ほどの御利用を頂いておりますが、コロナ感染拡大策を講じ、様々な工

夫を凝らして運営を図ってまいりました。しかし、近年、さらなる安全を確保するとともに、配慮

の必要な児童が増えてきており、支援体制の充実が求められております。 

人権教育の関係でございますが、白書は２３４ページからになります。 

 人権が尊重される社会の実現のため、人権教育、人権啓発を中心とした取組を実施してまいりま

した。毎年実施しております差別をなくす町民集会は、従来の方式で開催することができました。

講師は落語家の露の団姫さんをお招きし、「女らしくなく 男らしくなく 自分らしく」を題材に

御講演を頂きました。 

次に、男女共同参画関係でございます。 

白書は２３９ページになります。 

取組といたしましては、県の人権男女共同参画課と協力し、活動案内への周知活動を実施いたし

ました。 
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 今後は、国、県の計画が更新されることに併せまして、町の計画も更新し、積極的な取組を行っ

てまいりたいと考えております。 

次に、図書館の関係です。 

白書は２４０ページからになります。 

上田地域図書館情報ネットワーク構成図書館、通称エコールに加盟しており、自館分も含め、総

蔵書数はおよそ１００万冊となっております。この図書を相互に貸し借りできるようになっており

ますが、他の図書館との貸し借りが少ないのでＰＲに努めてまいりたいと考えております。 

続きまして、少し飛びますが、特別会計でございます。 

白書の２６６ページを御覧ください。 

教育委員会の特別会計につきましては、同和地区住宅新築資金等貸付特別会計を所管しておりま

す。 

 この会計につきましては、全ての貸付事業を終了しており、また、償還金についても、昨年度末

をもって全ての返済期限を迎えたものでございます。 

 滞納している債務者のうち、町との協議に応じて分割返済を約束している方については、納付書

や口座振替により納入を行っていただきました。引き続き、返済に向けて取り組むとともに、回収

が不能と判断せざるを得ない場合には、関係機関、専門家とも相談しながら対策を講じて備えてま

いりたいと考えております。 

教育課の関係については、以上でございます。 

○議長（森田公明君） 次に、議会事務局関係について説明を求めます。

米沢議会事務局長。

○事務局長（米沢 正君） 白書の２４６ページをお願いいたします。

現状でありますが、コロナ禍において、議会運営におきましても、消毒、換気、アクリル板の設

置、傍聴人数制限、傍聴室の設置等、新型コロナ感染対策を行いながら開催をいたしました。 

 議場の広さからすると、ソーシャルディスタンスに少し無理が生じている状況がうかがえる状況

であります。 

次に、事業とその成果であります。 

 定例会・臨時会の開催でありますが、昨年度は定例会が４回、臨時会を４回開催しております。

審議されました案件につきましては、令和４年中、合計１６１件でございました。 

議会全員協議会の開催状況につきましては、１８回開催をいたしました。 

委員会の開催状況でございますが、議会運営委員会、総務経済常任委員会、社会文教常任委員会

をそれぞれ５回、予算特別委員会を２回、広報常任委員会を１４回、議会改革検討特別委員会を１

回、開催いたしました。 

 他団体との交流及び研修につきましては、青木村議会、立科町議会、下諏訪町議会議員との研修

会、長野県町村議会議員研修会、上田地域市町村議会議員研修会、町村議会広報研修会が開催され、
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出席しております。 

 視察研修の実施につきましては、両常任委員会合同によりまして、飯田市・高森町へ視察研修を

実施しております。 

 各種団体との懇談会につきましては、株式会社長和町振興公社、長和町商工会、長和町消防団幹

部、森林組合依田窪支所との懇談会を開催いたしました。 

 議会だよりの発行につきましては、年４回の議会開催の翌々月に発行いたしまして、定例会にお

いて審議された議案や議会活動について、町民の方にお知らせをしております。 

 議会だよりモニター、議会モニター制度について、令和３年２月から長和町議会だよりモニター

制度を開始しまして、１８名の方に委嘱し、年４回発行の議会だよりについて意見・感想を伺い、

提案等を取り入れながら議会だよりの発行を行ってまいりました。 

 議会だよりモニター制度を開始いたしまして２年間が経過したことから、議会だよりモニター制

度から議会モニター制度へ移行しまして、令和５年３月議会から４名の方に議会モニターの委嘱を

行い、議会に対する意見や議会を傍聴していただいての感想等を伺い、今後の議会運営に反映でき

るものは反映させていきたいと考えております。 

 現在は７名の方に議会モニターを委嘱し、議会だよりモニターも兼ねていただき、読みやすい議

会だよりの発行と分かりやすい議会運営に向けて取り組んでおります。 

 議会のペーパーレス化に向けて、ネットワーク環境整備といたしまして、議場、議員控室、議会

事務局の事務室へＷｉ─Ｆｉ設備の設置工事を実施いたしました。環境整備が整いましたので、議

会のペーパーレス化に向けて有効に活用していきたいと考えております。 

 今後の課題等につきましては、新型コロナ感染症が第５類に移行されたことに伴いまして、これ

までの日常が戻りつつあるため、コロナ禍以前と同様に、懇談会等を通じて町民や各種団体の皆さ

んとの交流を深め、情報共有の場を設けていきたいと考えております。 

 また、町村議会議員の成り手不足は全国的な問題であり、若い方や女性を含め、誰もが立候補し

やすい環境を整えることや、定数、議員報酬の見直しなど、処遇改善の検討などについても進めて

いく必要があると考えております。 

続きまして、白書の２４９ページをお願いいたします。 

監査の関係でございます。 

令和３年１２月２日から、代表監査委員に丸山淳子氏、議会選出監査委員に小川純夫氏が就任さ

れ、現在、長和町監査委員として町の監査業務に携わっていただいております。 

事業とその成果でありますが、例月出納検査につきましては、毎月実施をしております。 

 令和４年度実施事業の現場監査は７月の１２日、決算審査につきましては、７月２５日から２８

日までの４日間実施をいたしました。その他、監査事業年次計画に基づきまして、各調査及び監査

を実施しております。 

主要事業の実績報告につきましては、以上でございます。 
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○議長（森田公明君） 以上で、主要事業の実績についての説明を終わります。 

 これより、ただいま説明のありました基金運用報告、決算概要説明及び各課の主要事業の実績に

ついて質疑を行います。 

 なお、今定例会に上程されました令和４年度決算認定案、条例案、令和５年度補正予算案につき

ましては、全て委員会への付託を予定しておりますので、総括的大綱的なものについて質疑をお願

いいたします。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。 

 ここで暫時休憩といたします。 

休        憩   午後 １時３４分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 １時３６分 

○議長（森田公明君） 会議を再開いたします。 

 次に、日程第３１ 報告第２２号及び日程第３２ 報告第２３号には関連がありますので、一括

して議題といたします。 

 報告第２２号 令和４年度健全化判断比率について及び報告第２３号 令和４年度資金不足比率

について報告を求めます。 

 宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） それでは、議案書の２２─１ページをお願いいたします。 

 報告第２２号 令和４年度健全化判断比率につきまして、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律の規定により報告をさせていただきます。 

 ２２─２ページを御覧ください。 

 健全化判断比率報告書でございますが、健全化判断比率の４つの指標のうち、実質赤字比率と連

結実質赤字比率につきましては、数値がマイナスということでございますので、赤字ではないとい

うことになります。よって健全ということになります。 

 次に、実質公債費比率の関係ですが、令和２年度から令和４年度の決算に基づく３か年の平均で

１０．３％となりまして、前年度の１１．４％から１．１ポイント減少しております。 

 あと、報告書には記載してございませんが、単年度で見た場合の実質公債費比率の関係ですが、

令和３年度につきましては１０．６％でしたが、令和４年度は８．９％となっており、１．７ポイ

ントの減少となっております。この減少につきましては、令和４年度単年度の起債元利償還金の減

少、これが大きな要因ではないかと思われます。早期健全化基準の２５％、これを下回っておりま

すので、この点におきましても、当町につきましては健全と言えると思われます。 

 今後も、実質公債費比率が上昇しないよう、起債の借入れなどにつきましては、地方交付税措置

のある起債の借入れに努めていきたいと考えております。 
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 次に、将来負担比率でございますが、将来負担比率は５８．１％となりまして、前年度の５７．

３％から０．８ポイント上昇しております。 

 将来負担比率につきましては、一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対

する割合を指しておりますが、この標準財政規模が前年度と比較して減少してしまったことが主な

要因であると思われます。 

 将来負担比率につきましては、早期健全化基準が３５０％となっていますので、当町におきまし

ては健全と言えると思われます。 

 実質公債費比率、将来負担比率につきまして、実質公債費比率は減少、将来負担比率は上昇して

おりますが、いずれも早期健全化基準を下回っておりますので、令和４年度決算における財政の状

況につきましては、健全な状況にあると言えると思われます。 

次に、議案書の２３─１ページをお願いいたします。 

報告第２３号 令和４年度資金不足比率の関係でございます。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条の関係の規定によりまして、報告をさせてい

ただくものであります。 

２３─２ページを御覧ください。 

 資金不足比率報告書でございますが、資金不足比率につきましては、公営企業ごとの資金の不足

額の事業規模に対する比率を示したものでございまして、経営健全化基準は２０％となっておりま

す。 

当町の公営企業会計では、上水道会計事業、下水道会計事業、簡易排水施設特別会計、観光施設

事業特別会計ともに資金不足はないという結果となっております。 

以上で、報告を終わらせていただきます。 

○議長（森田公明君） 次に、日程第３３ 令和４年度健全化判断比率及び令和４年度資金不足比

率の審査報告について、代表監査委員より報告を求めます。 

丸山淳子代表監査委員。 

○代表監査委員（丸山淳子君） それでは、報告させていただきます。

議案書２２─３ページ、２３─３ページを御覧頂きたいと思います。

令和４年度の健全化判断比率及び資金不足比率の内容につきまして、審査した結果、算定の基礎

となる事項を記載した書類等、関係書類はいずれも適正に作成されていると認められましたので、

ここに御報告申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（森田公明君） 暫時休憩いたします。

休        憩   午後 １時４１分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 １時４２分 
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○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 丸山代表監査委員。 

○代表監査委員（丸山淳子君） すみません、議案書２２─４ページの財政健全化判断比率審査意

見書で、１か所訂正をお願いいたします。 

 （２）個別意見の④将来負担比率についてなんですけれど、２行目の「３５０％を下回っている

が、前年度に比べ」、これは上昇していますので、ここの分、「前年度に比べ」から「下降した

が」をちょっと消していただいて、「引き続き抑制に努めていただきたい」というふうに訂正をお

願いいたします。 

○議長（森田公明君） 訂正をお願いします。 

 報告を終わります。 

 次に、日程第３４ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 担当課長より概要説明を求めます。 

 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） それでは、お願いいたします。 

 議案書の２４─１ページを御覧ください。 

 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

 議案書２４─７ページからの新旧対照表を御覧ください。 

 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関す

る基準の一部が改正されましたことに伴ましての所要の改正をするものでございます。 

 １つ目といたしまして、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律等の整備によるものにつきま

して、子ども・子育て支援法、学校教育法、児童福祉法の改正による引用条項の整理といたしまし

て、第４条、第６条から８条、第１３条、第１５条、第２０条、第３５条から３７条、第３９条、

第４４条、第５１条、第５２条と改正となっております。 

 ２つ目といたしまして、民法及び児童福祉法における懲戒権に関する規定が削除されたことに伴

いますところの改正ということによりまして、第２６条がそれに該当するものとなっております。 

 ３つ目でございますけど、デジタル化の推進に伴い、電磁的方法による対応も可能である旨の規

定の追加等ということでございまして、それに関するものにつきましては、第５条、第３８条、第

４２条、第５３条となってございます。 

 ４つ目でございます。 

 ゼロから２歳児のみを受け入れる特定地域型保育事業所を卒園後の受入先確保についての規定の

整備ということでございまして、この関係につきましては、第４２条というふうになってございま

す。 
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施行日につきましては、公布の日からとなってございます。 

説明につきましては、以上です。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第３５ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）についてを議

題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） それでは、議案書の２５ページをお願いいたします。

１ページおめくり頂きまして、議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）に

ついて説明させていただきます。 

 第１条の関係でございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億９４８万３，

０００円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ５８億５，５４７万１，０００円とするものでござ

います。 

 次に、第２条の地方債補正の関係につきましては、５ページの第２表、地方債補正を御覧頂きた

いと思います。 

今回の補正予算につきましては、臨時財政対策債と過疎対策事業債に係る補正となっております。 

 臨時財政対策債につきましては、令和５年度の普通交付税の額が決定し、併せて臨時財政対策債

の発行可能額が決定しましたので、これに併せて、地方債の補正をお願いするものでございます。 

 また、過疎対策事業債につきましては、既に長野県に提出済みの起債計画書の起債額につきまし

て、県より減額調整する旨の連絡があったことによりまして、地方債の補正をお願いするものでご

ざいます。 

 臨時財政対策債、過疎対策事業債ともに記載の方法、利率、償還の方法については変更ございま

せん。 

次に、歳入歳出の関係ですが、詳細は１２ページからになります。 

最初に、歳入の主なものについて説明させていただきます。 

款の１０地方交付税の関係につきましては、令和５年度の普通交付税の額が決定しましたので、

決定額に合わせ補正予算を計上させていただきました。 

令和５年度の普通交付税額は２６億９，３７８万円となっております。 

 次に、款１４国庫支出金、項２国庫補助金、目３衛生費国庫補助金の関係につきましては、二酸

化炭素排出抑制対策事業費等補助金７４８万９，０００円を計上させていただきました。 

長和町地球温暖化対策実行計画策定に係る国庫補助金でありまして、既に一般会計予算に計上さ
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れております計画策定委託費に充当するものでございます。 

 同じ国庫補助金の目５商工費国庫補助金の関係につきましては、スポーツによる地域活性化推進

事業補助金として、１，９８５万５，０００円を計上させていただきました。 

スポーツ庁の補助金であり、内訳は経営多角化支援事業として１，０００万円、運動スポーツ習

慣化促進事業として、９８５万５，０００円となっております。 

目の７の教育費国庫補助金の関係につきましては、学校の理科備品購入に係る補助でございます。 

 理科教育設備整備等補助金が採択となったことから、５０万１，０００円の補正予算を計上させ

ていただきました。 

また、目８の災害復旧費国庫補助金につきましては、林業施設災害復旧に係わります本沢３号

線・４号線のインフレスライドに伴う増額分に係る補正予算としまして、２６３万８，０００円を

計上させていただいております。 

 次に、款１５の県支出金、項２県補助金の関係ですが、目３農林水産業費補助金の林業費補助金

におきまして、秋駆除に伴う松くい虫防除に係る補助金としまして、６８６万７，０００円を計上

させていただきました。 

１３ページをお願いいたします。 

 目４商工費補助金の関係ですが、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助金につきまして、対

象者の増加、これにより２２５万円の増額補正予算を計上させていただいております。 

次に、款１８の繰入金の関係でございますが、項２の基金繰入金の関係で、財政調整基金繰入金

の減額補正、あと、林業施設災害復旧事業の財源とするための森林環境譲与税基金の取崩し、情報

館関係工事の財源として、有線放送施設改善基金の取崩しに係る補正予算を計上させていただいて

おります。 

 款の１９繰越金につきましては、令和４年度決算に伴う繰越金ということで、補正予算を計上さ

せていただいております。 

次に、１４ページをお願いいたします。 

 款２０の町債につきましては、先ほどの地方債の補正で説明させていただきましたが、臨時財政

対策債につきましては、普通交付税額の決定により発行額が決まったことによる減額補正、あと、

過疎対策事業債につきましては、起債額の減額調整に伴い、長門老人福祉センター改修事業と、や

すらぎの湯空調設備更新工事の起債額を減額する補正予算を計上させていただいております。 

次に、歳出の関係ですが、１５ページからになります。 

歳出全般に係る補正予算としまして、この４月の人事異動に伴う一般職及び会計年度任用職員の

人件費につきまして、関係する科目において補正予算を計上させていただいております。 

１８ページをお願いいたします。 

 款２総務費、項１総務管理費の目５企画費の地方創生事業に係る空き家改修補助金の関係でござ

いますが、申請件数の増加によりまして、２９１万５，０００円を増額する補正予算を計上させて
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いただきました。 

 次に、項２の徴税費、目１税務総務費の関係でございますが、個人住民税、法人住民税の確定申

告に伴う還付金などの不足が見込まれるため、１００万円の増額補正を計上させていただきました。 

２１ページをお願いいたします。 

項８のケーブルテレビ施設運営費の関係でございますが、情報館のエアコン、これとあと自動ド

ア修繕に係る補正予算としまして、２３７万６，０００円を計上させていただきました。

この財源につきましては、先ほど、歳入の基金繰入金の関係で説明させていただきましたが、有

線放送施設改善基金を充当しております。 

次に、２２ページをお願いいたします。 

 款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費の関係ですが、一般会計補正予算の第３号、

これでお認めを頂きました低所得者支援給付金につきまして、対象となります住民税均等割非課税

世帯の数が確定したことに伴う増額分、５０世帯に係る補正予算として１５０万円を計上させてい

ただきました。 

２３ページをお願いいたします。 

項３の児童福祉費、目２児童運営費の関係でございますが、ながと保育園、和田保育園、それぞ

れ備品購入費を計上させていただきました。 

これにつきましては、園児送迎の際の児童の置き去りを防止するためのながと保育園の保育園バ

ス２台と、和田保育園の保育園バス１台分の安全装置設置に関わるものでございます。

この財源としましては、国庫助金であります保育対策総合支援事業補助金を充てております。

次に、２４ページをお願いいたします。

款４衛生費、項１保健衛生費、目２健康づくり費の関係でございますが、依田窪病院委託料とし

て、１６５万５，０００円を増額する補正予算を計上させていただきました。特定健診の上乗せ検

査分に係る補正でございます。 

また、システム委託料につきましては、依田窪病院の電子カルテの更新に伴う、町の健康管理シ

ステムの改修に伴う補正予算として、２４２万円を計上させていただいております。

２５ページをお願いいたします。

目３環境衛生費の再生可能エネルギー普及推進事業の関係でございますが、住宅太陽光発電シス

テム設置補助金、住宅用蓄電池システム設置補助金につきまして、それぞれ予算額に不足が生じる

見込みのため、増額補正を計上させていただいております。 

 項２清掃費、目１塵芥処理費の関係につきましては、丸子クリーンセンターの焼却炉の緊急修繕

が必要となったことから、当初予算に計上されております上田地域広域連合への負担金額につきま

して、不足が生じることとなってしまったので、不足分に伴う補正予算として、２，２２３万１，

０００円を計上させていただいております。 

２７ページをお願いいたします。 
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 款５の農林水産業費、項１農業費、目４畜産振興費の関係ですが、長門牧場の乳製品加工処理施

設の床修繕に係る補正予算としまして、設計管理委託料、工事請負費、合わせまして３１４万１，

０００円を計上させていただきました。 

 目５の農地費の関係につきましては、町単耕地応急工事事業に係る補償料を５００万円減額する

補正予算を計上させていただきました。 

 長久保大沢作業道設置工事に係る補償料でございまして、当初予算におきまして、建設事務所所

有施設への補償費として５００万円を計上していましたが、建設事務所との協議の結果、自営工事

として行い、占用することとなったため、補償料が不要となったことに伴う減額でございます。 

目６の地場産業振興費につきましては、今年の２月、道の駅として登録されました和田宿ステー

ションの道の駅オープンセレモニーに係わります記念イベントの謝礼、記念品、広告料などの補正

予算を計上させていただいております。 

次に、２８ページをお願いいたします。 

 項２の林業費、目２林業振興費の関係ですが、松くい虫防除委託料としまして、秋駆除に係る委

託料９８１万円の補正予算を計上させていただきました。 

また、ペレットストーブ等購入補助としまして、まきストーブに係る補助金１０万円の補正予算

も計上させていただいております。 

 有害鳥獣駆除対策協議会補助金につきましては、鹿などの捕獲実績に伴う不足分に係る補正予算

として、６６９万６，０００円を計上させていただきました。 

次に、３０ページをお願いいたします。 

 款６商工費、項１１商工費、目２商工振興費の関係でございますが、ＵＩＪターン就業・創業移

住支援事業補助につきまして、３００万円を増額する補正予算を計上させていただきました。 

これは、国・県の制度改正や対象者の見込みに伴う補正でございます。 

目３の観光費の関係では、長和町スポーツコミッション補助金に係る補正予算として、１，９８

５万５，０００円の補正予算を計上させていただきました。 

 歳入の国庫補助金の関係でも説明させていただきましたが、スポーツ庁の補助事業として採択さ

れた経営多角化等支援事業１，０００万円と、運動スポーツ習慣化促進事業９８５万５，０００円

に係るものでございます。 

３１ページをお願いいたします。 

 款７土木費、項１土木管理費、目２土木維持費の関係でございますが、舗装修繕工事や側溝など

の道路修繕工事として、１５４万円の増額補正予算を計上させていただきました。 

３２ページをお願いいたします。 

款９の教育費、項１教育総務費、目２の事務局費の関係では、理科教材備品購入に係る補正予算

１０２万７，０００円を計上させていただいております。この購入につきましては、国庫補助金を

充当させていただいております。 
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 次に、項２の小学校費、目１小学校管理費の関係では、和田小学校の建物修繕費としまして、和

田小学校体育館の照明の一部ＬＥＤ化に係る補正予算として、５９万４，０００円を計上させてい

ただいております。 

 和田小学校改修事業につきましては、和田小学校ランチルームの空調設備設置工事に係る補正予

算でございます。 

 この事業につきましては、令和４年度の繰越事業としておりましたが、資材などの高騰に伴い、

繰越予算の範囲内での工事の施工が難しくなってしまったため、繰越予算では空調設備の設置工事

を施工しまして、電気工事関係の施工につきましては、令和５年度予算で対応させていただくため、

今回、補正予算として計上させていただいたものでございます。 

 また、３３ページになりますが、長門小学校、和田小学校の新型コロナ対策建物修繕費、これに

つきましては、両小学校ともに、網戸の設置修繕に係る補正予算として計上させていただいており

ます。 

 項４の社会教育費、目２の公民館費の関係では、古町コミュニティ施設と山の子学園の案内看板

設置に係る委託料としまして、３９万４，０００円を計上させていただきました。 

 続きまして、３４ページをお願いいたします。 

 目７中山道、長久保宿・和田宿保存整備費の関係でございますが、長久保宿本陣の物置設置に係

ります補償料として、１０８万８，０００円の補正予算を計上させていただきました。 

 ３５ページにかけての災害復旧費の関係でございますが、農業用施設災害復旧事業につきまして

は、６月２日から３日の大雨による被害を受けた大石農道ののり面復旧工事に係る補正予算として、

１１０万円を計上させていただいております。 

 目２の林業施設災害復旧費につきましては、委託料の関係で、この５月の豪雨による本沢１号の

災害箇所の災害復旧に係る測量・設計・監督補助業務委託料ということで５４万円を計上させてい

ただいております。 

 また、工事請負費につきましては、単独災害復旧事業として本沢３号・４号線の６００万円、あ

と、今年５月の豪雨災害に係る本沢線の町単分工事費として１２０万円の合計７２０万円を計上さ

せていただいております。 

 また、国庫補助の災害復旧事業としましては、本沢３号・４号の増額分２５万２，０００円、今

年５月の豪雨災害の関係の本沢線の国庫補助分の工事費２９９万２，０００円の合計３２４万４，

０００円の補正予算を計上させていただいております。 

 以上、令和５年度の長和町一般会計補正予算（第７号）の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 



- 58 - 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第３６ 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予

算（第２号）についてから、日程第３８ 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正

予算（第１号）についてまでを一括して議題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、私のほうから説明をさせていただきます。

議案書２６ページで、１ページ目をお開き頂きたいというふうに思います。

議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）につい

て御説明をさせていただきます。 

 既定の歳入歳出にそれぞれ４７４万５，０００円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ７億９，

４８５万３，０００円とするものでございます。 

補正内容につきましては、９ページをお開きください。 

 ９ページ、歳入といたしまして、款１１項１目１繰越金でございますが、令和４年度繰越金の確

定により、２０６万８，０００円の増額補正となっております。 

款１２項４目５雑入につきましては、令和４年度療養給付費等の普通交付金の精算により、国民

健康保険団体連合会より返還金として２６７万７，０００円を歳入、雑入として受入れをさせてい

ただきまして、歳出の款９項１目５償還金及び還付加算金により県へ返還するための増額補正とな

っております。 

 次に、１０ページの歳出についてでございますが、款３項１医療給付費分から、項３介護納付金

につきましては、国民健康保険事業納付金の確定によりまして、医療費給付費分、後期高齢者支援

金等分、介護納付金分について、それぞれ増減の補正を行いまして、款３国民健康保険事業納付金

合計で２２万６，０００円の増額補正となっております。 

 続きまして、款６項２目１特定健康診査等事業費につきましては、令和４年度までの国保特定健

診は、国保会計より健診事業負担金として健診受診者１人当たりの負担金を一般会計支出し、こど

も・健康推進課により健診機関へ委託料として支出していたものを、今年度より国保会計において、

国保の被保険者分の健診料全額を委託料として健診機関へ支出することとしたため、当初予算額６

１１万９，０００円を、節１８負担金、補助及び交付金を全額１２委託料へ予算の組替えを行うも

のでございます。 

 続きまして、１１ページの款９項１目５保険給付費等交付金償還金につきましては、歳入で説明

をさせていただきましたが、令和４年度の療養給付費等の普通交付金の精算に伴う県への返還のた

め、２６７万円の増額補正となっております。 

 同じく、目７その他償還金につきましては、令和３年度の事業納付金についての精算により、こ

ちらも県への返還金のため補正となっております。 
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 款１０予備費につきましては、以上の歳入歳出補正によりまして、予備費を補正するものでござ

います。 

続きまして、２７ページの１ページ目をお開きください。 

 議案書２７ページ、１ページ目でございますが、議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）について御説明をさせていただきます。 

既定の歳入歳出からそれぞれ８５万１，０００円を減額し、歳入歳出の総額をそれぞれ９，２１

４万９，０００円とするものでございます。 

内容につきましては、９ページをお開き頂きたいというふうに思います。 

 歳入としまして、款５項１目１繰越金について、令和４年度繰越金の確定に伴いまして、８５万

１，０００円の減額となり、１０ページの歳出の款４予備費において、同額を減額補正するもので

ございます。 

続きまして、議案書２８ページをお開き頂きまして、１ページ目をお開きください。 

議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）について御説明をさせて

いただきます。 

 既定の歳入歳出にそれぞれ４，７１４万８，０００円を追加いたしまして、歳入歳出の総額をそ

れぞれ１１億３，２１４万８，０００円とするものでございます。 

内容につきましては、９ページをお開きください。 

 今回の補正につきましては、令和４年度繰越金の確定と、令和４年度の給付費等の実績に伴う

国・県支払基金への償還金の確定に伴う補正となっております。 

歳入の款８項２繰入金として歳出で説明をさせていただきますが、令和４年度の給付費等の実績

に伴う国等への返還金が確定をいたしましたので、基金より２，１５９万１，０００円の繰入れを

行い、対応するものでございます。 

款９繰越金につきましては、繰越金確定に伴う増額補正を行うものでございます。 

次に、１０ページでございます。 

１０ページの歳出でありますが、款６項１目２償還金につきましては、令和４年度の介護給付費、

こちらは国・県支払基金及び地域支援事業交付金、こちらも国・県支払基金等への確定により返還

金が確定をいたしました。基金繰入れと繰越金により対応するため、４，７１４万８，０００円を

増額補正するものでございます。 

以上です。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第３９ 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正
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予算（第１号）についてを議題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

笹井教育課長。 

○教育課長（笹井佳彦君） それでは、議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等

貸付特別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。 

議案書の２９ページからになります。 

１ページおめくりください。 

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２６万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出、それぞれ６８７万７，０００円とするものでございます。 

補正の内容でございますが、９ページをお開きください。 

最初に歳入になります。 

款２項１目１繰越金、前年度繰越金でございますけれども、収入状況を勘案して２６万７，００

０円の増額とさせていただきました。 

次に、歳出でございますが、１０ページをお願いいたします。 

 款２項１目１予備費でございますが、２６万７，０００円の増額とさせていただくものでござい

ます。 

説明は以上でございます。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第４０ 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） それでは、議案書の３０ページからとなります。

１枚おめくり頂きまして、議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第

２号）は、次の定めるところによる。 

 既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４０４万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１億２３３万８，０００円とするものであります。 

９ページを御覧ください。 

 歳入では、令和４年度の実質収支額が１，３５４万８，１８５円に固まったことから、このうち

の７００万円を基金に積み戻し、残りの６５４万８，１８５円を、款４繰越金で４０４万８，００

０円を増額し、令和５年度予算の繰越金とするものでございます。 
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 １０ページでございますが、歳出では、款３予備費の中で４０４万８，０００円を充当し調整し

たものであります。 

説明は以上でございます。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第４１ 議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）に

ついてを議題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） それでは、議案書の３１ページになります。

１ページおめくり頂きまして、議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算

（第１号）につきまして、御説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ７２万７，０００円を減額し、歳入歳出の総額を２４７

万３，０００円とするものでございます。 

内容につきましては、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 前年度繰越金の確定に伴いまして、７２万７，０００円を７ページでは繰越金、８ページでは予

備費から、それぞれ減額補正を行うものでございます。 

説明につきましては、以上です。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

次に、日程第４２ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計

補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

担当課長より概要説明を求めます。 

龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 議案書の３２ページからでございます。

１ページをお開きください。

議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補正予算（第１号）

は、次の定めるところによります。 

資本的支出の補正。第４条に定めた資本的支出の予算額を次のとおり補正する。 

款１資本的支出、既定予算額３億２，４０２万５，０００円、補正予算額３５６万、合計３億２，
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７５８万５，０００円。 

６ページを御覧ください。 

 令和５年度補正予算実施計画明細書（第１号）、資本的支出、款１資本的支出、項１建設改良費、

目２管渠建設改良費、節１７工事請負費で、グループホームの新設により、下水道本管新設工事２

０メートル分２５１万円と、ほかに新規公共ます設置工事費の見込みがあるため、今回、追加で３

件分としまして、１０５万円の合計３５６万円の追加補正をするものでございます。 

説明は以上です。 

○議長（森田公明君） 議案の説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結いたします。

─────────────────────────────────── 

◎日程第４３ 意見書案第２号 「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続」

を求める意見書 

（議員提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第４３ 意見書案第２号 「改正マイナンバー法を見直し、健

康保険証の継続」を求める意見書を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

田福光規議員。 

○５番（田福光規君） 「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続」を求める意見書につ

いての提案説明をいたします。 

議案書の３３ページの１、２を御覧ください。 

改正マイナンバー法が６月２日に国会で成立いたしました。政府は来年の２０２４年秋にマイナ

ンバーカードを健康保険証の機能を持たせたマイナ保険証に一本化し、現行の健康保険証を廃止す

る方針であります。 

マイナンバーカードをめぐっては、マイナ保険証に別人の情報がひもづけされた事例や、機器が

マイナ保険証の情報を読めない事例などのトラブルが続出しております。

こうした中で、健康保険証を廃止すれば、利用者が窓口で１０割負担を求められるケースや、別

人の医療情報に基づく誤った診断や薬の処方の危険性も指摘されています。 

また、先日、厚労省から、協会けんぽや健康保険組合など、企業で働く方々の健康保険でマイナ

ンバーカードへのひもづけができていない方の数が全国で７７万人にも上ることが発表されました。

マイナンバーへの国民の信頼は揺らいでおり、健康保険証の廃止時期には与党内からも慎重論が出

ております。 

さらに、寝たきりや認知症、心身に障がいを持つ方々は、必要な医療を受ける権利が損なわれる
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おそれもあります。誰もが安心して医療が受けられる国民皆保険の土台を揺るがす重大な問題です。 

 誰もが安心して医療を受けられることができる社会保障制度を維持するため、国会及び政府に来

年秋に健康保険証を廃止すると定めた改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を強く求め、

この意見書を提案するものであります。 

 議員各位におかれましては、この意見書の趣旨を御理解頂き、御賛同頂きますようお願いいたし

まして、提案説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森田公明君） 提案理由の説明が終わりました。

ここでお諮りいたします。意見書案第２号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会へ

の付託を省略し本日審議いたしたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、意見書案第２号は本日審議することに決定いたしました。

意見書案第２号を議題といたします。

本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。

これより意見書案第２号を採決いたします。意見書案第２号を原案のとおり可決することに賛成

議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、意見書案第２号は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────── 

◎日程第４４ 委員会付託について

○議長（森田公明君） 次に、日程第４４ 委員会付託についてを議題といたします。

本定例会に提出されました議案第４４号から議案第５３号までの令和４年度決算認定案１０件、

議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案１件、議案第５５号から議案第６２号までの令和５年度補正予算案８件

につきましては、委員会付託表のとおり、それぞれの委員会に付託したいと存じますが、これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、別表のとおり各委員会に付託することに決定いたします。

各委員会は、本会期中に審査の上、結果報告を願います。

次に、明日９月１日に一般質問を予定しておりますが、会議時刻を午後１時からといたしたいと

存じますが、これに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、明日の一般質問につきましては、午後１時から開会いた

します。 

─────────────────────────────────── 

◎散会の宣告

○議長（森田公明君） 以上をもちまして、本日予定していた会議は全て終了いたしました。

会議を閉じ、散会といたします。

─────────────────────────────────── 

散        会   午後 ２時２４分 



第  ２  号 

（ ９ 月 １ 日 ）
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開        議   午後 １時００分 

─────────────────────────────────── 

◎開議の宣告

○議長（森田公明君） 御苦労さまです。

ただいまより長和町議会第３回定例会を再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

─────────────────────────────────── 

◎日程第１ 一般質問

○議長（森田公明君） 日程第１ 一般質問を行います。

通告順により、本日３名の一般質問を行います。

１番、阿部由紀子議員の一般質問を許します。

阿部由紀子議員。

○１番（阿部由紀子君） 議長の許可を頂きましたので、私の一般質問を始めたいと思います。

今回、私は、３つの質問を用意してまいりました。１つ目は、男女共同参画の現状と今後、２つ

目は、町民と共有する自主防災知識について、３つ目は、交通不便地域の解消に向けて、となって

おります。よろしくお願いいたします。 

では、１つ目の質問です。 

 かねてより、町民の皆様から寄せられておりました、取り上げてほしいテーマの一つに男女共同

参画があります。以前私の一般質問でも取り上げました２０３０年問題のＳＤＧｓは「持続可能な

開発目標」のことであり、これは世界中にある環境問題、差別、貧困、人権問題といった課題を、

世界のみんなで２０３０年までに解決していこうという計画や目標のことです。１７の目標が掲げ

られておりますが、その中にはジェンダー平等の項目があります。 

男女共同参画とは、誰もが対等に扱われ、社会に参画できる社会のことをいいます。 

具体的な例を挙げますと、意思決定層に女性を増やしていくことや、男性が子育てに参画しやす

くなったりといった、環境が整備されることをいい、性別関係なく一人一人が尊重され、自分らし

く活躍しながら生きられる状態のことであり、これはジェンダー平等の項目に通じております。 

 ２０２１年１２月に私が行った一般質問の２０３０年問題について、町長からは、「「誰一人と

して取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現を目指すＳＤＧｓは、私たち自治

体においても、様々な活動にその考え方を取り入れることが重要であると考える。地域活性化に向

けての取組を力強く推進するに当たり、地域課題をしっかり分析し、その取組を一層充実、進化さ

せていかなければいけない」と答弁を頂いております。 

質問です。現在、当町における男女平等参画への考えはどのようなものでしょうか。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） 我が国におきましては、個人の尊重と法の下の平等が日本国憲法にうた
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われており、現在までに男女平等の実現に向けて法律や制度の整備が進められてきました。 

 男女共同参画社会の実現は、２１世紀における我が国の社会を方向づける最重要課題と言われて

おります。 

 この課題を解決するため、まず１つ目として、男女の人権尊重、２つ目として、社会における制

度または慣行についての配慮、３つ目として、政策等の立案及び決定への共同参画、４つ目として、

家庭生活における活動と他の活動の両立、５つ目として、国際的協調、この５つを基本理念として、

国や地方公共団体の責務を定めた男女共同参画社会基本法が平成１１年に制定され、これまで様々

な取組がなされております。 

 長和町におきましても、基本法第１４条第３項に基づく基本計画として、平成１９年度に「第１

次長和町男女共同参画計画」を策定いたしまして、男女共同参画社会の実現に向けて施策を推進し

てまいりました。 

 しかし、第１次計画における主要課題や重点目標を、時代や社会の変化、新しい課題に対応でき

るよう見直しを図ることが必要となり、昨年度に施策の指針を示した第２次長和町男女共同参画計

画を策定いたしまして、男女共同参画の実現に向けた施策を推進することといたしました。 

 現在は、町民の皆様の男女共同参画に関する意識、意向などについて把握をし、施策の推進に役

立てるため、長和町町内にお住いの１８歳以上の方から無作為に抽出した６００人を対象とした町

民意識調査を実施しているところでございます。この意識調査実施に当たっては、長和町男女共同

参画推進委員の皆様に、様々な御意見を頂戴した上で、３０項目に及ぶ質問事項を用意いたしまし

た。今後住民の意識を把握した上で、必要な取組を行い、男女共同参画社会の実現に向け、国とと

もにさらに推進を図ってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 世界経済フォーラムが毎年発表しているグローバルジェンダーギャップ

指数、これは世界男女格差指数といいますが、こちらのランキングというものがあります。これは

世界各国の男女平等の度合いを数値化したもので、日本は国別のランキングで対象となる１４６か

国中１２５位と過去最低の結果となっています。昨年の１１６位から大きく後退し、依然として主

要先進国（Ｇ７）の中で最下位となっており、特に政治と経済の分野で格差解消が進んでいない状

況となっています。 

 男女平等参画を推進していくことのポイントとして、女性視点が抜けていることでの生活のしづ

らさを解消するということがあります。経済や政治の場面で意思決定層に女性を増やしていくこと

が目標として挙げられます。 

 例の一つとして、東京都知事に小池百合子さんが就任し、女性議員が約３０％を占めるようにな

ってから、保育園待機児童が４年で９０％も減少するといった変化が起きました。これは、意思決

定の中に性別の偏りなく、女性の意見が取り入れられるようになったことが大きいと言われていま

す。 
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 また、今年の５月に公表した地方公共団体の取組に関する調査では、全国で防災・危機管理部局

に女性職員が１人もいないといった市町村が６割に上ることが明らかとなりました。災害対応に女

性の意見も取り入れることで、男性と女性のニーズに合わせた細かい支援が行われるようになりま

す。 

 人口の半分は女性であることから、災害に強い社会の実現には、女性の意見を取り入れていくこ

とは不可欠と言われています。 

 質問です。地方自治でも、政策や実施する事業内容などにも女性の意見を積極的に取り入れてい

く環境が重要であると思われます。長和町のホームページには、長和町における女性職員の活躍の

推進に関する特定事業主行動計画というものが、令和３年に更新されておりますが、今現在の行政

の役職や役員、委員会などにおける男女の割合はどのようなものでしょうか。今後、こうした仕組

みの在り方について、町としてはどのように取り組んでいくのか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 「長和町における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計

画」につきましては、平成２７年８月に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」が成

立いたしまして、国や地方公共団体、労働者が３００人を超える民間事業主に、事業主行動計画の

策定と公表が定められ、長和町におきましても、女性職員が職業生活で活躍することを推進するた

めに、女性活躍推進法に基づく「特定事業主行動計画」を策定いたしてございます。 

 この計画では、女性職員が働きやすく、ますます活躍できるような環境づくりに向けまして、採

用から管理職への登用に至るまで、あらゆる段階において、女性の職業生活における活躍の取組を

進めていくことを目指しております。 

 令和３年度から令和７年度までの５年間の後期計画が策定されておるところでございます。この

計画では、「配置・育成・教育訓練及び評価・登用関係」といたしまして、女性職員の役職に占め

る割合目標を掲げており、「継続就業及び仕事と家庭の両立関係」といたしまして、男性職員の育

児休業及び配偶者出産休暇の取得率の目標を掲げておるところでございます。 

 令和５年度における役職におきます男女の割合でございますけれども、課長級は全１０名のうち

で女性は０人、課長補佐級は全５名のうち女性は１名、係長級につきましては全２３名のうちで女

性は５名となっておるところでございます。 

 また、各種委員会等につきましての役割につきましては、具体的な算出はしておりませんが、ま

だまだ少ないという現状がございます。 

 選出につきましては、計画に基づき、女性に参加参画していただけるよう努めて参るところでご

ざいます。現に、農業委員会の会長ですとか代表監査委員、社会福祉協議会の会長さんなどは、女

性に御活躍を頂いておるところでございます。 

 今後につきましても、引き続き積極的に女性の登用も視野に入れつつ、適材適所の人員配置に取

り組んでまいりたいと考えております。 
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○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） ２０１５年、国際連合サミットで２０３０年までに達成を目指す世界目

標として、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が採択されました。 

 当時の国連総長は、「ＬＧＢＴＱはＳＤＧｓの全ての項目に関わる問題であり、「誰も置き去り

にしない」というＳＤＧｓのモットーに含まれている」と述べておりました。 

 ジェンダー平等、男女平等参画や女性活躍推進を考えるに至っては、ＬＧＢＴＱへの理解や環境

づくりも欠かせません。ＬＧＢＴＱとは、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェン

ダーの４つの頭文字から構成されており、そこにクエスチョニングという性的指向が決まっていな

い人や決めていない人、まだ分からない人のことを加えたセクシュアルマイノリティー（性的少数

者）をまとめた呼び方の一つです。 

 日本人の人口の約１０％がＬＧＢＴＱであるという調査結果もあり、これは左利きの人や血液型

がＡＢ型の人とほぼ同じ割合であるとされており、ＬＧＢＴＱを受容できる社会の構築の重要性が、

今まさに問われています。 

町では、ジェンダー平等、ＬＧＢＴＱに関しては、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田教育長。

○教育長（藤田仁史君） 基本的人権は、憲法が定める権利の中でも最も重要な権利であると認識

をしております。誰もが活躍し共に生きる社会を実現するために、ＬＧＢＴＱ支援の取組の必要性

も認識をしております。 

 ＬＧＢＴＱは、見えないマイノリティーと言われ、周囲から差別や偏見を恐れ、当事者であるこ

とを家族に対してさえ、隠して生活されているとメディアで取り上げられております。 

 国・地方自治体のある調査では、ＬＧＢＴＱの方は、ＬＧＢＴＱ以外の方と比べ、孤立感、ある

いは自己否定感が強いことが分かってまいりました。 

 「死にたいと思った、自死の可能性を考えた」、「生きる価値がないと感じた」といった経験が

ある方の割合は６割を超え、命に関わる困難を抱えておられます。 

 ＬＧＢＴＱの方はこれまで支援から取り残されており、多様性が尊重される時代にあって、早急

に対応すべき人権問題と感じております。 

 ＬＧＢＴＱの方に対して、理解や相談体制の充実、安心して生活できる環境づくりまで支援して

いく必要があると考えております。 

 こうした取組について、法律や国の方針が示されましたが、当事者の方が抱える様々な課題に配

慮するため、国・県と情報共有と連携をし、様々な側面を把握し検討を進めるとともに、町民の意

識、町の状況を把握する必要がございます。 

 このことからも、住民意識調査を実施したわけでございますが、今後ＬＧＢＴＱへの支援を通し、

一人一人の多様性が尊重される社会を実現していきたいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。
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○１番（阿部由紀子君） 日本ではまだ同性婚は認められていないため、パートナーシップ制度を

取り入れている自治体が増えており、現在日本では３００を超える自治体でパートナーシップ制度

が施行されています。 

 「パートナーシップ制度」とは、同性婚が法的に認められていない日本で、自治体が独自にＬＧ

ＢＴＱカップルに対して「結婚に相当する関係」とする証明書を発行する制度で、社会的配慮を受

けやすくする様々なサービスが受けられます。 

 例えば、家を買ったり借りるだとか、銀行でお金を借りる際の配偶者の定義にパートナーが含ま

れるほか、生命保険、自動車保険などにおいての配偶者の定義にパートナーを含めることができた

り、携帯電話の料金の家族割サービスが適用できる、などが例として挙げられます。 

 長野県では、性的マイノリティーの方々の生きづらさを解消し、生活上の障壁を取り除くことを

目指して「長野県パートナーシップ届出制度」を今年４月に制定し、先月８月１日から制度が施行

されました。 

 こちらはどのような制度でしょうか、また、今後、長和町役場にパートナーシップ制度の証明書

を取りに来る方がいた場合、どこの窓口でどのような手順で申請を進めていくのでしょうか、答弁

をお願いします。 

○議長（森田公明君） 笹井教育課長。

○教育課長（笹井佳彦君） 長野県パートナーシップ届出制度に関する御質問でございます。

これは、誰もが多様性や違いを認め、社会や地域で個性や能力を発揮するとともに、人権が尊重

され共に支え合って暮らすことができる公正な社会の実現に向けた取組として、性的マイノリテ

ィーの方々の生きづらさを解消し生活上の障壁を取り除くことを目指して「長野県パートナーシッ

プ届出制度」が制定されました。 

 この制度は、双方またはいずれか一方が性的マイノリティーであり、互いを人生のパートナーと

して、日常の生活において継続的に協力し合うことを約した二者間の関係を県に届け出ることで、

パートナーであることを証明するものでございます。 

 県が証明するために交付する書類には「長野県パートナーシップ届出受領証明書」と「長野県

パートナーシップ届出受領証携帯用カード」の２種類がございます。 

 届出受領証等には、生計を一にするパートナーいずれかの実子・養子の氏名及び生年月日を記載

することができます。なお、戸籍や住民票の記載は変わりません。 

また、県と市町村は、「長野県パートナーシップ届出制度」に対応して、法令等の範囲内で行政

サービス等を提供します。県営住宅入居、各種代理申請、犯罪被害者等の遺族の見舞金の申請、Ｄ

Ｖ相談利用、生活保護制度など、詳細は長野県ホームページの「長野県パートナーシップ届出制度

に対応する行政サービス等」のページで御覧になることができます。 

 県内４市（長野市、松本市、須坂市及び駒ケ根市）のパートナーシップ制度に基づき交付された

受領証等は、県の届出受領証等とみなして県の行政サービス等を提供します。 
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 長和町にはパートナーシップ届出制度はございませんが、長野県が発行した証明書の提示があれ

ば、町営住宅の入居等、県に準じて可能なサービスを提供することとしております。窓口はサービ

スの内容により異なりますので、各関係課窓口での対応となります。

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 再質問になります。

どのようなサービスがあり、どの窓口なのか。役場が窓口なのか、児童クラブのあるふれあい館

なのか、必要としている方に明確なアナウンスが必要かと思いますが、答弁願います。 

○議長（森田公明君） 笹井教育課長。

○教育課長（笹井佳彦君） パートナーシップ届出による長和町でのサービスの内容についての御

質問でございます。 

 長和町においては、「公営住宅への入居申込み・パートナーが親権者とともに行う保育施設への

入所申込み・保育所への送迎・罹災証明書の代理申請・軽自動車税の身体障がい者等に対する減免

申請・要介護認定の代理申請・生活保護制度の申請・ＤＶ相談窓口の利用・職員の福利厚生」が利

用できます。そのほか、依田窪病院において「パートナーによる緊急治療への同意」がございます。 

 次に、サービスの窓口でございますが、長野県パートナーシップ制度の概要及び県への届出方法

に関する御質問などのお問合せ窓口は教育委員会になりますが、長和町におけるサービスについて

は、住民が利用できる行政サービスと同様でございますので、それぞれの役場担当課窓口になりま

す。いずれも役場にお問い合わせいただければ、御案内いたします。 

 なお、教育委員会は制度についてのお問合せについて回答はいたしますが、長野県が証明する

パートナーシップ届出申請及び証明書交付自体は長野県が窓口となります。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 男女格差、性的マイノリティーなど、一人一人が対等に扱われる社会に

なるには、日本はまだまだ時間がかかると言われています。 

 また、男性は仕事をして、女性は家事育児を請け負うといった性別に基づく固定意識を減らして

いくことが、女性の労働力を高め、出生率を上げると言われており、これには社会的な理解や一人

一人の意識を変えていかなくてはいけません。 

 男性が男らしくあれと仕事に邁進し、体や精神を壊すほどの長時間労働や負担を一手に請け負う

ことや、育児参画をすることが職場で理解されないということは、男性の生きづらさにも影響して

いると言います。 

 女性が働きながら家事子育てを一手に請け負わなくてはいけない環境は、共働きが当たり前にな

った今、大変負担が大きく、こうした不安や背景が現在の少子化にもつながっているのだと言いま

す。 

 親や周囲から性別による役割分担意識の固定概念を押しつけられることで、生き方の制限を受け、

自分らしく生きられないという現状があります。 
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 このような考え方になりがちな状況を改善するためにも、私たち一人一人が「男女平等参画」の

意識を持つ必要があると思います。 

時代は変わっています。世界はもう変化を受け入れています。 

 長和町には、これからも共生社会の実現に前向きな町であってほしいという願いを要望し、次の

質問に移りたいと思います。 

２つ目の質問です。町民と共有する自主防災知識についてです。 

現在町で取り入れている防災情報について、町民の方と共有したり、以前質問したことについて

の確認をするための質問をさせていただきたいと思います。 

最近、区で利用できる防災の予算についての使い道が、議員の間でも話題に上ることがあります。 

 １つの世帯に対して１，０００円分入るといった内容で、区によって使い道を考えることができ

様々で、蓄電池や、避難で家を離れる際に家の前に目印でつけるハンカチを購入した、などという

話を聞きました。 

とてもよいなと思いましたが、情報が町民の方でも知らない方がいるのではないかと思い、質問

をさせていただきます。 

 この予算はどのような予算なのでしょうか。町のホームページでは見ることができず、どのよう

な形でどこまで周知したのかを、主旨や内容はどのようなものなのか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） この事業につきましては、私の公約の礎でもあります、「すべてのまち

づくりの原点は、心をこめ、つくすことです」から公約の一つとして考え、町民の皆様の命を守る、

町政をさらに強く推し進めるため、危機管理の徹底を図り、防災・減災に取り組むため、自助・共

助・公助により貴い命を守るため、自治会などへの活動を支援するものでございます。 

 これは、昨今の災害の激甚化におきまして、日頃の備えは重要な役割を果たしているところでご

ざいます。とりわけ初動対応におきましては、想定外の状況に混乱し、冷静な判断をすることが困

難だと言われております中で、地域住民の皆さんが有事の際に備えて、地域一丸となって防災・減

災に取り組んでいただけるように、支援事業を実施しているところでございます。 

 御質問の詳細につきましては、担当課長のほうから答弁をさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 御質問の防災力向上支援金事業でございますが、主旨といたしまして、

防災力の向上と共助の意識向上、自主防災組織の設立、強化を目的といたしまして、令和４年６月

より実施しておるところでございますが、申請のなかった自治会や区がありましたので、今年度に

つきましては繰越事業として取り組んでいるところでございます。 

 内容につきましては、対象年度の４月１日時点での自治会または区の住民基本台帳登録世帯数を

上限といたしまして、防災・減災に関する活動を行っている世帯については１世帯１，０００円を
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助成するもので、支援対象団体は、自治会または区単位での申請となってございます。 

 事業の流れにつきましては、支援金申請書兼請求書の提出後に支援金の交付、活動の実施後に実

績報告書の提出となります。 

 周知につきましては、区長・自治会長会議の際にも依頼をするとともに、令和４年６月事業開始

時におきましては、長門地区については自治会長、和田地区については区長宛てに通知をいたしま

して、令和５年２月に未実施の自治会、区を対象に、再度通知をさせていただきました。 

 また、予算につきましては、当初予算、繰越予算の際にも御説明はしておるわけでございますけ

れども、令和４年度予算で２６３万７，０００円を計上してございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 現在、その予算が使われた区と使われていない区の数、また、町の世帯

人数のうち利用者の割合はどのくらいになっているでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 令和５年８月現在といたしまして、長門地区１５自治会のうち１０自

治会、和田地区につきましては、１９区のうち１３区が事業実施をしたところでございます。 

 利用者の割合でございますが、令和４年度予算ベースで全世帯数２，６３７世帯のうち１，２０

６世帯、割合といたしましては４５．７％、支出金額につきましては１２０万６，０００円となっ

てございますが、申請手続や問合せを頂いている自治会等もございますので、今後増加してくる見

込みとなってございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 利用した活用例はどのようなものがありましたか、区の自主防災に取り

入れた予算の使い方としての活用例やモデルケースになり得るものがあれば、今後の参考例に教え

ていただきたいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 利用をしていただいた活用例でございますが、基本的には区の実情な

どに応じて活用を頂いておりますので、全てのケースがモデルケースであると認識するところでご

ざいます。 

 一例といたしましては、地区公民館などの一時避難場所へ長靴、ヘルメットの常備、保存食、保

存水などの備蓄に活用したケースもございました。 

 ほかにも、自主防災組織の避難用に役員用のビブス、避難者への周知、声かけ等に活用する音響

設備など、様々な用途で事業を実施されておるところでございますが、防災に関係する資機材、備

品、事業など幅広い活動が対象となりますので、御活用いただけるよう今後も周知してまいりたい

と考えております。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） これまでの、私の一般質問で提案させていただいた、災害時の備蓄品に
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ついてのその後への質問です。 

乳幼児用のおむつやミルク、また女性用の生理ナプキンの備蓄についてはどうなりましたか。 

 また、最近では乳幼児のミルクには最初から液体になっているものがあり、従来のようにお湯で

溶かしたりといった調乳の必要がなく常温で飲めるため、災害時の備えとしても大変便利だという

話も聞いております。町で備蓄しているものはどのようなものでしょうか。 

ほかにも、消毒不要の使い捨て哺乳瓶や、哺乳瓶の中にセットし使い捨てできるインナーバッグ

などもあるようです。こちらは使用後の哺乳瓶を一々洗わなくて済むため災害時には重宝し、なお

かつ飲み慣れている哺乳瓶を何度も使えることから、いつもと同じ飲み口からでないと飲んでくれ

ない赤ちゃんやママにも安心できるグッズだと思います。 

 今後、このような便利なものや、取り入れたほうがよいものへのアップデート、確認などは、ど

のように行われていくのでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 令和４年３月の一般質問でございました、乳幼児用のおむつや粉ミル

ク、女性用生理ナプキン等の備蓄要望でございますが、令和４年度予算におきまして全て購入し、

備蓄しておるところでございます。 

 粉ミルクの使用方法につきましては、キューブタイプの仕様でお湯に溶かしての利用となってお

りますが、袋に入っている粉末とは違い、４０ミリリットルに１つの固形での使用となりますので

ミルクが余ってしまう可能性も少なく、乳幼児の成長に合わせたものとなってございます。

また、今後災害時におきまして簡素で便利、必要となる備蓄等につきましては、災害備蓄用品を

取り扱っている事業者などをはじめといたします関係者などとも連携し、情報収集を図りながら、

併せまして、自助・共助・公助の位置づけと認識を深めるとともに、それぞれどのようなものが必

要なのか、準備していかなければならないかなど考慮しつつ、更新を含め利用者の利便性などにも

配慮した中で、取り入れていきたいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 国の国土交通省のホームページでは、水害ハザードマップの利活用の具

体事例がまとめられており、公表、活用法のページによりますと、ハザードマップを作成して配

布・公表しただけでは、住民がその内容を十分に理解し、災害時に適時・的確な避難行動を取れる

ようになることは難しい現状があると書かれています。 

マップの配布やインターネットによる公表のみにとどまらず、説明会やイベント等を利用した周

知、住民自らが避難計画を考えるワークショップ、防災教育・学習、防災訓練等での利活用などの

取組を積極的に行う必要があるとも書かれてありました。 

 令和４年度編集の「長和町ハザードマップ」が私の自宅にも届いておりますが、これを見て、ど

のように見て解釈し、生かせばよいのかが、主婦の私にはいまいちぴんときておりません。 

ほかの自治体では、住民参加型で意見を出し合いディスカッションを行うといった防災キックオ
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フミーティングや、防災イベントが積極的に行われているところもあります。

長野県では地震体験車を市町村、消防機関に貸し出しているようですし、長和町でも防災備蓄品

を紹介したり、配布して実際に使用してみていただいたり、ハザードマップの見方や活用法、防災

知識を体感できるようなイベントを実施してみてはいかがでしょうか。答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 長和町では長野県と連携し、住民主導型警戒避難体制構築事業といた

しまして、自主防災組織等を対象に、地域住民を主体とした防災の取組を推進するため、災害時に

住民の皆様が自ら避難する具体的な避難体制を構築する地区ハザードマップの作成や、防災に関す

る講演会などを実施しており、今年度におきましても、寺上自主防災組織で講師を招いた講演会を

開催したところでございます。 

 区や自治会などの自主防災組織による講演会などの開催要望等につきましても随時受け付けてお

りますので、御活用いただきますようよろしくお願いいたします。 

 また、地区避難訓練などにおきまして、体験型イベントや防災備蓄品の紹介なども実施する予定

となっておりますが、今後開催を予定いたします、自主防災組織や地区防災会議などによる防災イ

ベントの実施につきましては、より多くの効果が得られることができるよう、鋭意検討してまいり

たいと考えております。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 感震ブレーカーの購入や設置費用への補助や助成金を行っている自治体

もありますが、長和町でも取り入れられたらよいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 感震ブレーカーにつきましては、基本動作として震度５強以上の揺れ

を感知すると自動的に主幹ブレーカーを落とし、供給を遮断する仕組みとなってございます。これ

は、地震発生時の出火防止に大変有効とされておるところでございますが、認知度が低く、製品に

よっては高額になることや、電気が使えなくなる抵抗感などにより、普及率は低いようでございま

す。 

 また、危険な密集市街地におきまして、緊急的で重点的な普及促進が必要であるということにさ

れておりまして、多くの自治体にて補助制度の取組をしていることも事実でございます。 

 現在、当町におきましては、感震ブレーカー導入への補助は実施しておりませんけれども、要望

等によりその必要性がございましたら、それらも加味しながら、他の効果的なものなどともともに、

総合的に検討してみる必要があるのではないかと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 停電時には、トイレも利用できなくなることが予想されます。災害が起

きると人間は４０分以内にトイレに行きたくなるといったデータもあるようで、これは大変重要な

問題です。 
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 非常時に使える「非常用トイレ」といった便利なグッズがあることを、先日、町民の方から教え

ていただきました。こちらは、汚物袋、凝固剤、便座カバーがセットになっており、５０回分で４，

４００円ほどのものでした。通常のトイレにセットして用を足し、凝固剤で固めるため、臭いもせ

ず、燃えるごみで出せる優れものだそうですが、こうしたものの備蓄はされていますでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 阿部議員のおっしゃるとおり、災害時においてのトイレの問題につき

ましては、重要事項であると認識しておるところでございます。 

町における備蓄の状況でございますが、既に備蓄済みでございまして、現在、災害用排便処理袋

セットとしまして、汚物処理袋、凝固紙を各１，５００枚備蓄しておりまして、これは保管用外袋

にて処理することができます。 

 また、トイレ施設が災害により使用不可能となった場合、持ち運び可能な簡易トイレを各避難所

へ１基ずつ整備しておるところでございますが、今年度予算におきまして、追加で２０基購入する

予定となっております。 

 併せまして、簡易トイレ専用汚物処理袋、高分子吸水シート、汚物処理剤、専用受けパックなど

の備蓄もございますので、有事の際はこれらにより対応してまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） トイレ問題の備蓄に関しましては、対応していただいているということ

で答弁いただきまして、大変心強いです。 

 今後、有事の際の防災ボランティアの募集も呼びかけるに当たり、町の防災についての情報には、

広くたくさんの方に知っていただく機会があるとよいのではないかと思います。 

マルシェ黒耀など、週末、人が集まりやすいところでパンフレットや備蓄グッズを配布しながら、

そのまま町民の方へ体験やイベント参加を呼びかけるのも効果的なのではないかと思います。 

 体験、参加型のイベントで、子供からお年寄りまで楽しみながら、町での取組を知っていただけ

るように、今後も身近な防災知識を町民の皆さんと共有できる機会を増やしていっていただきたい

と思います。 

３つ目の質問です。交通不便地域の解消に向けて。 

先日、議員行政視察で檜原村と身延町へ行ってまいりました。 

こちらは、交通不便地域でのデマンド交通への取組についてを伺ってきました。 

町営バスと乗合タクシー、デマンドバスの連携をし、通学や通院、買物の場所までをつなぎ、利

用をしている様子や、利用を始めてから数年が経過し、現在もダイヤの改正、工夫をしている現状

を伺ってきました。 

 以前より、当町での通学の不便さを訴えている親御さんは多く、特に高校通学は、ＪＲバスの時

間帯が合わないことや、千曲バスに比べて料金が高いことから、自宅前をバスが通過しているにも

かかわらず利用ができず、武石地域や丸子地域、また大屋駅まで送り迎えをしているといった親御
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さんの現状が今もあります。 

また、通院の送迎のボランティアさんの減少や負担を軽減するためにも、デマンド交通や乗合タ

クシーへの要望が強くありました。

質問です。以前より議員からの一般質問への答弁でも頂いていた、来年度から試運転を予定して

いる長和町でのデマンドバス運行ですが、現時点で考えられている取り入れ案や仕組みはどのよう

なものでしょうか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） 地域の公共交通につきましては、人口減少・少子高齢化に対応した中で、

補完できない部分として、中学生・高校生を対象に通学費の補助を実施をしております。この制度

は、丸子地域から下宿・入寮まで、８区分でございまして、補助金額は年額で４万２，０００円か

ら１２万円となっております。 

 本年度につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業の採

択を受けましたので、全ての区分で年額２万４，０００円増額し、事業を実施しておるところでご

ざいます。 

 また、持続可能な公共交通を維持することは非常に重要であると認識をしておるところでござい

ます。 

 長野県におきましても、公共交通活性化協議会を組織をいたしまして、公共交通計画やキャッシ

ュレス化への対応などを推進しておりますので、共有するとともに、長和町のデマンド交通を早急

に進めていきたいと考えております。 

御質問の答弁につきましては、担当課長から申し上げますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） 令和６年４月を目途に運行を予定してございます、デマンドバス運行

の現時点での案についての御質問でございますが、現在運行しております巡回バスの運行エリアを

デマンドバスの運行エリアと想定をしております。 

 料金につきましてでございますが、運行の距離に応じたエリア設定によりまして、料金を定めて

まいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 予算と台数はどのようになりますか。

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） デマンドバス化に伴う予算と台数についての御質問でございますけれ

ども、予算につきましては、今年度、巡回バスの運行委託を行っている予算の範囲内ということで、

約６，０００万円以内で運行していただくことを想定してございます。 

 台数につきましては、現在運行しております巡回バス８台をデマンドバスとして使用することで

考えてございます。 
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○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） 新和田トンネルが無料になったことで、諏訪や岡谷方面へのルートも新

たな需要への可能性が期待されるのではないかと思います。実際に、私の友人知人も諏訪岡谷方面

へ買物や通院、習い事などへ通っているという話も耳にします。 

 前回私が質問した内容への答弁にもありましたが、和田地域での住宅構想が今後進んでいくのだ

とすれば、なおさら、上田方面と同様、諏訪方面へのルートも住民にとっては生活の上での選択肢

も広がり、よいのではないかと思います。 

 高校以上の進学でも、通学できるルートができることにより、選べる学校の選択肢や可能性が広

がります。 

上田方面、佐久方面、諏訪岡谷方面へのルートがあれば、子育て世代が長和町に住む、住めるメ

リットはむしろ広がるかと思われます。

バスのルートに関してはどのように考えていますか。

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） デマンドバスのルートに関する御質問でございますが、最初の御質問

でお答えしたとおりでございますけれども、まずは、現時点では巡回バスの運行エリアの範囲内で

の運行を想定し、メインはやはり交通弱者の皆様の買物や通院、そして通学であろうかと考えると

ころでございます。 

 なお、上田方面につきましては、ＪＲバスが運行してございますので、引き続き御利用いただき

たいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。

○１番（阿部由紀子君） デマンドバスを取り入れるに当たり、小中学校の校長先生やＰＴＡ、地

域の自治会長などから話を聞く審議会を開いたほうがよいのではという声が聞かれますが、検討し

てはいただけませんでしょうか。 

 また、ほかの自治体では、いろいろを決めてしまう前段階での住民とのキックオフミーティング

などを行うところもあるようです。 

 実際に利用するであろう住民の声を聞くことは、開始前段階で非常に大事なことだと思います。

いかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。

○総務課長（藤田健司君） デマンドバスの導入前に審議会を開催することについての御質問でご

ざいますけれども、町がどのような方法でデマンドバスを運行していくのか原案がまとまりました

ところで、既に一体的な公共交通体系の構築と円滑な運行を図ることを目的に設置してございます

長和町公共交通審議会の皆様にお諮りをさせていただきたいと考えております。 

 住民の皆様からの声をお聞きすることにつきましては、６月の一般質問でもお答えさせていただ

きましたとおり、実証実験も含めた運行開始予定でございますので、運行開始後、実際に御利用い
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ただきました皆様のお声を伺いながら、デマンドバスの運行とそれらを充実するために反映させて

まいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。 

○１番（阿部由紀子君） 地元の子育て世代からの要望で、中学校の延長部活からの帰宅の際や、

夏休み、冬休みなど、長期休暇中の部活動に対応するバスの運行も、ぜひ行っていただきたいとの

声があります。 

 今の現状は、祖父母に送り迎えを頼んだり、仕事を一旦抜け出したり休まないといけない状況が

あり、これは各御家庭の負担も大変大きく持続可能だとは思えないため、ぜひ検討していただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 部活動への行き帰りに対するデマンドバスの利用についての御質問で

ございますが、６月の一般質問でもお答えしたところでございます。 

 デマンド形式の関係につきましては、利便性の高い「ドア・ツー・ドア」型のフルデマンド方式

を検討しているところでございます。 

 こちらの方式は、デマンドバスエリア内におきまして、バス停や運行に伴う時刻表の概念はござ

いませんので、運行時間内であれば、デマンドバス運行エリア内の御希望の場所から御希望の場所

まで御利用いただけるということになります。 

 先ほども申し上げましたけれども、長和町公共交通審議会に諮るとともに、学校関係者などにも

相談をさせていただきながら進めてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（森田公明君） 阿部議員。 

○１番（阿部由紀子君） 以前に一度聞いた質問内容と重なるような部分に関しても答弁いただい

ておりますけれども、今回初めて聞く町民の方もいらっしゃることも考えて質問をさせていただき

ました。 

 貴重な予算を使って新しい体制をつくるのですから、住民にとって利用しやすく、便利な使える

バスとなってほしいです。 

 今後も柔軟に利用者へのニーズに応えられるバスとなることで、公共交通を使う利用者も増やす

ことができれば、それは地域での排気ガスを減少し、地球温暖化ストップへのアクションとなりま

す。 

 日々の生活での利用が安定してできるようになれば、高齢者の免許の返納にもつながっていくと

思います。 

 ＳＤＧｓ、持続可能な暮らし方ができるようになることで、長和町での暮らしがより便利で魅力

的になる。それは、自分たちの暮らしだけではなくて、広く環境問題にもつながります。 

 共生社会の実現は、人だけではなくて、地球との関わり方にも関係しています。 

 長和町には、そのような持続可能な社会の実現に貢献できる、前向きな町であってほしいとの願
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いを込めまして、今回の私の一般質問を終わります。 

○議長（森田公明君） 以上で、１番、阿部由紀子議員の一般質問を終結いたします。

ここで２時５分まで休憩といたします。

休        憩   午後 １時５５分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 ２時０５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

４番、佐藤恵一議員の一般質問を許します。

４番、佐藤恵一議員。

○４番（佐藤恵一君） ただいま議長の許可を頂きましたので、一般質問に入らせていただきます。

質問の第１項目として、荒廃農地の草刈り補助、解消策、あと獣害対策の問題を質問いたします。

長和町の田園風景は車に乗って車窓から眺めてみれば、緑豊かな風景に見えますが、そこに住む

住民にとって裏山に広がる雑草の荒れ地、覆いかぶさるような荒廃した樹木、そして鹿などの獣害

によって生活環境が日々悪化しています。 

 本日は、管理されていない荒れた土地の解消に町がどのように取り組む姿勢か多くの住民が関心

を持っているとの声をお聞きして一般質問の最初に質問させていただきます。 

 高齢化、里山に住む住民の急激な減少により、ツタやカヤが茂り雑木が生え、草が刈られていな

い遊休荒廃地が広がってきています。鹿柵の管理を自治会単位で行っていますが、修繕箇所が年々

増加しており、高齢化や集落の構成人員の減少であと何年で修繕ができなくなるとの声も聞こえて

きました。 

 遊休農地・荒廃農地の維持管理の放棄によって鹿やハクビシンなどの獣害の増加や不法投棄が行

われたり、耕作放棄により、カヤや雑木が生い茂ることによりますます再生し農地活用ができる土

地が減少している現状に多くの住民が危惧を抱いています。 

 高齢化、人口減少により、かつて桑畑や薬用ニンジンの栽培が行われていた畑、大型機械が入ら

ないなど遊休農地に対する、町長の掲げる「誰一人取り残さない持続可能な長和町を目指して」の

観点から、経営耕地の大規模集約施策化一辺倒で取り残された遊休農地、荒廃農地をどのようにし

ていくのか、町長の考えと施策の方向性を質問いたします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） 長和町では高齢化や人口減少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地

が拡大し、地域の農地が適切に利用されなくなることが懸念される中、農地が利用されやすくする

よう、農地の集約化等に向けた取組として、人・農地プランの推進を進めてまいりました。 

 目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する計画を定め、それを現実すべく、将来にわたって集

落の農地を担っていく担い手を中心経営体に位置づけ、対象地区内における中心経営体への農地の

集約化を進めているところでございます。 
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 まず、荒廃農地とは、農林水産省の「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査」におきまして、

「現に耕作されておらず、耕作の放棄により荒廃し、通常の農作業では作物の栽培が客観的に不可

能となっている農地」と、こういうふうに定義されており、農業委員会による荒廃農地の所在地及

び荒廃状況を確認する現地調査の結果であり、「耕作放棄地」とは５年に一度調査が行われる「農

林業センサス」で定義されている用語で「以前耕作していた土地で、過去１年以上作物を作付せず、

この数年の間に再び作付する意思のない土地」を指しており、農家等々の耕作意思の調査結果によ

る違いというふうになっております。 

 集約化から取り残された農地をどのようにしていくのかとの御質問につきましては、現状では積

極的な営農に結びつかない状況でありますが、耕作できる状況が維持されている農地は新規就農者

等、意欲的な担い手が主体となって、その地域に適した新しい活用を検討することで荒廃農地の拡

大を抑制したいというふうに考えております。 

 また、既に山林化しているような場所は農地として再生利用は不可能に近いものと考えますが、

町内で荒廃農地を再生して利用したい希望があった場合には、国の地域集積協力金等の制度を活用

し、個別の対応により利活用が図られるよう、支援をしていきたいというふうに考えておるところ

であります。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。 

○４番（佐藤恵一君） 実務面から遊休農地・荒廃農地の草刈り補助、解消施策をただしていきま

す。 

 近隣では上田市の遊休荒廃農地の解消を図る取組に対して、その事業にかかった経費の一部を補

助制度がありますが長和町の草刈り、抜根等整地に対する補助制度はないのか、また、交付対象者

を所有者へ拡大できないのか、質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 長和町におきまして町独自の補助事業はございませんが、国の直

接支払事業を活用しながら、遊休農地の発生防止や地域資源の維持・保全を図る活動に取り組んで

おり、活動組織から耕作者に対して日当等が支払われております。 

 交付対象者を所有者へ拡大できないかとの御質問でありますが、この事業では国の要綱等に基づ

いて事業を実施する必要があるため、対象に所有者を加えることは困難であると考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。 

○４番（佐藤恵一君） ただいまの答弁でございますが、例えば町独自の補助金制度の創設はでき

ないか。 

 また、国の直接支払事業とは中山間地の農業直接支払事業だと思いますが、事業要件に満たない

地域の施策はないのか御質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） まず、草刈りにつきましては、高齢化や労働力不足に加え、近年
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の温暖化による猛暑の影響等により農業者の負担が増しているものと認識をしておりますが、所有

者の責任において適切な維持管理に努めていただきたいと考えております。 

 今後につきましては、状況把握に努めるとともに補助制度についても検討してまいりたいと考え

ております。 

 また、事業要件に満たない地域の支援につきましては、国の事業において農山漁村地域の活性化

や農林水産業の基盤整備を進めることを目的とした「農山漁村地域整備交付金」や簡易な農地整備

等と併せて荒廃農地を解消することを目的とした「農地耕作条件改善事業」等の中に農用整備のた

めの支援策も設けられていることから、他の補助事業の活用も視野に入れ、具体的な取組が可能か

関係機関と協議しながら、推進してまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 中山間地域農業直接支払事業のほかに多面的機能支払交付金を活用して、

隣接する遊休農地・耕作放棄地の維持管理はできないのか、また、土地所有者が高齢のため維持作

業をシルバー人材センターへ委託した場合の作業委託費は補助対象とならないのか、質問いたしま

す。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。

○建設水道課長（龍野正広君） 多面的機能支払交付金事業では遊休農地の解消及び発生防止のた

めの保全管理を行うことができます。 

 また、作業委託等の外注については、該当活動が規模や技術面から見て活動組織が実施可能な範

囲を超えていると判断される場合は対象としております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） ただいまの答弁の中にありました点で、２つ質問があります。

１つ目が、活動組織が作業委託を検討する場合とはどのようにすればよいのでしょうか。

２つ目、多面的機能支払交付金制度では、個人が作業委託した場合の取扱いはどうなっているの

か。 

質問いたします。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。

○建設水道課長（龍野正広君） まず、１つ目でございますが、点検・機能診断を行い、診断結果

を基に計画を策定してください。基本的には構成員の共同活動で行いますが、実施が難しいようで

したら事務局まで御相談ください。 

内容に応じて、業務委託・長寿命化工事を検討いたします。 

２つ目でございますが、個人で行った作業委託は対象外となります。 

組織構成員である土地所有者または耕作者に対し協定価格に基づいた日当をお支払いしています。 

内容によっては共同活動で実施可能な作業もありますので、活動組織または事務局まで御相談く

ださい。 
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○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 中山間地域農業直接支払事業、多面的機能支払交付金等を活用での草刈り

等の耕地整備については高齢化、担い手不足の状況であり、特に作業に従事する皆さんが、近年の

暑さで命の危険すら感じる高温下での作業が日常化している現状をお伝えして質問を続けさせてい

ただきます。 

 役場で窓口相談をした場合、遊休農地・荒廃農地は個人所有の私的土地のため、行政として草刈

り等の土地の維持管理に原則補助制度がないとの説明を受けますが、私どもは、固定資産税を徴収

されている住民側から見れば草刈り等の維持管理に町の何らかの施策を求める声も聞かれます、こ

ういった住民の声に応える具体的な施策の検討はされないのか、御質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 納税されたお金は町民の皆様の日々の生活を支える財源として活

用しておりますが、固定資産税は税収の使途が定められていない税であり、町が置かれている厳し

い財政状況を考慮しながらも、「誰一人取り残さない持続可能な長和町」を実現するため、限られ

た財源の中で第２次長和町長期総合計画後期基本計画・第２次長和町まち・ひと・しごと創生総合

戦略・町長公約を指針とし、事業の必要性・緊急性及び公平性を総合的・多角的に判断し、優先順

位を明確にし、必要な事業を着実に推進しなければならないと考えております。 

 また、町は住民自らの自主性や自立性等が損なわれることのないよう尊重し、住民の活動に対し

て支援や協働を行う場合にはまちづくりの基本原則に反することのないよう、行政と住民が果たす

べき責務を明確にし、所有者において負担を伴う性格のものについては、分別をしていくことが重

要であるとの認識から、所有者は周辺の農業生産活動に支障が生じないよう農地の適切な維持管理

を行い、地域においては適切に管理されていない農地が発生した場合には住民相互や関係機関等と

情報共有や協力することにより荒廃農地の発生防止に努めていただくことが不可欠であると考えま

すので、御意見として承りたいと存じます。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 大規模農家への土地集約の中で非効率のため耕作されなくなった土地、も

はや外出すらままならない独居高齢者が増加する中で、集落構成員がいなくなりコミュニティーの

崩壊により、土地維持管理活動が困難になり、土地所有者負担管理原則が崩壊しつつある現状を継

続して行政に訴えていく必要を感じております。 

 次の質問に入ります。広義の遊休荒廃地解消策案となりますが、「人、モノ、カネ施策」の中の

「もの施策」として白馬村や、軽井沢町では「ゼロエミッション施策」として高齢者や女性が扱い

やすい「軽量な充電式草刈り機」購入補助がありますが草刈り機補助策として施策の導入はできな

いか、質問します。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 町では充電式草刈り機等の導入に対する補助事業はございません
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が、草刈り機の購入補助に代わる制度といたしまして、自治会・区・各種団体などが住民協働のま

ちづくりや魅力ある観光の創出等の事業を実施する場合において、事前に機械器具等使用許可申請

を行っていただくことで、歩行型草刈り機や斜面型草刈り機を貸与しておりますので、御活用して

いただければと思います。 

 また、現在、策定しております地球温暖化対策実行計画において、脱炭素化の実現に向けた取組

として実施可能な取組については、施策を研究する過程において、総合的に判断してまいりたいと

考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 近年、高性能化してきた軽量な草刈り機は高齢者や女性には大変利便性の

よい器具となってきていますので、購入補助施策については町への要望として次の質問に入ります。 

 「人」の施策として、集落支援員制度、これは総務省の特別交付税措置がある施策なんですが、

その集落支援員制度を利用して、地域の課題・問題解決の方策の一部として耕作隣地の草刈りなど

の問題解決に当たれないか、御質問します。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 集落支援員制度でございますが、総務省が実施している事業であ

り、過疎地域等に所在する集落における課題、具体的には人口減少と高齢化の進展に伴う生活扶助

機能の低下、身近な生活交通手段の不足、空き家の増加、森林の荒廃、耕作放棄地の増加などに対

して、これら課題解決のために支援員を配置するものでございます。 

 御質問にもあるとおり、集落支援員１人当たり３５０万円を上限として特別交付税措置が講じら

れることとなっております。 

 集落支援員の役割といたしまして、地域の実情に詳しく集落対策の推進に関してノウハウ・知見

を有した人材が、地方自治体からの委嘱を受け、市町村職員と連携し、集落への「目配り」として

の集落の巡回、状況把握、集落の在り方に関する話合いの促進を行うというものでございます。 

 集落支援員は、課題のある集落と行政の橋渡し的な役割、また集落のコーディネーター的な役割

を担うものであり、単に、遊休荒廃地対策の草刈りを実施するための要員ではないと考えられます。 

 しかし、全国で専任・兼任の集落支援員が５，０００人以上任命されており、長野県においても

１７市町村で５００人を超える集落支援員がおりますので、遊休荒廃地対策、また森林荒廃対策な

どに対してどのような活動をしているのか他市町村の事例を参考に調査検討してまいりたいと考え

ております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 私も草刈り要員として、質問しているわけではなく、集落支援員の持つ役

割、他市町村の実績や、交付金措置があることを事前に調べて、実現可能性が高く、かつ、効果的

だと考えていますので、町の導入を要望いたします。 

質問論点を農政に絞ります。 
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 長和町は農業振興施策を農地の大規模化、効率化を柱として行っていますが、一方で耕作放棄地

を原野へ地目転換を進めてきました。原野への地目転換によってかえって荒れた里山を拡大させて

いると思われますが、町の見解と、現場ではカヤや樹木が生い茂り野生動物が増えて、近隣の農地

に被害を及ぼしている現状をどのように改善していくのか、ということを質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 公表されている統計資料の数値といたしまして、農林業センサス

では２０２０年は調査項目変更により調査項目がありませんが、２０１０年と２０１５年を比較し

た耕作放棄地の面積ですが、長和町では２０１０年が１５８ヘクタール、２０１５年が１３１ヘク

タール、上田地域では２０１０年が１，７６８ヘクタール、２０１５年が１，６５２ヘクタール、

長野県では２０１０年が１万７，１４６ヘクタール、２０１５年が１万６，７７６ヘクタール。 

 農林水産省で毎年実施しております、荒廃農地の発生・解消状況に関する調査での荒廃農地の面

積は長野県では２０１２年が１万６，１０２ヘクタール、２０２１年が１万１，０９７ヘクタール

でありまして、参考といたしまして、農業委員会において農地法の規定に基づく利用状況調査にお

ける長和町の遊休農地の面積は２０１２年が１４４．６ヘクタール、２０２２年が６９．７ヘク

タールとなっており、いずれの統計資料からも１０年前と比較した場合では減少傾向にあることが

分かります。 

 平成２９年度から令和５年度時点で課税上では既に農地として取り扱われていない８６１筆で６

０．５ヘクタールにつきまして、非農地判断により山林原野として農業委員会においても農地とし

て取り扱わない判断をしております。 

 町といたしましては、既に山林化により農地として再生することが困難となってしまった農地に

ついて実施されたとの認識でございます。 

 農地を将来にわたって維持・管理するためには、獣害防止柵の提供による面的な対応と個人の農

家を対象に実施している電気柵やネット設置に要する補助事業を活用して農地の保全を図りたいと

考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） ただいまの答弁の中の長和町の遊休農地面積は２０１２年が１４４．６ヘ

クタール、２０２２年が６９．７ヘクタール、また６０．５ヘクタールにつきましては、非農地判

断により山林原野となっているということは、調査データの基準が違うにしても大半が原野となっ

ていると考えてよろしいでしょうか。 

続けて質問です。 

 また、その原野を担当する行政の担当部署はどこになりますか。前回の一般質問ではたとえ木が

茂っていても原野は山林とされないと伺っております。 

農地でもない、山林でもない原野が、野球のお見合いのように野手と野手の中間に球が落ちて、

里山が荒れていく一因と考えられますので、担当部署を伺います。 
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○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 利用状況調査における長和町の遊休農地面積とは別に非農地判断

の対象としたものは、２０１２年が２６６．０ヘクタール、２０２２年が１８３．６ヘクタールと

なっております。 

 また、山林原野として農地として取り扱わないと判断をした６０．５ヘクタールにつきましては、

現状が山林かつ農業振興区域外のものとなっております。 

したがいまして、現状はそのほぼ全てが山林であるものとの認識であります。 

 原野につきましては、不動産登記における地目の１つであり、個人が所有する資産となりますの

で、自らの責任で適正に利用・管理していただくことが所有者としての責務であると考えておりま

す。 

また、その土地において立木の伐採のみを行うケース・土地の形質の変更等を伴うケース・その

他のケース等、お問合せの内容や法令に基づく制限等の種別によって、必要となる手続や対応が異

なってくるものと認識しておりますので、あらかじめ特定の担当部署を断言することは困難である

と考えております。 

 したがいまして、具体的なお話をお伺いした上で、適切な役割分担により対応したいと考えてお

ります。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 明確な答弁ありがとうございました。

ちょっと時間の都合で１つ飛ばさせていただきまして、耕作農地の防獣対策として、町では耕作

地の有害鳥獣の防護柵・電気柵等の設置に対する補助と、自治会へ修繕鹿柵等を購入していますが、

５年間の補助費用と利用集落数、２番目として、鹿柵に当たっては５年間の購入費用と利用集落数

について質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 獣害対策の補助及び資材の提供の関係でございますが、最初に有

害鳥獣防護柵の設置に対する補助ですが、資材購入費の３分の１を補助するというものでございま

す。 

 ５年間の補助費用及び件数でございますが、平成３０年度は０件、令和元年度４件で８万９，４

７１円、令和２年度６件７万２，４１７円、令和３年度６件９万９６３円、令和４年度２件５万７，

９９７円でございます。 

 また、自治会等で設置していただいている獣害柵につきましては、平成３０年度は購入額２８５

万５，５３８円、件数５件、令和元年度は購入額１，３１３万３，１４８円、件数６件、令和２年

度は購入額４６１万２，５４１円、件数５件、令和３年度は購入額１９９万４，２１９円、件数１

１件、令和４年度は購入額８３９万９，８６３円、件数６件でございます。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。
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○４番（佐藤恵一君） 町を歩いておりますと、個々の耕作地に有害鳥獣防護柵や電気柵の設置が

目立ってきました。初回のみの補助ではありますが、町民に広く利用されるべき制度だと考えます

ので、広く住民への利用条件等の情報提供を要望いたします。 

 鹿柵は各自治会・地区ごとの維持・管理ですが、今後数年間で、高齢化や構成員の減少集落では

鹿柵の維持管理も大きな負担となってきます。また、鹿柵設置により鹿柵周辺の樹木の伐採がしに

くく、鹿柵の山側の樹木が大きくなり日照等の妨げの問題が出てきています。維持・管理責任は各

自治会、区にあるにせよ、高齢化、人口減少が顕著な自治会、区への町の対応策はあるのか、質問

いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 獣害防止柵並びに設置区間の保全管理につきましては、地域住民

や農業関係組織等が一丸となって取組を推進した経過を踏まえると、設置者が主体となって責任を

持って管理を行っていただくことが原則となりますので、引き続き、御理解・御協力をお願いした

いと存じます。 

 なお、獣害防止柵の点検・補修につきましては、多面的機能支払交付金事業、あるいは中山間直

接支払事業にて共同活動の取組として行うことができますので、交付対象エリアになっているか御

確認の上活用していただければと思います。 

 自治会や区に管理を委ねる場合においては、活動への理解や積極的な参加体制の確保などについ

て、御質問にもあるように課題があるものと認識しておりますので、どのような状況にあるかを客

観的に把握しながら、今後、研究を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 獣害対策として、森林側、民家農地の裏山の樹木伐採等を行い帯状に整備

して、大規模な緩衝地帯設置施策が中野市などで実施されています。森林づくり推進支援金を活用

し、森林緩衝帯整備を実施し野生鳥獣による農作物や人的被害を未然に防止することを目的とした

森林緩衝帯整備を行うことにより、獣害の軽減、隣接した遊休農地、耕作放棄地の再利用促進がで

きないか、今後の人口減少を考えると町内の緩衝帯整備を計画的に行う必要があるのではないか、

質問いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 大規模な緩衝地帯設置につきましては、実際の効果など視察等を

踏まえ調査を行いたいと考えておりますが、森林づくり推進支援金の活用した事業は全額補助にな

らない事業でございますので、対象となる山林所有者には皆伐の了承のほか、金銭的な負担が発生

いたします。 

 そういった問題がありますので計画的な実施は難しい状況でありますが、負担金が発生しても整

備の意向がある山林所有者さんに問合せを頂ければ、県のほうへ事業申請をしていきたいと考えて

おります。 
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○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 近年、山林と耕作地の間にあった野生動物が耕作地に入りづらかった牧場

や里山の消滅により、野生動物の耕作地への被害が増大しております。その対策として、大規模な

緩衝地帯設置や里山の整備施策として検討され始めていますので、今後御検討ください。 

 では、次の第２項目の質問に入ります。質問の時間のほうが短くなってきましたので、質問項目

はいろいろ飛ばしていきますので、よろしくお願いします。 

 第２項目の質問は、長野県みどりの食料システム戦略を里山にどう取り入れるか、ということで

す。 

 国は令和３年５月みどりの食料システム戦略策定、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両

立をイノベーションで実現が策定され、２０５０年度までにオーガニック市場の拡大と耕地面積に

占める有機農業の取組面積の割合を２５％に拡大する目標を立てました。 

 今年度、令和５年３月２８日には長野県でも「長野県みどりの食料システム戦略推進計画」が策

定され、県及び７７市町村で同時に策定をされております。 

 みどりの食料システム戦略は農業と林業に分かれ、ゼロエミッション、化学農薬の使用量低減、

化学肥料の使用量低減、有機農業の取組面積の拡大となっていますが、今回は、有機農業の取組面

積の拡大に焦点を当てます。 

 有機農業を推進し取り組んでいる地域では有機栽培への取組や自然環境への取組によって移住定

住者が増えている地域があります。まちづくりの視点、特に観光エリアでない里山地域からは有効

な手段と考えますが町の考えをただします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） 長和町の農業は、豊富な水を生かした水稲栽培や高低差、冷涼な気候を

生かした野菜や花き栽培を中心に地域の基幹産業として発展をしてまいりました。 

 国ではみどりの食料システム戦略の策定に当たりまして、まず１つとして、環境負荷の低減を図

って農業の持続可能性を確保すること、２つ目として、基幹的農業従事者の減少が予想される中で

イノベーションによって生産性の向上を図っていくこと、そして３つ目として、農林水産物の国際

競争力を確保し、輸出や国産品への需要を増やすこと、４つ目として、海外依存度の高い化学肥料

などの使用量を減らして経済安全保障に資すること、こういった４つが意義として挙げられており

まして、長和町におきましても取組を推進することで農林業の持続的な発展や食料安全保障の確立

に寄与するものであると認識をしておるところでございます。 

 また、みどりの食料システム戦略を推進することが、移住定住者の増加に寄与している事例もあ

りますので、今後、当町も参画している「長野県みどりの食料システム戦略推進計画」に基づきま

して取組を検討してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 有機栽培米のブランド化により、例えば南箕輪村は、減農薬、無化学肥料
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により村内で生産されている特別栽培米コシヒカリ「風の村米だより」を大阪府泉大津市の学校給

食に供給するため、同市と農業連携協定を締結したという８月２日の記事にあります。今後、都市

部の有機学校給食の導入が増えるに従い新たな安定した販売先確保が可能と予想されますが、町の

見解をお伺いいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 平成１８年度に策定されました「有機農業推進法」において、有

機農業を「化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しな

いことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用

いて行われる農業をいう。」と定義されております。 

 農家が有機農業に取り組む動機として、「よりよい農産物を提供したい」が最も多く、次いで

「農薬・肥料などのコストの低減」「農作業を行う上での自身の健康のため」「環境負荷を少なく

したい」の順となっております。 

 一方で有機農業に取り組む際の課題として、「人手が足りない」が最も多く、次いで「栽培管理

や手間がかかる」「資材コストが高い」「収量が上がらない」等の様々な課題があり、また当町は

中山間地域特有の傾斜地で自然的・地形的条件から見ても厳しい条件の中で農業が営まれており、

有機農業を取り巻く情勢として良好な環境が整っているとは言いにくい状況にあるものと認識して

おります。 

 これらの課題に加え、有機農業に取り組んでいる農家の件数や栽培面積・慣行農業とのエリア分

け・推進すべき作物の選定等、当町の有機農業の現状が把握できていない状況もありますので、状

況を把握するように努めるとともに、生産振興を図るための基盤づくりや実践的な活動機会を広め

ていくことで供給体制を確立し、販路確保できればと考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 長和町は北向きの中山間地ですが、気候の温暖化により平均気温など耕作

地の条件が変化してきています。土地集約型のハウス等の利用により、新たな農業振興が図られる

と私は考えていますので、農政課の戦略策定は重要になってくると思われます。 

 話を戻しますが、先ほどの南箕輪村と泉大津市の農業連携協定には都市部との人的交流、関係人

口増も視野に入れています。コロナによって停滞している我が町のグリーンツーリズムの取組の活

性化や、小中学校の山村体験にもつなげられる有機農業の取組の推進と都市との関係人口増の施策

についてまちづくりの視点からの見解をただします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 長和町ならではの魅力を感じていただき、地域の活性化に向けて

新しいコンセプトとしての相乗効果や需要の掘り起こしにつながる可能性があり、大きな期待をす

るものであります。 

先ほどの答弁のとおり、有機農業の推進に当たっては基盤づくりや実践的な活動機会を広めつつ、
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受入先となる農業者の確保や理解が重要であると考えますので、観光協会と連携し、観光客のニー

ズや農地利用最適化推進委員さんなどの地元関係者の意向等も踏まえ、相互に情報共有を図りなが

ら、外部人材の登用も検討し、地域の実情に応じた事業の在り方を研究してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 私の立場は、農産物の全てを何が何でも有機農業とか有機無農薬とか、そ

ういった極端な主張ではなく、農産物の栽培品目、栽培規模によっては、市場への出荷基準等を優

先させるために慣行農業を否定するものではないことを申し上げるとともに、有機無農薬栽培を１

つの戦略的な農産物、例えばワインブドウのような感じとして町で導入し、取組を行ったらどうか

という立場で質問しております。 

 有機農業を自治体でブランド化している地域は農政担当者がイニシアチブを取り推進していく事

例がある中で、町として、慣行だ、有機だとの対立軸をつくらない農業振興を行う施策と農業行政

の方針はどんなものがあるか、見解を問います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 農業において、食料の安定供給をはじめ、自然環境の保全、多面

的機能の維持、食の安全安心などに十分配慮し、地域の産業振興を図ることであり、関係者が一丸

となって取組を推進することが重要であると考えております。 

 町の気候や特性を生かした農業の活用等については、農業委員会や農地最適化推進委員会など、

関係機関と連携・協議しながら取組を推進してまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 先ほども申し上げましたとおり、地球の温暖化による気候の上昇によって、

それをポジティブに考えること、あとは国の農業施策により様々な助成金施策があるのですから、

あとは行政の意気込みだけだと、私個人的には思います。 

次の質問に入ります。 

 担い手不足という点では、他市町村では農業関係の地域おこし協力隊の活躍の話題があります。

例えば有機農業に限らず、棚田の耕作と農泊・グリーンツーリズムの推進等、地域に新しいビジネ

スモデルを協力隊として起こして、その事業を町が事業支援して、その後、認定新規就農者として

就農支援が得られることを考えれば、農業関連の地域おこし協力隊は、町の産業・特産品の開発と

担い手の確保の有効な手段と考えますが、町の見解はいかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。

○産業振興課長（中原良雄君） 地域おこし協力隊は都市地域から過疎地域等への条件不利地域に

住民票を異動し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援や農林水産業へ

の従事、住民支援など地域協力活動を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組でありまし

て、これまで１４人の隊員を採用した実績等を踏まえ、多様な分野で活動を展開することが可能で
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あると認識しております。 

 第２次長和町まち・ひと・しごと創生総合戦略においても移住者の呼び込みや新規就農者の確保

に力を入れておりますので、３年間の任期中に就農に必要な技術や経営知識の習得、農地や機材の

確保等の準備を進めながら、将来的に次世代の担い手として地域に定着していただくことで、農業

の持続性や活性化が期待されます。 

 一方、従来の地域おこし協力隊の応募・選考方法では活動内容や生活環境などが具体的にイメー

ジしにくいとの意見や、任用後の考え方の不一致を理由に任期途中での退任が発生していることな

どから、国では地域おこし協力隊インターン制度を創設した状況であり、長和町においても、今年

度からこの制度を活用してインターン生の募集が開始されており、今後の新規協力隊の募集に当た

っては、この事業を通じてインターン生のスキルや町の実情に合わせたミッションの作成を行う計

画があることから、取組の目的との整合性等も検証しながら、受入れの検討を進めたいと考えてお

ります。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 続きまして、項目３項めの小水力発電の進捗状況、再エネルギー事業の収

益が地域にとどまるかを質問いたします。 

 令和４年９月の定例会一般質問にて、和田の野々入地区における飯山藤巻建設による水力発電施

設検討について、自治体として地域連携型水力発電所としての連携の模索について質問いたしまし

た。 

 外部資本と協働の事業体のエネルギー施策の取組は、限られた自治体予算や独自のノウハウがな

い中で、外部資本との協働プロジェクトは積極的に推進すべきとの考えで質問いたしましたが、そ

の後の建設に向けての状況はいかがですか。災害時の具体的な地域電源としての災害時活用の計画

は進んでいるのでしょうか、質問いたします。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。

○建設水道課長（龍野正広君） 令和７年４月を建設工事の着工予定と進められており、先月の８

月２６日に野々入公民館にて地元説明会が開催され、株式会社藤巻発電より事業内容について説明

がされました。まだまだ地元からの同意を得るところまではいかないため、今後の説明会を開催し

ていく中で災害時等の協定書の話合いを進めていく予定であります。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 続きまして、３番目の質問に入ります。

脱炭素先行地域では一般的な地域裨益型の再エネの考えを、行政として、今回の小水力発電の事

例で検討したのかを質問します。 

 地域裨益型再エネ、地域裨益という難しい言葉なんですが、一言で言えば再エネルギーの事業収

益が地域にとどまることです。地域における投資で収益が出て、地域の中で所得として回していく

ことが一番の根幹です。具体的には、例えば地域の未利用スペースを有効活用、地銀の出資、地元
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企業の施工、１次産業との組合せ、災害時の優先的な電力供給といった方法が考えられます。 

 今回の計画では、災害時の協力関係の連携、再生可能エネルギーの教育の場での活用拠点、地元

企業での施工、小水力発電の維持管理に必要な人員の育成を地元で行うなど、雇用確保についてで

す。 

 地域裨益型の再エネのまちづくりの実現に伴う脱炭素先行地域に応募されない町の現状は、ます

ます、住みたい町としての自治体間競争の格差を広げていると考えますが、見解をお願いいたしま

す。 

○議長（森田公明君） 西田地球温暖化・景観対策担当課長。

○地球温暖化・景観対策担当課長（西田裕康君） 脱炭素社会を実現させていくには、議員がおっ

しゃる、地域に裨益し、地域と共生する形で取り組んでいく必要があります。 

また、脱炭素の交付金等獲得に向けて、民間と連携した地域裨益型が潮流になってきています。 

今、進めようとしている事業が成功事例となれば、小水力だけでなく、地域資源を活用した再エ

ネポテンシャルによって、有事の際の電源確保などの地域の課題の解決に貢献でき、また、地域経

済の改善につながることが期待できますので、地元企業による施工、地域で電力の生産・消費など、

地域内でのサイクルとなる事業として取り組んでいけるよう検討していきます。 

○議長（森田公明君） 佐藤議員。

○４番（佐藤恵一君） 要望とまとめになります。

今回、小諸市が脱炭素先行地域に選ばれました。自治体、病院、大学、民間企業による都市・ま

ちづくりが計画、実施されていくものと思われます。従来型の民間投資資本により、場所が主的な

発想でなく、再生可能エネルギーを核として、地域のエネルギー利用が住民全体に利益をもたらす

町にすることが必要だと考えます。 

周辺市町村の脱炭素先行地域への応募に向けて準備している町では、地域裨益型の再生可能エネ

ルギーによるまちづくりを検討している市町村があります。当町も、担当部局のみでなく役場全体

として、場所が主的な発想から、地域裨益型の再生可能エネルギーによるまちづくりへの発想転換

を要望いたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（森田公明君） 以上で、４番、佐藤恵一議員の一般質問を終結いたします。

ここで午後３時１５分まで休憩といたします。

休        憩   午後 ３時０３分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 ３時１５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

５番、田福光規議員の一般質問を許します。

田福光規議員。

○５番（田福光規君） 議長の許可を頂きましたので、一般質問を行わせていただきます。
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 私は、今日は第１にマイナンバーカード登録の現状と問題点、今後の課題について、第２に加齢

性難聴者の補聴器購入助成について、第３に帯状疱疹予防ワクチン接種への助成の実施について、

以上３点について質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 最初の質問です。マイナンバーカードは最大２万円のポイント付加事業などの影響もあり、当町

も含め、全国で多くの方がマイナンバーカードの交付を申請いたしました。政府は、さきの国会で

成立したマイナンバー法などの改正関連法で、健康保険証を廃止してカードと一体化したマイナ保

険証の利用を促し、さらに定着を図るつもりのようであります。カード普及率の上昇を背景にマイ

ナンバーの利用範囲を広げ、カードがあれば便利になる場面を増やすとしています。

しかし、法改正と前後してマイナンバーに関するトラブルが相次いで判明しました。７月上旬の

時点でも、本人以外の公的給付金の受取口座の誤登録が約１４万件、マイナ保険証に他人の情報が

登録されたケースが７，４００件を超え、他人の年金記録が閲覧されたケース１７０件や障害者手

帳の誤登録６２件など、トラブルは多方面で多数に及び、個人情報の漏えいという重大な問題が起

きています。 

 また、先日厚労省から、協会けんぽや健康保険組合など企業で働く方々の健康保険でマイナン

バーへのひもづけができていない方の数が全国で７７万人にも上ることが発表されました。マイナ

ンバーへの国民の信頼は揺らいでおり、健康保険証の廃止時期には与党内からも慎重論が出ており

ます。 

 ２０２４年秋に現行の健康保険証を原則廃止し、マイナンバーカードと一体化したマイナ保険証

に切り替える政府方針をめぐり、信濃毎日新聞が７月２４日に行った調査では、県内７７市町村の

うち３割に当たる、当町も含めた２３市町村が廃止の延期や撤回を求めています。 

 最初に、羽田町長に、２０２４年秋に現行の健康保険証を原則廃止し、マイナンバーカードと一

体化したマイナ保険証に切り替える政府方針に対して、また、相次いで判明しているマイナンバー

カードに関するトラブルと政府の対応についての見解をお聞きします。

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） マイナンバーカードに関するトラブルと政府の対応についての御質問で

ございますが、マイナンバー、マイナンバーカードは、平成２７年１０月施行のマイナンバー法に

基づきまして、各自治体において、申請者に対してマイナンバーカードの交付がスタートいたしま

した。 

 政府は令和５年３月末までに、ほぼ全ての国民にマイナンバーカードを交付するという目標達成

の方針と、令和６年秋には現行の健康保険証の廃止を打ち出し、マイナンバーカードの普及と消費

活性化策として令和２年９月にスタートしたマイナポイント事業により、マイナンバーカードの申

請・交付率は大きく伸びる結果となり、様々な場面でマイナンバーカードが利用される中、議員が

おっしゃるとおり、令和５年５月のコンビニでの証明書の誤交付に始まり、マイナ保険証に別人の

情報がひもづけされ、専用サイトで他人が閲覧、そしてまたマイナンバーに別人の公金受取口座の
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誤登録等、各地でトラブルが発生をしております。 

 このような状況の中、去る６月２日に改正ナンバー法が成立をしまして、令和６年秋に現行の健

康保険証を廃止し、マイナ保険証に一本化されるなど、マイナンバーカードの活用拡大が図られま

す。 

 議員の御質問のマイナンバーカードと一体化したマイナ保険証に切り替える政府方針、相次いで

判明しているマイナンバーカードに関するトラブルと政府の対応について、私は現行の保険証を廃

止し、マイナ保険証への移行は、保険者の移行時に加え、医療ＤＸにおける医療情報の共有・分

析・活用を通じて、国が目指すデジタル社会における質の高い持続可能な医療を実現するものであ

り、その点については理解をいたしますが、マイナンバーカードと健康保険証の一体化における現

状のトラブル、このことを早急に解決をし、国民の不安解消と信頼回復ができない限り、令和６年

秋のマイナンバーカードと健康保険証の一体化は、国民が納得した上での制度としてスタートがで

きないと思っており、一体化時期について再考することも考えるべきであるというふうに思ってお

ります。 

また、マイナンバーカードに関するトラブルにつきましては様々なトラブルが発生する中、マイ

ナンバーカード返納など、国民の信頼を失いつつあります。今回の問題は人為的ミス、そしてシス

テム不具合、政府等の周知不足等が相まって生じたものであり、政府として早急に実施可能な対応

策を講じなければマイナンバーの関連事業は進まないのではないかというふうに思っておるところ

であります。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） マイナ保険証が使えないトラブルが県内でも相次いでいます。

長野市の６７歳の男性が脳出血で意識不明になったが、マイナ保険証の利用は機器に暗証番号を

入力するか、顔認証をする必要があるため、マイナ保険証を利用できないため、奥さんが急遽、市

役所で健康保険証の再発行をしてもらい、無保険扱いを逃れることができたとの報告がありました。 

 また、松本市では、２１年１０月のマイナ保険証運用開始以降、今年６月までに何らかの原因で

機器がマイナ保険証の情報を読めないケースが１７件発生しているとのことであります。 

全国でも多くのトラブルが発生しています。大阪の保険医協会が８月３日に発表した医療機関ア

ンケート調査では、資格確認に関するトラブルがあったと回答した医療機関が１３５件、６８．

９％に上っています。福岡市の医師会の調査でも８３％の医療機関が不具合があったと回答してい

ます。 

 国保依田窪病院ではトラブルは発生していませんか。把握しておられれば、お答えをお願いしま

す。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） 国保依田窪病院におけますマイナ保険証に関するトラブルについ

ての御質問ですが、依田窪病院に確認したところ、大きなトラブルはないそうですが、顔認証は読
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み込めず、暗証番号を入力していただいたケースが数件あったそうです。 

 また、保険係が所管をしております和田歯科診療所においては、現在のところ、トラブルはない

とのことです。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） マイナ保険証が使えないトラブルはどのような理由で起こっているのでし

ょうか。改善はどのようにして行われるのですか。本人がチェックする方法はあるんですか、答弁

をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） マイナ保険証が使えないというトラブルの状況とその対応につい

ての御質問ですが、現在、保険係が所管をしております国民健康保険、後期高齢者医療保険に関し

ましては、マイナ保険証が使えないというトラブルは聞いておりませんが、今、全国的に起きてい

るトラブルは、一般的に健康保険組合によるひもづけが手作業のため、住所確認などが不十分だっ

たケース等により、医療機関では別人の医療情報がひもづけされる事例や、カードの読み取りや顔

認証、通信機器の不具合などで無保険扱いとなり、医療費１０割を請求されるなどの事例がありま

した。そのほか、本人がマイナ保険証として登録していない場合もあります。 

 現在、政府はマイナ保険証を含めた様々なトラブルの対応として、マイナポータルから閲覧でき

る全２９項目の情報につきまして、各自治体等に適切な方法で個人情報にマイナンバーを登録して

あるかの調査を実施し、その結果を踏まえ、総点検をする方針を打ち出しております。 

 また、マイナ保険証に関して、登録してあるかないか、最新の健康保険証情報で保険証内容が記

載されているかなどは、マイナポータルから確認ができるようになっております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） 町内の介護施設、障がい者施設の入所者のマイナンバーカードの取得、マ

イナ保険証の登録の状況はどのようになっていますか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 介護・障がい福祉施設入所者のマイナンバーカードの取得状況と

マイナ保険証の登録状況についての御質問ですが、介護・障がい福祉施設の入所者のマイナンバー

カードの申請・取得、マイナ保険証登録について、どれくらいの方が申請・取得、登録をされたか

は把握はできておりません。 

 介護・障がい福祉施設に入所している方のマイナンバーカードの取得等については、御家族の方

や施設職員などから相談を受けた場合、カードを作りたいがどのようにしたらよいか等の相談を受

けた場合については、当町の職員が自宅や施設などへお伺いをして、御本人と家族の方等にも同席

をしていただき、写真撮影をして申請。なお、受け取りについては、御本人が来庁できない場合は

御家族等が代理で受け取れる方法で対応しているところでございます。 

 マイナ保険証の登録につきましては、各自マイナポータルで申込みをしていただいているかと思
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いますが、御自分で登録ができない方については役場窓口でサポートをしております。 

 また、国は施設入所者のマイナンバーカード取得・管理について、福祉施設・支援団体向けマイ

ナンバーカード取得・管理マニュアルＶｅｒ．１を８月に作成をしており、マイナンバーカードに

ついては、入所契約や預かり証などの合意に基づき、施設側で管理することも可能とし、この場合

の管理方法や管理を行う者の範囲などを定めることなど、このほかにマイナンバーカードの取得方

法について、マイナンバーカードを健康保険証として利用するための手続について、暗証番号の設

定が不要なマイナンバーカードの交付について、市区町村職員による出張申請受付についてなどが

記載をされています。 

 当町におきましても、このマニュアルを基に、介護・障がい福祉施設入所者の方がマイナンバー

カードの申請等を希望される場合は支援をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） 先ほどの町内の介護施設や障がい者施設の入所者がマイナ保険証を使って

医療機関を受診する場合は、顔認証か暗証番号の入力が必要になりますが、本人では対応できない

場合もあると思いますが、そういう場合はどのようにするのですか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 介護施設や障がい者施設の入所者が、顔認証、暗証番号の入力を

本人では対応できない場合、どのようにするかとの御質問ですが、福祉施設・支援団体向けマイナ

ンバーカード取得管理マニュアルによりますと、障がいがあるなどにより御自身でマイナンバー

カードを顔認証付きカードリーダーに置くことが難しい等のやむを得ない事情があり、患者本人か

ら希望があった場合に、家族の方や介護者、職員等の支援により必要な支援を行うことは差し支え

ないということになっております。 

 今後、国は施設入所者に限らず、暗証番号の管理に不安がある方が安心してマイナンバーカード

を利用でき、代理交付を受ける方の負担軽減にもつながるよう、暗証番号の設定が不要なカードの

申請、交付を開始するとのことでございます。 

 また、介護施設や障がい者施設の入所者の皆さんに限らず、マイナンバーカードにオンライン資

格が確認できない場合の対応については、国は関係通知を関係機関へ発出しております。マイナ保

険証を利用して病院等でオンライン資格確認を行う場合は、御自身の保険証機能を有したマイナン

バーカードをカードリーダーにて顔認証、または暗証番号により本人認証を行うこととなりますが、

その過程において、「資格（無効）」「資格情報なし」と表示されたり、医療機関等の機器の不良

等により資格確認を行うことができない場合があります。この場合の取扱いについて、適切な自己

負担の支払いで必要な保険診療を受けられること、医療機関においては事務的対応以上の負担をか

けないという基本的な考えに沿って、対応策が国から周知をされております。 

 対応策としましては、健康保険証を持参している場合は健康保険証による確認、患者が自身のス

マートフォン等で被保険者資格証の提示、過去の受診歴やマイナンバーカードの券面情報──氏名、
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生年月日等でございますが──ほか連絡先、加入医療保険情報、一部負担割合を口頭で確認──こ

の場合、被保険者資格申立書の提出があったとして取り扱うことも可能というふうにされておりま

す──もしくは被保険者資格申立書の提出、顔認証がうまく機能しない場合には暗証番号の入力、

または医療機関等で職員がマイナンバーカードの券面の写真を目視することにより本人確認を行う

ことも可能であるということが周知をされているところでございます。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 今の説明ですと、うまく稼働しなかった場合に全額負担じゃなくて３割負

担で済ますこともできるという新たな政府の対応答弁が行われているわけですけど、保険証を持っ

ている場合には保険証を見せなさいと。何のためのマイナ保険証か分からなくなっちゃうんですけ

どね。それから、被保険者資格申立書の提出、これは文書で報道された中身によりますと、３枚ぐ

らい情報を書かなきゃいけないと。本人にとっても病院にとっても非常に手間のかかる作業がこの

ために起こっているということなんで、少なくともこんなことが起こらないような対応をお願いし

たいというふうに思うのであります。 

次の質問です。 

 当町のマイナンバーカードの取得率は何％ですか。昨年後半以降、取得率が急速に進んだと思い

ますが、その理由は何だと思いますか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） 当町のマイナンバーカードの取得率が急速に進んだ理由について

の御質問ですが、最初に当町のマイナンバーカードの取得率ですが、令和５年７月末現在、申請率

は８０．５％で、交付率は７７．９％となっております。 

また、急速に進んだ理由につきましては、令和５年３月までに、ほぼ全ての国民にマイナンバー

カードを交付するという目標達成に向けたマイナンバーカードの普及と、消費活性化策として国が

実施しましたマイナポイント事業（第１弾、第２弾）の実施により、各自治体が臨時申請窓口設置

等を地域の実情に応じて実施した結果だと思っております。 

また、マイナンバーカードと保険証の一体化、いわゆるマイナ保険証や、今後、マイナンバー

カードに運転免許証の機能を搭載するなど、マイナンバーカードの利用促進を図っていること、そ

して国が各自治体に対しましてマイナンバーカード取得率が平均未満の自治体を重点的フォローア

ップ対象団体に指定し、対策強化を要請、また、取得率によって地方交付税の配分額を検討する方

針を打ち出したことも、マイナンバーカードの取得率に影響を及ぼしたものと思っております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 重度の身体障がい者の方の場合、ヘッド付きの車椅子に乗ったままで顔写

真を撮ってしまうと顔認証ができないと新聞報道をされていました。当町ではそのようなケースは

ありませんでしたか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。
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○町民福祉課長（藤田 孝君） 先ほどの答弁でも触れさせていただきましたが、国保依田窪病院

において顔認証が読み込めず暗証番号を入力したケースはあったとのことです。なお、顔認証がで

きなかったケースについて、議員がおっしゃるようなケースの顔認証であったかは、詳細は把握で

きておりません。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） ７月２５日付の信濃毎日新聞では、マイナンバーカードの自主返納が４月

以降に少なくとも県内３０町村で計１６７件に上っており、制度への不信感が急速に広がっている

と報じられていました。当町での返納者はおられますか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） マイナンバーカードの返納者についての御質問ですが、４月以降、

そして令和５年５月のコンビニでの証明書の誤交付が報道された以降、当町におけるマイナンバー

カード返納者は１名で、その理由につきましては国が信用できないということだったそうです。

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 当町ではマイナンバーカードを利用してのコンビニでの証明書の交付、住

民票や戸籍抄本、印鑑証明書等でのトラブルは起こっていませんか。答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） コンビニでの証明書交付に関するトラブルについての御質問です

が、当町は令和４年度に自治体サービスとして広域で戸籍などの各種証明書を交付するコンビニ交

付システムを導入し、令和５年２月より運用を開始しました。現在、コンビニでの証明書交付に関

するトラブルに関する報告はございません。 

 なお、令和５年２月から７月までのコンビニでの証明書交付の件数は３７８件で、内訳としまし

ては住民票１５９件、戸籍９３件、戸籍付票１６件、印鑑証明１１０件となっております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 政府は６月にマイナンバー情報総点検本部を設置し、秋までにひもづけに

誤りがないかどうか確認するとしています。マイナカード取得者向けサイト、マイナポータルで閲

覧できる医療や福祉、税といった全２９項目が対象で、自治体など約３，６００機関がひもづけ作

業をどのような確認方法で行っているのか把握し、８月に中間報告をまとめ、点検が必要なケース

を洗い出し、秋までに完了させるとのことです。 

 私は、当町への業務負担、町民サービスへの影響が心配です。当町が行わなければならないこと

はどのような作業になりますか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） マイナンバーカードにおける総点検についての御質問ですが、７

月に個人情報とマイナンバーのひもづけ方法についての実態調査、点検がございました。実態調査

等の内容につきましては、マイナポータルで閲覧可能な情報を有する全ての制度について、ひもづ
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けが正確に行われているかについての実態調査等でございました。 

 当町におきましては、町民福祉課につきましては福祉係、保険係ですけど、町民福祉課をはじめ、

今回の実態調査の対象となった各部署でそれぞれ対応し、報告をしたところでございます。 

 実態調査等の結果については、８月初旬に中間発表として、８月下旬には個別データの精査が必

要な関係機関へ精査の手順マニュアルを示し、総点検の指示がありましたが、現段階では、当町に

おいて総点検の必要はないとの回答が来ております。 

 総点検では、マイナンバーと他人の情報をひもづけるミスが相次いだことを受けて実施するもの

で、当町のひもづけ作業については住民基本台帳ネットワークシステムの総合宛名システムとの自

動連携によりマイナンバーを取得するため、当町が対応している項目については、町、そして住民

の皆様への影響はないかと思われます。 

 ただし、他の機関で対応し、総点検が必要になる項目については、今後、町、住民への影響が出

る場合もあるかというふうに思っております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 現段階では、当町について総点検の必要はないという答弁で、ちょっとほ

っとしますけど。この質問を提出した後に、新聞報道でもありましたけど、全国で総点検が必要な

自治体数が四百数十自治体、全国の都道府県、それと政令市というふうに書かれていました。具体

的にはここにも書いていますけど、各種障害手帳関係の情報が全部手作業で行われておって、それ

に相当の間違いがあるみたいだということなので、県のほうが──長野県と長野市になりますかね

──そういう情報のひもづけの総点検を行うということですから、その影響がうちの町に来ないこ

とを願うだけですけど、そういう状況というのが後から分かったということです。 

次の質問に入ります。 

来年の秋の健康保険証の廃止以降、基本的にはマイナ保険証で保険診療を受けることになります。

マイナカードがない人や、カードがあっても保険証機能を持たせていない人には資格確認証を発行

するとのことです。政府は確認証の有効期間を、当初は長くても１年とし、原則として本人申請に

基づき更新すると説明していました。その後、国民の不信の高まりを受け政府は有効期間を最長５

年で、最初の段階では申請も不要とすることに変更をいたしました。 

 当町の場合、来年の秋の健康保険証の廃止に合わせて、国民健康保険証の資格確認証をマイナ保

険証を持っていない人に発行することになると思いますが、トラブルの危険はないのでしょうか。

マイナ保険証を持っている人に、間違って資格確認証を送付した場合にはあまり問題になりません

が、逆に、マイナ保険証を持っていない人に資格確認証を送らなかった場合は無保険者をつくって

しまうことになります。非常に心配いたしますが、お考えをお聞きします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） 国は、令和６年秋を予定とする被保険者証廃止に向けた対応策と

して、マイナ保険証を持たない人でも確実に必要な保険診療を受けられるよう、資格確認書をマイ
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ナ保険証を持たない全員に職権交付する方針を示しております。 

 今後、国から示されると思う発行方法（マニュアル）により、トラブルがないよう適正な事務を

進める予定でありますが、現時点で発行方法等、またタイムスケジュール等の詳細については周知

をされていないところでございます。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） 政府は、資格確認証の有効期間を最長５年で申請も不要としましたが、国

民健康保険の有効期間はもともと１年のため、有効期間は１年となり、１年ごとに更新申請が必要

になるんでしょうか、答弁をお願いします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 議員がおっしゃる資格確認証の有効期限につきましては、国では、

これまで１年間を上限としていましたが、１年ごとの更新申請は必要なく、５年以内で保険者が設

定すると示しております。 

 市町村国保につきましては、現行の被保険者証で１年の有効期限を設定しているため、国は、国

保保険者は現行の被保険者証と同様の有効期間を設定するとしています。 

 町としましては、今後、マイナ保険証を含め健康保険証の取扱いについて、国の動向に注視し、

住民の皆様へ情報提供を行いながら適正な事務処理に努めてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） マイナ保険証については様々な問題がまだ山積しております。政府におき

ましては慎重に善処しながら、問題解決の上でマイナ保険証に移行することを希望して、次の質問

に入ります。 

 質問事項２つ目です。加齢性難聴者の補聴器購入の助成についてであります。 

 私は、加齢性難聴者の補聴器購入の助成について、２０２０年の３月議会、２０２１年の９月議

会、２０２２年の９月議会の計３回、一般質問を行い、今回で４回目となります。 

 現在、町による補聴器の購入に対する助成制度は、重度・高度の難聴者に対する補聴器購入補助

と、軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成事業の２つによって行われており、加齢性難聴者の補聴

器購入に対する助成は行われていません。 

 ７０歳以上の高齢者では、多くの割合で補聴器が必要な聴力になっていると言われています。難

聴になると家族や友人との会話が少なくなり、会合の出席や外出の機会が減り、コミュニケーショ

ン障がいが起こるとされています。 

 さらに、認知機能低下が正常聴力の人より３２から４１％の悪化が見られるとの報告もあります。 

 昨年９月議会での、私の「当町での認知症予防を行う上でも、加齢性難聴者の状況を把握する必

要があると思います」という質問に対して、「高齢者支援係では加齢性難聴者の実態把握をするた

め、補聴器に関するアンケートとして、日常生活での不便の有無や不便を感じる場合、補聴器の所
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有の有無、今後の購入予定、その他に生活での不安や困り事等について、いきいきサロン等の集い

の場や介護保険事業所に出向き、聞き取りによって現在調査を行っています。８月末日現在、約８

０名から聞き取りができております」との答弁でした。 

 その後、補聴器に関するアンケートは進んでいますか。どのような結果ですか、答弁をお願いし

ます。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。

○町長（羽田健一郎君） 加齢性難聴者の補聴器購入助成、加齢性難聴者の実態把握についての御

質問でございますが、議員の御質問にもございましたように、今までにもこのことにつきまして御

質問を頂き、今回が４回目であるということは承知をしております。 

 今までの一般質問の答弁で私は、加齢性難聴は日常生活におけるコミュニケーションの機会が減

ることで脳機能が低下し認知症のリスクが高まることや、社会的孤立等による鬱的病気の発生につ

ながると指摘されており、重要な問題であると認識をして答弁をさせていただき、この認識は今も

変わっておりません。 

 また、答弁では、加齢性難聴者の実態把握を行い、補聴器購入補助については町の財政状況も厳

しい状況の中、高齢者支援事業全体を総合的に勘案しながら検討が必要と答弁をさせていただきま

した。 

 以上のことから、町として加齢性難聴者の把握ができていなかったことから、令和４年８月より

令和５年１月の５か月間にわたり、町内の高齢者３４５人より聞き取り調査を、実態調査を行いま

した。調査の結果につきましては担当課長より説明をさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、私から加齢性難聴者の実態調査について答弁をさせて

いただきます。 

 高齢者支援係では加齢性難聴者の実態を把握するため、補聴器に関するアンケートと題して、先

ほど町長が述べた期間で、いきいきサロンや高齢者の集いの場、介護保険事業所等に出向き、３４

５人より聞き取りによる調査を実施いたしました。 

 内容といたしましては、日常生活において日常会話等の不便の有無や不便を感じている場面、補

聴器所有の有無、今後の購入予定、その他生活での不安や困り事について聞き取りを行ったところ

でございます。 

 結果といたしましては、日常生活において日常会話等で不便を感じている人が１２３人で３５．

６％、不便を感じている方１２３人のうち、不便を感じている場面として複数回答で、家族・友人

等とのコミュニケーションのときが９２人で７４．７％、ラジオやテレビを聞くときが８５人で６

９．１％、来客時が４７人で３８．２％、通院時が４３人で３４．９％となっております。 

 また、日常生活において日常会話等で不便を感じていると回答した１２３人のうち、補聴器所有

の状況については、自己負担で購入した方が５２人で４２．２％、補助を活用して購入した方が６
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人で４．８％、持っていない方が５５人で４４．７％でした。 

 今後の補聴器の購入については、購入する予定・購入したいは２１人で１７．０％、購入しない

は４７人で３８．２％という結果になりました。 

 購入しないと回答した方の理由ですが、試したが使いにくかった、購入したがうまく利用できな

かったという意見が多く聞かれております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） 昨年の９月議会でも申し上げましたが、ある調査によると、高齢者は７０

歳代の男性の２３．７％、女性では１０．６％、８０歳代以上では男性は３６．５％、女性は２８．

８％の人が難聴者になっていると言われています。 

 町で実施いただいた３４５人による聞き取り調査の中身で言うと、日常生活において日常会話等

で不便を感じる人が１２３人、３５．６％という結果でございます。全員にやったわけではありま

せんけど、非常に高い割合かなというふうに感じております。 

 日本では、補聴器の購入ですが、一般に補聴器は片耳だけで３万円から２０万円、平均で１５万

円と高く、買うのをためらったり見送る方が多い状況であります。特に片耳だけで３万円から２０

万円ということですけど、３万円から、一節によりますと１０万円ぐらいまでは、その個人に合わ

せた調整ができないというために、買ったはいいけど使わない、使えないというケースが多い。先

ほども購入しないというようなことも出された中身、やめちゃったというのはありましたけど、そ

ういうケースも含まれているのかなというふうに思ったりもします。 

 一部の自治体を除いて補助制度がない日本では、難聴者の補聴器使用率は、日本補聴器工業会調

べでは１３．５％ということで、非常に全国でも、実際に必要だけど補聴器を使っていない方がた

くさんおられるという実態であると思います。 

 長和町の人口数に当てはめてみると、加齢性難聴者と思われる方が４６６人のうち、４０３人の

方が補聴器なしで生活されているという試算結果に計算上なりますが、同様なことが推測されるん

じゃないかというふうに思います。大変多くの方が補聴器なしで不便な生活を送られているという

ことが推察されます。 

 県内での補聴器購入の補助は、以前から実施されていた木曽町、南箕輪村等に加えて、今年４月

より隣町の下諏訪町でも開始されました。現在、計１２自治体に広がっております。諏訪地域では、

諏訪地方の社会保障推進協議会が諏訪地域５市町村に補聴器購入の補助実施を求める署名を昨年末

より取り組み、１，８００名の署名を集め、年明けに市町村に提出する中、下諏訪町が最初の実施

の運びとなったそうであります。今後、さらに広がることが予想されます。 

 当町でも、ぜひとも来年度予算で、当町での補聴器購入補助の実施を要望いたします。答弁をお

願いいたします。 

○議長（森田公明君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 町での補聴器購入補助の実施についての御質問ですが、アンケー
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ト結果では、元気な方から介護認定を受けている方３４５人のうち、日常生活において日常会話等

で不便を感じ補聴器の購入をしたいと考えている方が２１名で６％となっております。この結果を

長和町の７５歳以上の後期高齢者で考えますと、約１,３００人の後期高齢者のうち、補聴器の購

入をしたいと考えている方は７８人という数字になります。アンケート結果等を受け、今までの町

長の答弁でも申し上げたとおり、補聴器購入補助の実施について検討をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 しかしながら、町の財政状況も大変厳しい状況ではあるため、他の市町村の実施状況を確認し、

実施する場合の対象者、購入補助金額等を検討しながら財政部局と協議をするとともに、他の自治

体では実施していない町独自の高齢者に関する補助も実施していることなど、高齢者支援事業全体

を総合的に勘案し、事業実施に向けて協議を進めてまいりますのでよろしくお願いをいたします。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） ３つ目の質問に入ります。 

 帯状疱疹の予防ワクチン接種への助成の実施についてであります。 

 帯状疱疹は、脊髄から出る神経節という部位に潜んでいる水痘、帯状疱疹ウイルスが活動を再開

することで発症します。文献によりますとぴりぴりと刺すような痛みから始まり、続いて小さな水

膨れ（水疱）と発疹が帯状に現れます。初めて水痘・帯状疱疹ウイルスに感染するのは子供の頃で

すが、そのときには水ぼうそうとして発症します。水ぼうそうが治った後も、ウイルスは脊髄から

伸びる神経節にじっと潜んでいます。健康で免疫が維持されている間は、水痘・帯状疱疹ウイルス

の活動は抑えられ病状を呈することはありませんが、加齢や疲労、ストレスなどにより免疫力が低

下するとウイルスが再び活動を開始し、増殖したウイルスは神経の流れに沿って神経節から移道、

皮膚に達して、帯状に痛みや発疹が現れるようになります。日本人では８０歳までに約３人に１人

が帯状疱疹を発症すると言われています。 

 帯状疱疹の治療薬としてウイルスの増殖を抑制する抗ウイルス薬が登場し、以前に比べて帯状疱

疹の治療は容易になりましたが、それでも治療が長引くケースや、治った後に長期間、痛みが残る

ケースが少なくありません。帯状疱疹が治った後に後遺症として痛みなどの症状が残ると日常生活

に支障を来すことがあるため、できれば帯状疱疹の発症を予防し、発症してしまった場合には早め

に治療を開始することが重要です。帯状疱疹の皮膚の症状が収まった後も長期間にわたって続く痛

みを帯状疱疹後神経痛といいます。加齢とともに帯状疱疹後神経痛への移行リスクは高くなり、５

０歳以上の患者さんの約２割が移行するという報告もあります。 

 帯状疱疹の予防には、主に５０歳以上の方を対象としたワクチンがあります。ワクチンを体内に

接種すると、そのワクチンの成分（細菌やウイルス）に対しての免疫力を高め、病気の発症や重症

化を抑えることができます。 

 水ぼうそうにかかったことがある人は、既に水痘・帯状疱疹ウイルスに対する免疫を獲得してい

ますが、加齢とともに弱まってしまうため、改めてワクチン接種を行い、免疫を強化することで帯
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状疱疹を予防します。 

 予防接種は帯状疱疹を完全に防ぐものではありませんが、たとえ発症しても症状が軽く済むとい

う報告があります。帯状疱疹の発症率は５０歳以上で増加し、５０歳代、６０歳代、７０歳代と加

齢に伴ってさらに増加します。帯状疱疹後神経痛への移行リスクも加齢とともに高くなると言われ

ています。そのため、帯状疱疹の発症自体を予防することは重要と考えられています。 

 ワクチンの種類はワクチン活性を弱めた生ワクチンと、安全性も高く免疫力が弱った方にも接種

が可能な不活化ワクチンの２種類があります。費用は、生ワクチン８，０００円、これは１回接種。

不活化ワクチンは１回２万１，０００円で、２回接種が必要で合わせて４万２，０００円となりま

す。なぜだか、こんなに高いのか分かりませんが、高価であることが普及の障害となっているわけ

であります。 

 そのため、東京都を中心とした関東地域、愛知県等を中心に、全国で帯状疱疹ワクチン接種費用

を助成する自治体が大きく広がっています。都道府県では２０２３年４月、今年の４月より、東京

都が生ワクチン１回５，０００円、不活化ワクチン１回１万円掛ける２回の助成を開始をいたしま

した。 

 長野県ではまだまだ少ないわけですが、松本市が生ワクチン１回３，０００円を上限として１回

の補助、不活化ワクチンは１回６，０００円を上限として２回の補助、大鹿村が生ワクチン、費用

の２分の１を１回分、不活化ワクチンを費用の２分の１を２回の助成、この松本市と大鹿村のみが、

長野県の中では助成を今、行っているわけであります。 

 質問ですが、帯状疱疹の予防に帯状疱疹ワクチンが有効であるにもかかわらず、ワクチンが高価

であることが普及の障害となっています。国の厚生科学審議会予防接種・ワクチン部会で、帯状疱

疹ワクチンが定期接種化を検討中のワクチンの検討の中に取り上げられています。早期に定期接種

として認められるよう、羽田町長に国への働きかけを要望いたします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 帯状疱疹の問題でございますが、今、大変事細かに御説明を頂きました。

帯状疱疹とは大変な病気であるということは認識をさせていただきました。 

 国では帯状疱疹ワクチンの定期接種化に向けて、期待される効果や導入年齢などの検討を継続し

て行っているということでございますが、早期の定期接種化を国に要望してまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。 

○５番（田福光規君） 先ほども申し上げましたが、全国の都道府県では唯一、東京都が２０２３

年４月、今年の４月より、帯状疱疹ワクチンの接種費用の助成を開始いたしました。長野県でも、

ぜひ助成が実施されるように、羽田町長に県への働きかけを要望いたしたいと思いますが、答弁を

お願いしたいと思います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 
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○町長（羽田健一郎君） これは、ただいま申し上げました全国的な対応が必要であるということ

から、帯状疱疹ワクチンの早期定期接種化を長野県と連携しながら国に要望するとともに、県の対

応方針について検討を要望したいというふうに考えております。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 最後の質問になります。

県、国への働きかけはお願いしたわけですが、なかなか高価であるという問題があるわけですけ

ど、ぜひ、当町でも帯状疱疹ワクチンの接種の費用の助成を実施することを要望したいと思います。

私の知り合いでも何人か帯状疱疹にかかって、まだ治った後も痛い痛いという声もお聞きしており

ますので、厳しい財政状況だと思いますが、ぜひとも実施に向けて検討をお願いしたいと思います。

ぜひ答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（森田公明君） 小林こども・健康推進課長。

○こども・健康推進課長（小林義明君） 病気の予防はとても重要でありますが、現在のところ、

帯状疱疹ワクチンは希望する方が原則自己負担で接種を行う任意接種であり、地方交付税措置によ

り、市町村が主体となり公費で接種を行う定期接種となることが望ましく、早期の定期接種化が一

番と考えますが、町独自の助成についても財政状況等を勘案しながら、計画などを含め方針を検討

してまいりたいです。 

○議長（森田公明君） 田福議員。

○５番（田福光規君） 以上で、私の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうござ

いました。 

○議長（森田公明君） 以上で、５番、田福光規議員の一般質問を終結いたします。

─────────────────────────────────── 

◎散会の宣告

○議長（森田公明君） 本日の一般質問は全て終了いたしました。

以上をもちまして、本日予定した会議は終了いたしました。

次に、９月４日も一般質問を予定しておりますが、開議時刻を午前９時からといたしたいと存じ

ますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、９月４日の一般質問は開議時刻を午前９時からといたし

ますので、時間までに御参集願います。 

会議を閉じ、散会といたします。 

─────────────────────────────────── 

散        会   午後 ４時０５分 
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開        議   午前 ９時００分 

─────────────────────────────────── 

     ◎開議の宣告 

○議長（森田公明君） おはようございます。 

 長和町議会第３回定例会を再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 一般質問 

○議長（森田公明君） 日程第１ 一般質問を行います。 

 通告順により、本日４名の一般質問を行います。 

 ９番、渡辺久人議員の一般質問を許します。 

 渡辺久人議員。 

○９番（渡辺久人君） おはようございます。議長の許可を頂きましたので、通告に基づいて一般

質問を行います。 

 本日、私は公共施設等の安全性についてと保育所等の安全計画について２題質問いたします。 

 最初に、公共施設のうち、災害時要配慮者（小児、高齢者、障がい者など）が利用する学校、保

育所、児童館、高齢者福祉施設の避難確保計画について伺います。 

 私は、要配慮者利用施設の避難確保計画の作成状況について２０１９年、令和元年になりますが、

６月に一般質問しました。避難確保計画の作成や避難訓練の実施は、要配慮者利用施設利用者の円

滑かつ迅速な避難確保を図るために重要であり、土砂災害防止法及び津波法において、地域防災計

画に位置づけられた要配慮者利用施設について、避難確保計画の作成が義務づけられています。 

 令和２年７月に発生した豪雨において、国内では避難確保計画を作成していたにもかかわらず、

高齢者施設で１４名の方が犠牲になる痛ましい被害が発生しております。この被害を受けて、改正

水防法や改正土砂災害防止法が令和３年７月に施行されました。 

 主な変更内容は既に、御存じのように避難勧告、避難指示を避難指示へ一本化、要配慮者利用施

設の所有者等は避難確保計画を定め、避難訓練の義務化と実施結果を市町村長に報告、報告を受け

た市町村長は施設の所有者等に対し、必要な助言または勧告をすることができるとされています。 

 質問です。４年前の答弁では、長和町で該当する施設数は１７施設ありました。避難確保計画を

作成し、町長に報告した施設は１施設のみでした。４年が経過した中で、山の子学園共同村が浸水

想定される古町に移転しています。現在、長和町では要配慮者利用施設は幾つあるのか、施設名と

避難確保計画を作成した施設、避難訓練が実施された施設はあったのか、また、要配慮者利用施設

は長和町地域防災計画に位置づけられているのか、その必要性はないのかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 皆さん、おはようございます。 
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 ただいま、渡辺議員の御質問、災害時要配慮者利用施設に関する避難確保計画に関する御質問で

ございます。 

 避難確保計画につきましては、水害や土砂災害が発生するおそれがある場合における、利用者の

円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、防災体制、避難誘導、施設の整備そして防災教育及び訓練

の実施等、必要な事項を定めた計画でございます。 

 現在、長和町では１９の施設がこの法律に該当しまして、施設といたしましては、国保依田窪病

院、長門小学校、和田小学校、ながと保育園、和田保育園、長門ふれあい館、和田児童クラブ、大

門の家、デイサービスセンター和田、グループホーム和田、高齢者生活福祉センターほほえみ、中

町荘、大石荘、入大門荘、下木戸荘、生活介護事業の和いわい、福祉企業センター、山の子学園共

同村、多機能型事業所わくわく、こういうことになっております。 

 避難確保計画は全て施設において作成されており、避難訓練におきましても全て対象実施でござ

いますが、実施している旨、報告を受けておるところでございます。また、長和町地域防災計画の

位置づけでございますが、避難施設に関する資料に記載ございますが、住所地等の変更がございま

すので、今年度の改正に併せて見直しを図ってまいりたいというふうに考えておるところでありま

す。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） ４年前の町長の答弁では、計画の提出のない施設に対して、土砂災害が発

生しやすいシーズンも控えておりますので、改めて各施設管理者へ通知し、避難確保計画の作成を

求めていきたいと考えておりますとの答弁でした。その後の経過と、行政の指導力が問われるとこ

ろではありますが、どのように履行させていくのかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 平成３０年３月に要配慮者施設管理者向けの説明会を開催いたしまし

て、事前に計画の提出のなかった施設に対しましては、令和元年６月７日付で再通知をいたしまし

た。その後、令和５年４月の時点におきまして１８の施設から提出があったわけでございます。ま

た、山の子学園共同村の古町移転に伴いまして、令和５年８月に提出がございまして、全１９の施

設が作成済みとなったというところでございます。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 避難確保計画は水防法及び土砂災害防止法で規定されるものです。また、

障害福祉計画、児童福祉関係法令では非常災害対策計画を作成、消防法では消防計画の作成が義務

づけられています。該当施設にはこれらの３つの計画を一元化して作成することも可能ですので、

そのような指導もしていただきたいと思います。 

 次の質問です。令和５年度以降の防災安全交付金の重点配分対象となると思われますので、積極

的な推進を行うべきと考えます。計画を作成して提出してください、避難訓練を行ってくださいと

いう通知だけでは、計画の作成は難しいと思われます。令和４年３月に改定された要配慮者利用施
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設における避難計画確保の作成・活用の手引等を参考に、ひな型を作成し、その施設に即した計画

書の作成を指導できないかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 当町におきましては、大きく分けて洪水、土砂災害の２種類におきま

して該当となっておりまして、施設の設置場所によってそれぞれ異なっているところでございます。 

 該当種別での提出となってございますが、提出当時の計画でありまして、有事の際は実効性が問

われることも考えるところでございます。したがいまして、今後、避難訓練などの実施も含めて、

各施設の避難確保計画を精査するとともに指導や助言を行い、適切に見直しができるよう努めてま

いりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 先ほどの答弁の中で訓練は行っているが、報告はされていないというよう

な答弁がありました。訓練の実施と報告の義務もありますので、また、その施設の職員に変更があ

った場合なども、確保計画の変更も必要だと思いますので、指導していただきたいと思います。 

 次に、町所有の公共施設の建築物、建築設備、防火設備、昇降機などの点検状況について伺いま

す。今年３月の一般質問で長和町公共施設等総合管理計画及び長和町公共施設個別施設計画につい

て質問しました。 

 長和町の公共施設の総数は２７９施設、延べ床面積７万９，４２０平方メートルで年間維持管理

経費は、年間数億円ほどかかるということで、財源の将来負担に不安を感じるところです。それら

の公共施設も経年劣化は避けられず、改修・修繕を行っています。 

 質問です。５月に長門児童館の軒天が落下する事故がありました。幸い人的な事故にはなりませ

んでした。また、長門牧場の軒天の修繕の予算が計上されました。それぞれの経過と原因は究明で

きたのでしょうか。お伺いします。 

○議長（森田公明君） 笹井教育課長。 

○教育課長（笹井佳彦君） 児童館の軒天につきましては、経年劣化により接続部が腐食しパネル

一部が落ちたものです。経過といたしましては、今年４月の教育長施設巡視の際に、パネルが欠損

していることを発見しました。その後、すぐに業者による点検を依頼し、原因の究明、危険箇所の

把握を行い、２か所修繕が必要であることが判明いたしました。 

 修復するまで、子供が危険箇所に入らないようネットによるバリケードを設置し、応急措置を図

りました。修繕費用につきましては、早期に修復を図るため、予備費充用により対応いたしました。

今後につきましては、職員が定期的に施設の確認を行い、危険箇所を事前に把握し、安全確保に努

めてまいります。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 長門牧場の軒天につきましては、経年劣化により以前より損傷箇

所が見受けられました。軽微な損傷箇所は、長門牧場で修繕をしていただいておりましたが、今回、
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修復箇所が複数見受けられ、いずれ落下のおそれがあるということで大規模に修繕を行うものでご

ざいます。 

 なお、補正予算を議決頂いた後、長門牧場と協議した結果、直ちに落下する状況にはないこと、

またお客様の入り込みがよく、売上げへの影響があることなどから、修繕については、１０月中旬

以降をめどに実施する予定でございます。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 次の質問です。２７９ある長和町所有の建物のうち、建築基準法第１２条

これは不特定多数の人が利用する建物、特定建築物の所有者もしくは管理者に義務づけられた点検

１２条点検に該当します。これらの１２条点検に該当する建物はあるのかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） 建築基準法第１２条に該当する建物に係る御質問でございます。 

 ただいまの議員の御質問の中でも触れられておりましたが、建築基準法第１２条におきまして、

不特定多数の方が利用する一定規模の建物の所有者・管理者は、建物を適切に管理するとともに、

専門家により定期的に調査・検査を行い、その結果を当町の場合は長野県に報告することが義務づ

けられております。 

 建築基準法第１２条に規定する特定建築物としましては、学校、体育館、病院、福祉施設などが

該当します。当町では、役場、和田支所、長門老人福祉センター、長門町民センター集会ホール、

和田老人福祉センター、高齢者生活福祉センター、グループホーム和田、ながと保育園、和田保育

園、長門温泉やすらぎの湯、和田宿温泉ふれあいの湯、長門小学校、和田小学校、和田コミュニテ

ィセンター、古町コミュニティセンターの１４施設が対象施設となっており、一部の施設を除きま

して実施のほうをしております。点検がまだ未実施の施設につきましては早急に点検を実施するよ

う対応していきたいと考えております。 

 また、依田窪病院につきましては、建物が依田窪医療福祉事務組合の所有となっておりますので、

病院に確認したところ、依田窪病院も対象施設になっているとのことでございます。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） １４施設の対象施設があるということで、点検を行っているとの答弁でし

た。 

 私も調べてみたんですが、果たしてこの１４施設が対象にはなるんですけれども、実際に建築物

点検に該当するのかはちょっと疑問でした。報告をなされているということで、点検されているの

かなと判断します。建築物以外にも建築設備それから消防設備、昇降機といった点検項目がありま

すので、そちらのほうも点検されていると思います。 

 質問です。町所有の建物のうち、消防法で規定する不特定多数の人が出入りする特定防火対象物

は幾つあるのか、また、管理権限者、町長になりますが、防火上の管理・予防・消防活動を行う防

火管理者の選任はできているのかお伺いします。 
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○議長（森田公明君） 宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） 特定防火対象物と防火管理者の選任に関する御質問でございます。 

 特定防火対象物につきましては、消防法や消防法施行令で定められております防火対象物のうち、

不特定多数の方が出入りするもの、あと火災が発生したときに避難などが困難であり、人命に多大

な被害を出すおそれが十分にある施設、高齢者福祉施設や児童福祉施設、障がい者福祉施設、病院

などが該当しております。 

 町所有の建物のうち、消防法などに規定する特定防火対象物は町内に３７か所あります。また、

それぞれの施設につきまして、防火管理者のほうは選任されております。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 防火管理者の選任と同時に、消防計画も作成して提出するようになってい

ると思います。消防庁に提出しなければなりませんが、訓練の実施も年に２回と定められています。

また、避難確保計画同様に職員の異動があった場合は、速やかに防火管理者の選解任と消防計画の

再提出をお願いします。 

 次の質問です。１２条点検の該当施設の有無にかかわらず、施設所有者である町長は、利用する

住民、児童生徒の安全確保のため、直接的に点検の実施義務がない場合でも、建物を常時適法な状

態に維持するよう努力義務が課されています。職員にとっては、自分たちの勤める職場でもあり、

保育・教育、集会施設など住民の安全を確保する施設でもあります。避難所となる施設もあります。

職員自ら町の財産を管理する意識を持って、自主的な点検ができないかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） 町有施設の自主点検に関する御質問でございます。 

 議員のおっしゃるとおり、建築基準法におきまして、建築物の維持保全に関することを規定して

おります第８条で、「建築物の所有者、管理者又は占有者は、その建築物の敷地構造及び建築設備

を常時適法な状態に維持するよう努めなければならない。」と、規定されております。 

 各担当が管理する所管施設におきましては、維持管理などにおいて職員が巡回や清掃、資格や技

術を要しない程度の点検などを適宜行い、それらに基づいた修繕など補完業務を行っているものと

考えております。 

 議員のおっしゃるとおり、町の施設につきましては、住民の皆様の安全確保や避難所としての機

能など重要な役割がございます。日頃の点検・観察を行うことにより、早期に変化や異変に気づき、

適時適切な対処を行うことにより、今後も施設を良好な状態に保つことができるよう、引き続き職

員ができる範囲において自主的な点検を行ってまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 日頃の業務の一環として実施していただければ、児童館のような事故は未

然に防げたかなと思いますので、よろしくお願いします。 

 次の２番目の保育所、放課後児童クラブ等の安全計画についての質問です。 
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 先ほどの質問で、要配慮者利用施設としての避難確保計画と長門児童館の軒天が落下した管理状

況の質問をしました。 

 ２０２３年８月２日のＮＨＫオンラインニュースで、こども家庭庁のまとめで全国の保育施設や

幼稚園、放課後児童クラブ、いわゆる学童クラブなどで去年１年間に報告された重大事故は２，４

６１件と、過去最多となったと報道されていました。施設別では、認可保育所での事故が最も多く

１，１９０件、放課後児童クラブが５６５件、養護連携型認定こども園が４８３件などとなってい

ます。 

 また、死亡事故は５件あり、内訳は睡眠中の事故が２件、食事中の事故が１件、送迎バスでの置

き去り事故が１件などとなっています。保育の現場や放課後児童クラブなどをめぐっては人手不足

が課題とされています。こども家庭庁は安全管理を徹底するよう各施設に呼びかけるほか、今後、

保育士や職員の配置の改善に向けた検討も進めていくとしていますが、具体的な施策を示していま

せん。 

 昨年の第２０８回通常国会で、こども家庭庁設置法、児童福祉法の一部改正、こども基本法が成

立しました。改正児童福祉法では、子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化及び事業の

拡充等、７項目が掲げられ、長野県や市町村で行うべき事項が分類されています。 

 こうした中、今回の改正を受け、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する

省令において、保育所は令和５年４月１日から、放課後児童クラブ及び児童館については、令和５

年４月１日から１年間は努力義務とし、令和６年４月１日から安全に関する事項についての計画、

安全計画を各事業所・施設において策定することが義務づけられました。 

 質問です。保育所、放課後児童クラブ及び児童館の安全計画は作成されているのか、安全計画に

記載する児童及びこどもの安全確保のために行うべき取組とはどのようなものかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 子供は町や地域の宝として、切れ目のない手厚い子育て支援に取り組ん

でおるところでございます。また、今年度より公認心理師の職員を新規に配属しまして、子供さん

の発達や心の相談などの支援体制を充実した中で、保育園や児童クラブ・児童館におきましても、

安心・安全に過ごせるよう取り組んでおるところでございます。 

 各施設の安全計画につきましては、担当課長よりお答えをさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 小林こども・健康推進課長。 

○こども・健康推進課長（小林義明君） 保育園では安全計画を策定し、計画に基づき施設・設備

等の安全点検や避難訓練、引渡し訓練、交通安全教室などを行っております。 

 児童の安全確保に関する取組としましては、施設・設備等の安全点検、各種マニュアルの策定、

共有、児童への安全指導、保護者への説明、共有、訓練、職員研修の実施、再発防止の徹底などを

安全計画に基づき実施をしております。また、避難訓練等は年間計画にも記載しており、実施の予

定や様子等はお便りなどにより保護者の方にお知らせをしております。 
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○議長（森田公明君） 笹井教育課長。 

○教育課長（笹井佳彦君） 放課後児童クラブ・児童館の安全計画についての御質問でございます

が、放課後児童クラブ等における安全計画につきましては、議員御指摘のとおり、令和６年４月１

日より計画策定が義務づけられました。 

 令和４年１２月２１日付事務連絡、放課後児童クラブ等における安全計画の策定に関する留意事

項についての中で、児童の安全確保に関する取組につきましては、１つ目としまして、施設・設備

の安全点検及びマニュアル策定の共有、２つ目としまして、児童への安全指導及び保護者等への周

知・共有、３つ目といたしまして、実践的な訓練や研修の実施、４つ目といたしまして、再発防止

の徹底、以上の４点が掲げられているほか、地域や放課後児童クラブ等の特性に応じ、独自に取り

組む安全対策等に留意することとしています。 

 町といたしましては、これらの点を踏まえ、年度内に安全計画の策定を行い、児童の安全の確保

に努めてまいります。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 保育所と児童館それぞれ所管が違いますから、２人の課長さんほぼ同じ内

容だと思うんですけれども、答弁頂きました。 

 安全計画には、各種マニュアルの策定、保護者への説明、共有といった項目があります。安全計

画は年度内作成されるということで、作成はもとより、作成後の計画に基づいた実行をしていただ

きたいと思います。 

 次の質問です。保育所等の送迎バスでの置き去り事故が、一昨年は福岡市、昨年は静岡県などで

起き、過去２０年間に全国で死亡事故を含め７件発生しています。「みんなの点呼で幼い生命を守

る」というフレーズで、こどものバス送迎・安全徹底マニュアルが内閣府から出されています。こ

のマニュアルに準じたマニュアルは作成されているか、またチェックシートによって確認されてい

るかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 小林こども・健康推進課長。 

○こども・健康推進課長（小林義明君） 保育園バスの運行につきましては、ながと保育園はＪＲ

バス関東、和田保育園は和田バスへと交通事業者に委託をしており、運転手と添乗員が乗車する体

制で運行をしております。保育園と運行委託事業者が共通認識の下、安全管理を徹底するために作

成した園児送迎バス安全徹底マニュアルにより、運行前点検などの事前準備から乗車時や降車時の

安全対策、降車後の車内点検等までを詳細にマニュアル化しており、登園時は、園児が何人乗車し

て保育園で何人が降車したかを乗降車チェック表により、保育園に引き継ぐダブルチェックをして

おり、降園時は、各クラスからの報告によりその日の降園バス利用者数を取りまとめ乗降車チェッ

クリストにより、利用する園児数と実際の乗車園児数を双方でダブルチェックしながら、運行委託

事業者に引き継ぎ、降車場所での保護者への引渡しを記録する体制としております。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 
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○９番（渡辺久人君） 安全装置の設置は２０２４年４月までの猶予がありますが、設置完了はい

つになるのか、安全装置の仕様はどのようなものかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 小林こども・健康推進課長。 

○こども・健康推進課長（小林義明君） 保育園バスの安全装置につきましては、９月議会に補正

予算を計上させていただき、速やかに設置する計画でおりますので、よろしくお願いいたします。 

 安全装置ガイドラインの対象となる装置としましては、エンジン停止後に車内の安全確認を促し、

車内確認後に車両後部の装置を操作すると、警報が停止する降車時確認式の装置と、車内に設置す

るセンサーに置き去りにされた子供を検知すると、車外向けに警報を発する自動検知式装置の２種

類があります。国から基準に適合する機種リストが示されましたので、リストの中から長和町の運

行及び管理状況に合った機種を選定し設置をしてまいります。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 小中学校は、小さな子供に比べ、置き去りになる可能性が低いとして、安

全装置の設置は義務づけられていないものの、設置を希望する場合には費用を補助するとしていま

す。スクールバスでの小学生の所在確認は行っているのでしょうか。小学校のスクールバスの安全

装置はどうするのかお伺いします。 

○議長（森田公明君） 笹井教育課長。 

○教育課長（笹井佳彦君） 小学校のスクールバスにつきましては、ＪＲバスに運行を委託してお

ります。ＪＲバスにおきましては、スクールバスが終点のバス停に着いた時点で、置き去りとなる

ような子供がいないか必ず確認を乗務員が行っている。また、バスの乗務員も乗車時にどこのバス

停で降りるお子さんが乗車したかをおおむね承知しており、バス停での下車には気配りをしている。

そのほか、学校におきましても、上級生と一緒に下校する際に、下級生の面倒を見ながら確認し、

一緒にバスを降りるよう指導をしております。このように置き去りが起きないよう対策を行ってお

ります。 

 小学校スクールバスの安全装置についてでございますが、対象が小学生以上のお子さんであり、

現在の対策で対応が図られていることから、安全装置の設置は考えておりませんが、スクールバス

の運行に関しましては、委託先のＪＲバスとも連携いたしまして、十分安全運行に努めてまいりま

す。 

○議長（森田公明君） 渡辺議員。 

○９番（渡辺久人君） 保育園バスの安全装置については、安全装置設置ということで三重の安全

対策となります。２種類あるということでどちらのタイプになるのかもう決まっているかと思いま

すので、また委員会等で説明していただければありがたいと思います。 

 私も時々見守り活動で登校時、長門小学校ですけれども、小学校の前に立つことがあります。古

町方面から来るスクールバスは終点になりますので、約２０人ほどの児童が降りてきます。その後、

ＪＲの乗務員さんがバス内を後方まで行って確認しているというのも私も確認しています。大門方
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面から来るバスはほかの乗客もいますので、高校生中学生いると思いますので置き去りの心配はま

ずないと思います。また、ＪＲバスさんには以前に私も下車のときに子供がどんな行動をしている

のか、家のほうへ向かっているのかいないのかそういう確認もお願いした経過もございます。乗務

員さんには安全運行をしていただき、大変感謝申し上げるところであります。 

 最近、長門小学校の見回りをしておりまして、登校時の学校の前の状況について、学校教育委員

会ではどのようにその状況を把握しているかどうか、また次の機会がありましたらお伺いしたいと

思います。 

 以上で、私の本日の質問は終わらせさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 以上で、９番、渡辺久人議員の一般質問を終結いたします。 

 ここで９時４５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前 ９時３３分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前 ９時４５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ２番、龍野一幸議員の一般質問を許します。 

 龍野一幸議員。 

○２番（龍野一幸君） 議長の許可を頂きましたので、私のほうから、今回、私は２つの質問、１

番目としてハザードマップから見る防災減災について、２番目は鳥獣対策についての質問をさせて

いただきます。 

 今年は、地球温暖化が要因のエルニーニョ現象が確認されており、６月には、２０１４年から２

０１６年以来のスーパーエルニーニョ現象が予想されておりました。エルニーニョの発生する年は

冷夏で暖冬ということですが、今年の場合は、３月まで続いていたラニーニャ現象の影響で猛暑に

なっているようです。蒸し暑いのもこの影響のようです。 

 さて、平成１３年に水防法が改定され、浸水想定区域とその際の水深を示した浸水想定区域図が

策定されました。当町では、令和４年度に編集され、本年配布されたハザードマップに関連した質

問です。 

 マップ中の古町地区、古町橋周辺より武石橋に至るまでの依田川に面した全ての部落が、浸水予

想区域に指定されておりました。過去の台風や豪雨災害の実績もあり、可能性があるから指定され

たと想定しております。 

 この中に、古町地区の最終避難所である古町コミュニティーは５０センチから３メートル、依田

窪病院は３メートルから５メートル浸水すると。青の配色でちょっと分かりづらいんですが、今回

のマップから判断したところです。 

 １番目の質問です。まず、どの程度の規模を想定したものなのか伺います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 
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○町長（羽田健一郎君） 防災ハザードマップにつきましての御質問でございます。 

 令和４年度版ハザードマップにつきましては、長野県が管理をいたします小規模河川、長和町に

おきましては、五十鈴川、大門川、大茂沢川、追川、男女倉沢におきまして、想定最大規模の降雨

量に対応する浸水想定区域図が策定されていることを受けまして、町民の皆様には、自分の命を守

るためにできることを考えていただくとともに、犠牲者を出さない避難体制の推進と地域の防災に

ついて一緒に考えていただくため、今までのマップの更新を行いまして、本年５月に全戸配布をさ

せていただいたところでございます。 

 当町のハザードマップは大きく分けて、土砂災害想定区域及び洪水による浸水想定区域の２種類

をお示しをしております。土砂災害想定区域におきましては、地形、斜度、距離などの国の基準に

基づきまして区域をお示ししており、浸水想定区域におきましては、４８時間に累計７６２ミリ

メートル以上の降雨量によった場合において浸水が想定される区域であり、２０１５年２月の水防

法の改正によりまして、１，０００年に一度クラスの確率を想定したとして、公表をされておると

ころでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） １，０００年に一度の想定ということでございますが、藤ノ木遺跡は５，

０００年前の遺跡で、奈良時代の生活の痕跡も残っているというコミュニティーの位置です。 

 次に、依田川や大門川の各支流以外、道路や水田、畑などの浸水も想定したものなのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 浸水想定につきましては、河川横断図やデジタルマッピングを活用い

たしまして、過去の災害データも加味した中での公表となってございます。 

 先ほど町長答弁にございました、想定最大規模の降雨量となった場合におきまして、道路、水田、

畑なども含めた中での想定となっておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 可能性があるから策定されたもので、では、想定する規模の災害に対して、

病院など指定した地区の堤防強度の調査はしているのか。今回の浸水予想において、計画高水位の

基準を満たした上でのものか見解を伺います。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 浸水想定区域につきましては、長野県が管理する河川において、

想定し得る最大規模の降雨により氾濫したと想定される区域をしたものですが、各地区の堤防強度

の調査まではしておりません。 

 現在の河川断面、護岸の状況により浸水の想定をしているところであります。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 冬季に使用する融雪剤などの要因で、塩害などにより橋梁の損傷もあるか

と思われます。最初の質問で回答頂いた程度の自然災害時に、当町における橋梁強度は検証されて



 - 119 - 

いるのか伺います。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 橋梁につきましては、５年に一度の法定点検が義務づけられてお

り、点検の結果、橋梁としての機能に支障が出ていると判断された橋梁については修繕を行ってい

るところでありますが、自然災害の検証はしておりません。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） マップで区域を指定したんですから、ぜひその辺も必要かと思われます。 

 最近の報道では、フロリダで、ここ１００年間で最強と言われたハリケーン「イダリア」が上陸

し、車が舞い上がった映像を見ました。日本での豪雨災害は、５月から１０月に多いとされており

ます。そして、激甚化してきております。本会議の１日、阿部議員が、災害時の備蓄で簡易トイレ

の数の質問がありました。今年度予算に２０台分を計上し、今後購入予定との答弁を頂きました。

今年はまだ大きな災害は発生しておりませんが、本来予想される時期、５月から１０月を迎える前

に備えておくべきではないかと思います。危機意識の希薄さを感じたのは、多分私だけではないと

思います。ハザードマップも作りました、指摘箇所の皆さんは認識しておいてください、自分で命

は守ってくださいと言うだけで、被害に至らないための考えや今後の対策は何もないのではないか、

そして、ここまで表記する必要性はあったのか疑問に感じました。対策方針を示せと申したいくら

いです。 

 この８月に寺上自治会の集まりがあり、秋の避難訓練実施のための会合が開かれました。この中、

参加者からはこんな意見が出ました。浸水３メートルになる科学的根拠を示せ、この想定が想像で

きないと、町の説明を望む。もう一つ、避難指示を出す基準はどの程度になってからか知りたい。

もう一つ、避難するにも自治会任せでなく町主導のマニュアルが必要ではないかなどなど、今回の

マップにしっくりきていない町民もいらっしゃいます。今後の対応を検討頂きたいと思います。 

 次の質問です。国道の側溝には土砂が堆積し、草が生い茂っている箇所もありますが、このまま

放置するのか伺います。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 町内の国道につきましては、上田建設事務所の管理になり、定期

的に道路パトロールで点検を行っていただいているところでございますが、土砂の除去については、

町へ要望していただき、町から建設事務所へ依頼すれば、建設事務所のほうで対応するということ

であります。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） ごみも堆積され、排水には支障が出ると思います。パトロールが、いつど

こでどのようにされているのか突っ込みませんけども、草刈りをやって知っているのですが、長久

保の信号機から和田方面東側の側溝、少なくても３年以上は手が入れてないんじゃないかという様

子です。ぜひ見てください。 
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 あと、また武石橋からこっちに入って、えのき茸の里の石像からいきなり雑草が道路の縁石に沿

って、役場の前も経過して数キロつながっております。そちらのほうへの声かけもお願いしたいと

思います。 

 次の質問です。国道２５４号線の岡森から病院方面の側溝が、度々オーバーフローしている状況

が見受けられます。枯れ葉などの侵入が根本な要因と思われますが、大規模な自然災害では、民家

や病院の浸水対策の一部として側溝の改善を望みますが、町の見解はいかがでしょう。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 国道２５４号の側溝については、上田建設事務所の管理になりま

すので、該当箇所を確認させていただき、改良の要望をさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） やっぱり、それにも経験値が必要になるかと思います。Ｕ字溝の幅だとか、

そういったものをよく検証していただきたいと思います。想定された豪雨が発生した場合、カーブ

の多い２５４号線は土砂災害警戒区域には指定はされておりませんが、いこいの丘公園や老人保健

施設は警戒すべきところのようにも感じられます。また、病院としての機能が果たせなくならない

よう、ハザードマップに即した対応は必要ということになります。 

 次に、中山間にあり、土砂災害、土砂災害特別警戒区域に指定されている地区が多数あります。

特に、土砂災害特別警戒区域に指定された地区への今後の対応は、町としてはそのまま住民任せか、

検討しているのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 土砂災害特別警戒区域につきましては、砂防堰堤等が整備され安全性

が高まるなど、指定の条件を満たさなくなった場合、その指定が解除されることとなります。昨年

度の実績につきましては、２か所で解除となっておりまして、砂防堰堤の整備につきましては、今

後も引き続き事業担当課とともに県へ要望してまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） この先１０年、２０年で処理するほど少ない数ではありません。よく検証

していただき、対応をお願いします。 

 関連して、有事の際に鳴る防災無線について伺います。 

 スピーカーや有線放送などで住民に対して緊急放送をされておりますが、地域によって流れる音

声が共鳴し合い、何と言っているのか理解できない地域があります。また、有線放送も家庭での設

置場所などの条件で、ほとんど聞こえたことがない、有線を設置していないという家庭もあります。

さらに、音声設備のない地区もあり、問題ありと認識しておるところです。 

 知らせることが重要な役割である。今後の展開として、有線放送は継続し、火災時には昔ながら

の半鐘の音にし、災害時にはサイレンの音声で、シンプルな形でまず町民に知らせる程度でいいの

ではないかと感じております。一方、内容、中身は、ゆいねっとですとか、未登録者の方もいらっ
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しゃいますのでその対応も含め、防災情報の通知方をオンライン化するなど改善はできないものか

伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 龍野議員のおっしゃるとおり、緊急放送などの情報につきましては、

災害時などにおきまして明暗を分けるとも言える、重要な役割であると認識しておるところでござ

います。現在、火災につきましては、上田広域消防本部指令室より町の防災無線を経由して、位置、

火災区分を放送しており、災害時の避難情報につきましては、町の緊急一斉放送におきまして対応

をしておるところでございます。 

 防災無線につきましては、平成２０年３月から運用開始となっておりまして、老朽化も懸念され

ておりますところから、機器の更新も含めた中で、よりよい方法を検討していきたいと考えておる

ところでございます。併せまして、防災情報等につきましては、情報広報課で取り組み、今年度末

に実装予定をしておりますアプリ「ライフビジョン」によりまして、スマートフォンやタブレット

により、職員参集、災害現場の写真の共有、避難所の情報共有や災害時に必要な情報を収集・共有

できるよう、その活用をしていけますように検討しておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 重複するような質問ですが、消防団員にはラインで通知が行くと聞いてお

ります。以前の議会中、スマホ対応も検討していくとのことでしたが、方向性は見出されたのでし

ょうか。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 現在、消防団につきましては、ＦＭとうみのプラプラの「はれラジ」

アプリにおきまして火災通知を取得し、その後、消防団内におきましてラインなどを活用し、情報

伝達を行っておるところでございます。 

 また、先ほどの答弁でも申し上げました「ライフビジョン」のアプリにつきまして、火災情報通

知も取得できますように、上田広域消防本部と連携して検討しておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） ただいまの答弁、片仮名で何を言っているのか分からないという方も、多

分たくさんいらっしゃると思います。まずは、シンプルなサインで非常を知らせる、内容は聞き取

りやすく、見やすく、機能性の向上を目指していただきたいと思います。 

 次の質問です。 

 今後、下流域の水害予防にも関係すると思われる橋脚に引っかかった流木は、このまま放置する

のか。また、１０メートル程度の木が２本そのままになっている。県への打診はしないのか伺いま

す。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 河川管理者である上田建設事務所へ報告をしていますが、国の災
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害復旧採択の基準では、河川の断面の３割程度以上埋塞した場合等に除去を行うこととされており、

その基準どおりに直ちに流域に影響が出るほどの量の流木でなければ、対応はせず様子を見るとの

ことですので、引き続き状況を確認していきたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 町内の橋には、橋脚がないもの、１本橋脚の橋、２本橋脚の橋、３本橋脚

とそれぞれ橋梁構造が異なっております。今回、流木が引っかかったのは、２本橋脚、３本橋脚に

堆積しやすいんじゃないかって想像しております。この先、橋梁架け替えとかいうことになりまし

たら、一応、構造をよく検討しておいていただきたいと思います。 

 １９９０年、平成２年に、７月に熊本県一の宮町で発生した流木災害を契機に、平成２年１０月

に流木対策指針（案）が策定され、鋭意、流木対策が実施されてきております。平成１２年７月に

改定された後、平成１９年の３月に砂防基本計画策定指針（土石流・流木対策編）解説及び土石

流・流木対策設計技術指針解説として再編されております。 

 さらに、近年では流木に起因して土砂災害が拡大する傾向にあることから、平成２７年３月１９

日に、砂防堤防の設計に当たっての留意事項についてという事務連絡が通達され、流木災害への対

応強化が示されております。 

 今回、うちの町にたった２本ですけども流木が残っています。千曲川の支流、そして上流である

うちの町の姿勢として、また責任として、流木は出さない考え方は必要だと思います。下流域での

水災害防止のためにも、上流域である当町としての意識は持っていただきたい、持つべきだと考え

ております。検討してください。 

 次の質問です。流木等河川内、堤防などの管理、崖などの管理は、ふだんどんな点検がどのよう

にして行われているのか、住民からは、堤防や崖の安全性が専門家によって確認されているのか。

管理は誰が、安全面の評価は誰が出しているのか知りたいと要望が出ております。見解を伺います。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 上田建設事務所において、河川内の護岸の損傷、流木等について

は、定期的に河川パトロールをし、点検を行っております。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 令和元年台風１９号の検証から、土木学会水工学委員会のほうで、耐越水

堤防整備の技術的な実現性の見解について、耐越水堤防整備の技術的な実現性検討委員会報告書を

引用しておりました。断面構造、一連区画の安全性確保の観点からすると、堤防で越水が生じた場

合に計画高水位以下で求められる安全性と同等の安全性を有する構造物、すなわち、耐越水堤防と

することは、現状では技術的に見て困難である。 

 長大な堤防においては、工学的な意味の安全性の確保が経験的にされており、そこで確保されて

いる安全性と同等の安全性を工学的に導くことのできる越水対策の設計技術は、現状では確立され

ていないと述べられております。 
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 すなわち、災害を経験しなければ分からないことが多くあると解釈しました。パトロールでは、

表面的なものしか確認されていないと思います。今回、一般質問で取り上げる内容ではないものも

ありましたが、ハザードマップの被害想定が永久に現実にならないことを願いますが、想定された

以上、マップの指定区域の防災減災に向けた体制は構築しておくべきだと。 

 以上、要望といたしまして、次の質問に移ります。 

 鳥獣害対策について、毎年、猟友会やワナの会に活躍頂き、駆除を行っていただいております。

一昨年は１，０００頭余り、昨年は８００頭余りの駆除を頂いております。 

 しかし、長門小学校周辺から古町地区東西の農作物生産者からは、被害を訴える声が多く上がっ

ております。ネットやテープ、ライトなどで対策をするも、一向に被害が減らないというものであ

ります。 

 鉄砲による狩猟禁止地域が多くある地区において、やはり、わなでの捕獲で駆除する以外、現状

方法がない。生産者が狩猟免許をして捕獲に乗り出せば、ある程度効果は見込めると感じておりま

す。しかし、止め刺しという段階においては、みんな首を振るというのが実情です。以前、私の質

問でも、町で止め刺しの人員配置ができないか要望をいたしましたが、回答は「ノー」でした。狩

猟免許取得の促進から止め刺しまで、改めて検討できないか伺います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 町では、野生鳥獣による農作物への被害が農家の皆さんの経済的損失の

みならず、農業意欲の減退、また農地の荒廃化の一因ともなっております。 

 獣害対策といたしまして、上小猟友会長和支部、また、長和町ワナの会の２団体の会員の方が、

献身的に有害鳥獣狩猟に取り組んでいただいておりまして、ニホンジカやイノシシによる農作物被

害は、減少傾向にあるというふうに思っております。 

 しかし、昨年の捕獲数はニホンジカ９１４頭、イノシシ２３頭と、依然、多くの数を駆除してい

ただいておる状況でございます。 

 また、御質問にあります長門小学校周辺の被害につきましても承知はしており、担当課において

現場確認し、相談を受けているところでございます。 

 以前、御質問頂きました止め刺しの人員配置の件ですが、捕獲した鳥獣は、捕獲した方の責任に

おいて適正に処理するものでございますので、職員が止め刺しを行うことは、事前にもお答えいた

しましたように考えておらないところでございます。 

 また、役場職員がわな狩猟ライセンスを取得して止め刺しを行うことは、現状難しいというふう

に考えております。 

 町といたしましては、獣害に対する国の捕獲補助金が１頭７，０００円のところ、捕獲に携わる

狩猟者の捕獲意欲を減退することのないように、町の報奨金を１万８，０００円とさせていただい

ておるところでございます。 

 また、猟友会及びワナの会の新規会員確保につながるよう、狩猟免許取得のための周知等を行っ
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てまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 残念ながら、捕獲した者の責任でやれということ分かりましたけど、諦め

てはならない事象だと思います。 

 ここ数年、鹿が依田川沿いに２０頭余りの群れをなして移動する姿が目撃されております。山か

ら下りてきて川に沿って移動すると思われますが、川からの侵入、こちらへの対策も必要ではない

かと考えますが、見解を伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 鳥獣被害を防止するため、地域住民や農業関係組織等が一丸とな

って取り組む地区に、資材を提供する有害鳥獣被害防止柵設置事業を実施しております。 

 資材の提供に当たっては、地区一連の農地を守るために必要な獣害防止柵の資材提供であって、

個々の農地を囲むものではなく、農地と里山の境に設置する、ある程度設置距離の長いものを原則

対象としております。 

 また、河川は、洪水等による災害の発生防止。流水の正常な機能が維持。河川環境の保全を目的

とした河川法の規定により、河川区域内の土地において工作物を新築しようとする場合には、河川

管理者の許可を受けなければならないことから、どうしても設置を要する場合においては、できる

限り離れた場所に設置するように配慮をお願いするところでございます。 

 御質問にあります川からの侵入防止についてでございますが、そもそも、川へ侵入できないよう

に山際の防止柵の補修等を徹底していただければというふうに思います。 

 いずれにいたしましても、被害状況の把握に努め、地域の方が主体となって積極的な対策を実践

していただけるよう、働きかけや支援に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 一旦分かりました。次の質問です。 

 空き家や遊休地が増え、住んでいる身の回りにもイタチや猿、ハクビシンやタヌキなどの小動物

も住みやすい環境になってきております。今年もトウモロコシなど農作物にも被害が出ております。

一方、今のところ存在と被害は出ておりませんが、アライグマは特に危険という人がいます。狂犬

病の病原菌を保有しており、感染したら１００％死に至ると、家の天井に巣を作るなど、県も注意

を呼びかけております。町では、それらの害獣に対しての捕獲器を貸していると伺いました。台数

や申請要項、貸出期間や捕獲後の処理など、ホームページからでは検索できませんでした。町民に

告知する意味で教えていただきたい。お願いします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 現在の法律では、住宅等の建物内における被害を防止する目的で、

自宅敷地内において、小型の箱わなによる小型鳥獣の捕獲を行う場合には、狩猟免許は不要となっ

ておりますが、鳥獣の捕獲には、有害鳥獣駆除の許可が必要になります。 
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 駆除を行う場合には、役場にお越しいただきまして有害鳥獣駆除の許可申請へ記入、後日送付と

なりますが、許可書の交付を受け、わなの設置をしていただく流れになります。その際に、箱わな

の使用についても申し出ていただき、空いていれば貸し出すことができます。 

 現在３台の箱わなを管理しておりますが、時期により、全て貸し出している場合もございますの

で、事前に空いているかの確認の上、お越しいただければと思います。 

 また、捕獲後の処理につきましては、捕獲者の責任において適正に処理を行っていただきたいと

いうふうに考えております。 

 現在は、役場にハクビシン等の問合せを頂いた方へ、先ほどの説明を申し上げ、駆除を希望され

る方へ貸出しを行っている状況でございますが、ホームページでも閲覧できるよう、今後対応して

もらいたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） まあ、こういった資材も個人でそろえばいいんでしょうけども、結構、金

額もかかります。町で、もう少しその機材等増量していただいて、対応もお願いしたいと思います。 

 最後の質問になります。今年も４月から６月にかけて、依田川にアユが放流されております。以

前は、アユ釣りの太公望たちでにぎわった町内の川ですが、６月２４日の解禁日には釣り人がぱら

ぱら目撃された程度で、その後ほとんど見られなくなりました。アユがすみつかないか、大型の鳥

の捕食に関係するものか、漁業組合では原因はつかめていないということです。最近、依田川では

カワウが、またシロやアオサギの姿をよく水田でも見かけるようになりました。カワウに関しては、

以前はいなかったと記憶しております。 

 町内の漁業関係者にも年間数十万円の被害になるそうですが、餌代も上がり、こちらのほうも苦

慮していると。ドローンを飛ばし対応を考えたが、仕事にならないと。そこで、対策を望んでおり

ます。 

 釣り客などで人流の流れも関係してきます。町の見解を伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 魚の減少は依田川だけでなく全国の河川で魚が減少しており、千

曲川でもアユ釣りをほとんど見かけなくなってきてございます。 

 原因は、カワウなどの食害とも言われておりますが、漁協等へ問合せしたところでは、「原因は

まだ特定できていないが、農薬による水質の悪化が最も影響しているのでは」とも言われており、

特定ができないことから実態は不明でございます。 

 カワウ、アオサギ等の駆除は漁協の対応となり、カワウ、アオサギ等の駆除には漁協より報奨金

が出ているとのことで、対象となる鳥の両足を漁協に提出することで２，０００円の報奨金が支払

われているとのことでございます。 

 現在はございませんが、数年前は漁協からの要請があれば長和町猟友会の１種狩猟登録者の駆除

許可証を県へ申請し、駆除できる体制を取っておりましたが、猟銃の制約上、駆除が難しいことも



 - 126 - 

あり、捕獲された実績はございません。 

 また、養魚場などの問合せには、網猟免許を取ることで駆除ができることをお伝えしております。 

 網猟は鳥類に有効な捕獲手段でありますので、対策ができるのではないかと考えているところで

ございます。 

○議長（森田公明君） 龍野議員。 

○２番（龍野一幸君） 最近では僕も２匹捕まえましたが、生態系に多様性が見られ、アオアマガ

エルが多く見られるようになりました。 

 前回、オオムラサキの話をしましたが、食事を共通としてオオムラサキや複数種のチョウの衰退

が懸念されているアカボシゴマダラという害チョウが侵入。立岩でも目撃されてきております。特

定外来種で繁殖力が極めて高く、今後、捕獲及び拡散防止の呼びかけも出ております。当町でも

獣・鳥・魚に加えて、昆虫にも対策が必要になってきそうです。 

 カワウの件、両足を持っていけば、２，０００円支払っていただけると私も確認しております。

この町の依田川へイワナやヤマメもお隣の裏付近で、約８００キロ放流されております。本来、釣

り意欲の湧く川なんですが、地元の方が釣りをしている風景も見られなくなってきている。 

 そして、先ほどネオニコチノイドというのが原因の答弁を頂きましたが、当町の行っている水質

検査に、ぜひその成分も検査の対象にしてほしいと以前要望を述べましたが、真相究明のため、ぜ

ひ実施していただきたいと思います。 

 獣害に関しては、少しでも個体数を減らすことが重要であり、今回の質問に至っておりますが、

実際のところ、町内で捕獲数を伸ばせたとしても解決しない問題とも認識しております。やはり、

広域で展開することが、獣害対策の大きな柱になっていくことに間違いないと感じています。広域

での協力体制強化をぜひお願いしたいと思います。 

 車やバイクにおいても鹿が原因で死亡するという例もあり、作農者だけではなく町民全体が共通

して注意しなければならないのが、この野生動物だと思います。愛護の観点から異議を唱える方に

もぜひ理解を深めていただくよう、町としても働きかけを要望いたしまして、私の質問を終わらさ

せていただきます。 

○議長（森田公明君） 以上で、２番、龍野一幸議員の一般質問を終結いたします。 

 ここで１０時３５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前１０時２６分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１０時３５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ７番、原田恵召議員の一般質問を許します。 

 原田恵召議員。 

○７番（原田恵召君） 議長の許可をいただきましたので、私は今回４つの質問について、お伺い
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をしてまいります。 

 まず最初に、職員採用の要件と職員の町外転出ほかについて。 

 ２つ目としまして、ブランシュたかやまスキー場のボード解禁について。 

 ３つ目としまして、買物難民対策について。 

 ４つ目としまして、長久保信号機の右折レーン延長についてという４点について伺います。 

 ４つ目の長久保信号機右折レーンにつきましては、８月２９日に地元の四泊、落合地区での説明

会がございまして、そこに参加しておりますが、住民の方に知っていただく意味でも質問をさせて

いただきますので、よろしくお願いします。 

 まず最初に、１点目について、関東大震災からちょうど１００年が経過し、改めて災害は忘れた

頃にやってくるを肝に銘じて、安全安心なまちづくりを進めていかなければならないと思ったとこ

ろでございます。さらに、この夏のうだるような暑さまた干ばつにより、熱中症が多発し、県内で

も多くの方が救急車で運ばれるような事態が起こっておりました。まだ、確定じゃないので起こる

可能性がまだあるところでございますが、その一方で、線状降水帯の発生により、日本各地で河川

の氾濫また土砂崩れ等、災害が発生しております。これからの台風シーズンを控え、災害対策、対

応に戦々恐々としている日々が続いております。 

 そんな中での職員採用の要件と職員の町外転出についてという質問ですが、まず、新規採用に当

たって、町内へ住所を移すこととなっているそうだが、実施されているのかということ、１つ目、

いつから町外者を採用するようになり、実際何人が採用されているのか、何人が町内に居住してい

るのか、町外者を採用するようになった理由は何か、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 近年の長和町並びに地方公務員の採用試験につきましては、受験者数そ

してまた競争率ともに低い水準にとどまっている傾向にございます。これは、人口減少や少子化、

それから社会情勢の変化や就業意識の多様化などが挙げられると思いますが、自治体が安定的に適

切な行政サービスを提供するためには、有為な人材を確保することが重要ではないかというふうに

考えておるところでございます。 

 現在、町の職員の町内居住制限を町職員服務規定に明記はしておりませんが、原則ですね、町内

の居住をしていただくこととしております。 

 詳細につきましては、担当課長から答弁をさせていただきます。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 新規採用に当たりましての住所移転及び町外者採用に関する御質問で

ございますが、新規採用者は町内へ住所を移していただいてございます。 

 今年度につきましては、有資格者を含みまして５名採用し、４名は町内に居住しておるところで

ございます。また、町外者の採用を始めた時期につきましては、平成２７年度までは長和町に住所

を有する方または実父母のいずれかの住所が長和町内の方で、採用後に長和町内に移住することが
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確実な方となっておりまして、平成２８年度からは、採用後に長和町内に住所を有し、居住するこ

とが確実な方に受験資格を変更してございます。 

 したがいまして、平成２８年度からとなるわけでございます。また、町外者採用は、合併前の和

田村、長門町の頃から有資格者等につきまして、行われておるところでございます。 

 平成２８年度以降の一般事務職の町外採用者は８名でございまして、現在７人が居住しておると

ころでございます。町外者を採用するようになった主な理由といたしましては、有資格者も含め町

内者のみでは応募がないため、町外まで広げて募集しているところでございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ただいまの答弁の中に、町内者のみでは応募がないため町外まで広げてい

るというその一言につきまして、びっくりしたところでございますけれども、その反対側で２つ目

として、以前からありますけども、職員採用後に町外へ転出している職員がどの程度あるのか、人

数は把握しているのか、通勤手当を出している数で把握できると思うんだが、何人いるのか、その

理由は何なのか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 町外に居住している職員は、現在２３名おるところでございます。町

外に転出した主な理由といたしましては、やはり婚姻、子供の進学などの家庭の事情でございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 近隣の市町村で申し上げますと、青木村はその採用の条件の中に、通える

範囲のものを想定しておりますので、上田市、長和町からはないと思うんですけど、上田市ＯＫと

いう形になっていまして、町村によっては住所があることを要件としているところがあります。南

佐久の町村のほうでは住所があるものという要件は残っているそうです。上田市はその規定がない

ので、実際に長和町からも上田市に勤務している方もいらっしゃいますが、これについて当町はど

う考えるのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 採用の要件に関する御質問でございますが、時代の潮流といたします

れば、規定のない自治体が多いのではないかと考えるところでございます。 

 当町でおきましては、採用後に町内に居住することを要件としております。しかしながら、町内

にはアパートなど転入できる物件が少ないため、原則として転入するようということになってござ

います。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 町営住宅も造ったんですけども、今、出てくる人入ってくる人がとんとん

なので、役場職員がその町営住宅に、町営アパートに住むということが実際に今時点では起こって

いないのかなというそんなことを思ったところでございますが、今の新規採用を町外から採用して、

今度、中堅層が町外に出ていくという実際にそういう状況が現状が起きております。若手が町内に
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居住して、中堅層が町外に転出しているという現実がある、このままでは災害時の初期対応に問題

があるのではないのかという、これについてどう考えるかを伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 災害時におきまして、被害の軽減、迅速かつ円滑な応急対応を実施す

る上では、配備の決定や災害対策本部の設置、職員の参集や情報の収集など、初動期におきまして

は大変重要となるという認識をしておるところでございます。災害発生時から災害対策本部の災害

対策業務開始までと、初動期におきまして、各職員が実施すべき業務を整理し、災害時に職員一人

一人が適正に災害対策を実施できるよう、配備体制や職員の参集の在り方を具体的に示しました災

害発生時の職員行動マニュアルを作成しているところでございますので、それにのっとって対応し、

防災減災に努めてまいりたいと考えております。 

 初動対応につきましての問題は、したがいまして、現状といたしましてはないというところでご

ざいます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 実際に上田市、東御市に住んでいて、長和町まで駆けつけてくるのに災害

時ですから、何分かかるか分かんない中で、その初動体制について問題ないというその感覚がわか

らないんですけれども、そんなときにぜひその抜き打ちで非常招集をかけて、実際に、災害時じゃ

ないけれども、実際に何分かかったのかというそれを調べてみることが必要じゃないかと思うんで

すが、そういうことをやる考えはないのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 抜き打ちで職員に非常招集をかけて、実際に職員が集合するまでどの

くらいかかるのか、実施するか否かという御質問でございますが、災害の状況などにつきましても、

ケース・バイ・ケースであると考えられるところでございますけれども、現状では実施する考えは

ございません。ただ、現在災害時におきまして職員への周知や参集など、現在活用しておりますロ

ゴチャット、オクレンジャー等のアプリを更新する際には、ぜひとも検証してみたいと考えておる

ところでございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 再度伺いますけれども、地区担当職員が各地区に張り付けられております

けれども、その担当職員が上田や東御に住んでいてそれがダブってたりした場合に、その初動対応

にその地区は遅れが出るんじゃないかというふうに思うんですが、それについてどう考えているか

伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 地区担当職員制におけます役割の一つに、災害、豪雨災害、大雪とあ

るわけでございますが、これらの際の地区の見回りがございます。 

 先ほども申し上げましたが、警鐘も促す効果もあり、災害発生時の職員行動マニュアルに基づい
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て対応したいと考えておりますので、初動対応に遅れが生じることのないよう、今後も鋭意努めて

まいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） しつこく聞きますけれども、この状態が続く、逆に言うとこの状態がどん

どんどんどん進んでいった場合、先ほどの町外者２３名というのは、役場職員の４分の１相当かな

というふうに思うんですが、これがどんどんどんどん進んでいった場合に、本当にどうなってしま

うのかというこの状態は非常に望ましくないというふうに考えるんですけど、対策は考えられるの

か、伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 令和３年の１２月に総務省から発出されました地方公務員の職員採用

方法の多様化についての概要につきましては、中途採用の取組の推進、職員採用試験の多様化、選

考採用の活用と留意点とこれらになりますけれども、これらも鑑みるとともに災害などに対する対

応につきましても、実情をしっかりと検証し、今後の課題といたしまして考えてまいりたいと思い

ます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 町では、課題が山積しておりまして、災害対応、少子化対策、高校通学問

題など様々な問題がある中で、その職員が町内にいなくてという非常に問題であるというふうに思

いますし、真剣に考えていけるのかというそういう心配もあるとともに、がっかりというのが本当

の今思っている感想でございます。しっかりした対応をしていただきたいというふうに思いますし、

今後のことについても、理事者で何か発言がありましたら、お願いをしたいと思います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） ただいま、総務課長からお話しあったとおりでございます。 

 やはり今、こういう時代が変わってきておりますので、そういったものに対応していく、このこ

とも行政として大切でございますし、有能な人材をお願いするということにおきましてもそうでご

ざいますし、そして、採用した職員には極力、長和町に住んでいただくよう、居住していただくよ

う、お願いはしておるところでございますので、そういったことを御理解をいただきたいというふ

うに思っております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 私もいろいろ考えましたけど、特効薬がないのかなというふうに思います

し、ただ、この状態が進むのはまずいかなというふうには思いますので、しっかり対応をお願いし

たいというふうに思います。 

 次の質問なんですが、障がい者の採用に関する質問なんですけれども、障がいのある方も積極的

に御応募くださいというふうにゆいねっとのテロップが流れているんですけど、実際にどの程度の

採用があるのか、何人が採用になっているのか、これについて伺います。 
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○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 障がい者の採用に関する御質問でございますが、現在雇用されている

障がい者は１名おるところでございます。新規の応募は現在ございませんで、障がい者雇用は厳し

い状況となっておるところが現状であります。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） この障がい者の雇用について、何％を雇用しなければいけない等々のそう

いう項目があってのパーセント条項があって言っているのか、本気で雇用するつもりがあるのかど

うか、それと、役場職員には正規の職員と会計年度職員ともう一つというようないろんな職員がい

るんですけども、会計年度職員はこの対象外なのかということで伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） パーセント条項についての御質問でございますが、障がい者の雇用の

促進等に関する法律におきましては、全ての事業主は対象障がい者の雇用に関し、社会連帯の理念

に基づき、適当な雇用の場を与える共同の責務を有するものであって、進んで対象障がい者の雇用、

雇入れに努めなければならないということとされておりまして、これにつきましては、労働者を雇

用する事業主は個人であると法人であるとを問わず、官公庁であると民間企業であるとを問わず、

身体障がい者、知的障がい者または精神障がい者に雇用の場を提供する社会的責任を有するという

こととされているところでございます。 

 このため、この法律に基づきまして、障がい者雇用率いわゆる法定雇用率を設定し、国及び地方

公共団体並びに民間事業主に対しまして、対象障がい者の雇用を義務づけておるところでございま

す。 

 これによりますところの当町の障がい者法定雇用率は２．６％でございますが、実雇用率につき

ましては１．８２％で下回っているところでございます。 

 なお、会計年度任用職員も法定雇用率算出の対象の人数となってございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ３と４の質問を一緒に行いますので、一緒に答弁願います。 

 積極的に御応募くださいでは、内容が分からないので応募がないと思うが、採用に向けて障がい

者枠を設けたらどうかという質問と、役場には多種多彩な働く場所があるので、障がい者の雇用に

向けて働ける場所をピックアップして再検討してほしいと思いますが、これについてどう思うか伺

います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 以前に、障がい者雇用枠で採用した経過がございますが、採用した方

につきましては、既に退職され、その後はなかなか応募がない状況となってございます。 

 定着、応募ともに難しい状況ではございますが、業務内容や採用枠などをしっかりと精査しなが

ら雇用に向けて引き続き、募集を行ってまいりたいと考えております。 
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 障がい者の雇用に向けた再検討に対する御質問でございますが、この件に関しましては、以前よ

りハローワークとの面談を行っておりまして、御紹介いただくよう依頼してございますので、障が

い者の雇用に向けて引き続き検討を重ねながら、募集を行ってまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） しっかりと対応をお願いしたいと思います。 

 次の質問ですが、もう一つ、職務経験者として昭和６０年４月２日以降に生まれた人まで採用枠

を増やしているのはなぜか、これが全国的な傾向なのか、町独自なのか、以前は上限は３０歳まで

でなかったのか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 職務経験者の採用に関する御質問でございますが、国でも、主に就職

氷河期世代の支援に係るものをはじめといたしました経歴不問の中途採用試験に加えまして、経験

者採用試験も含めた中途採用や地域の実情に応じた職員採用試験の実施などの取組に力を入れてお

りまして、県内でも多くの自治体が職務経験者を募集しております。 

 民間におきましても、転職者向けの求人の増加や職務経験者を採用する流れにつきましては、世

間全体的になっているというところでございます。町では職員の年齢層に偏りがあるため、今回に

つきましては、町独自のものとして年齢の平準化を図るために昭和６０年４月２日以降に生まれた

人というところまで採用枠を拡大したところでございます。 

 年齢上限につきましては、今までにも職務経験者を募集した経過もあり、その際も３０歳を超え

る枠で採用してございます。 

 以上です。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ホームページからプリントアウトした募集案内なんですけれども、参考と

して５年経過した人の採用の場合に、給料は幾らというふうに出ていんですが、公務員の給料の前

歴換算というのは、前職が公務員、その公務員も県であったり国であったり市町村の事務方の場合

は１００％で見るというルールがあるんですが、そうでなかった場合には８０％、極端なことを言

って０％という場合もあるんですけど、今回の３８歳まで応募を広げている中で、３８歳の人が実

際にこれで応募してきた場合に、事務経験がなくてきた場合の給料というのは、同年齢に比べてか

なり下がってしまう。せいぜい３０歳ぐらいじゃないと、給料の差があってしまって、それがずっ

と続いていくと退職するときにかなりの差が出てしまうというそういう形になるんですが、その中

で、前歴換算をしても同年代の職員より給料が下がるが、これについて理解をしているのか、採用

をされようとしているほうも。どのように調整するのかしないのか、そのことをきちんと公表しな

いと応募はないのではないか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 
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○総務課長（藤田健司君） 前歴換算についての御質問でございますが、前歴換算の方法につきま

しては、条例に規定されておりますとおり、これに基づき計算をし、初任給を定めておるところで

ございます。同年代の職員より給料が低い場合につきましては、ただいま原田議員のほうからあり

ましたが、条例に基づく前歴計算の結果、前歴が１００％に至らなかったということによるところ

でございます。 

 次に、理解しているのかの御質問でございますが、今回の募集要項には職務経験５年の人の初任

給を例に掲げさせていただきまして、学歴や職務経験年数によって初任給は変わることを記載し、

募集をかけさせていただいており、応募者の方の現在の給料に当てはめ確認いただければ、御理解

いただけるものと考えておりますし、給与のことでございますので、問合せなどございますれば、

丁寧に対応してまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） その前歴を持っている人の給料というのは非常に難しいんですけれども、

実際に９月６日までの募集になっている中で、今のところ応募があるのかどうかということ、それ

と、中には公務員であり同じような仕事をやっていた人が来た場合に、その人は１級の何号俸、主

事なのか主任なのか主査なのか、ひょっとして係長なのか、そういうこともあり得るんですけれど

も、そこら辺はどうなっているのか、どういうふうにするのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 現在、問合せは１名ございます。それで給与の関係でございますが、

年齢、職歴等ありますけれども、その関係につきましても、条例に当てはめた場合に、いきなり係

長職というのは多分難しいのかなと考えておりますが、その人の経歴等を勘案しながら、また適宜

対応してまいりたいと、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ３８まで広げておりますが、やはり前歴換算を考えた場合には、３０が適

当かなというふうに思いますし、採用した中で、同年齢、同年代の人たちで長和町をしっかり守っ

ていく、しっかり運営していくんだというそういうことから考えた場合には、やはりこの経験年数

の大きな人を採用するというのは、非常に後々難しい問題が起きるのかなというふうに思います。 

 合併から２０年をたとうとしている中で、２０年前のその合併時に定年前に辞めていった人があ

り、また今現在こういう状況で、人手不足とは言わないけれども、こういう状況があって、じゃあ

２０年後どうなるかということを考えた場合に、やはり従前の３０代の人を採用してしっかり経験

を踏ませて、係長、課長というような、そういうふうにもっていってもらいたいなというふうに要

望して、次の質問に移ります。 

 次の質問は、ブランシュたかやまスキー場についてなんですが、先日、マウント長和の社長より、

「今まではスキーヤーオンリーだったけれども、スノーボードも共存へ検討したい」と発言がござ

いました。これについてどう考えているのか、町はこれからもスキーヤーオンリーにこだわるのか、
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そこら辺は会社とちゃんと話ができているのか、会社の考えを受け入れる考えがあるのかどうか伺

います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 今、お話ございましたように、先般、株式会社マウント長和の小林社長

より、スノーボードの検討について発言がございました。 

 スキーヤーオンリーのスキー場を転換していくのは大変難しいことであると推測されますが、こ

のままスキーヤーのみにこだわっていれば、スキー場の存続にも影響する可能性がございますので、

株式会社マウント長和においてしっかりと議論を重ねていただくとともに、スキー場の在り方とし

てどういった経営方針がよいか、町としても、株式会社マウント長和とともに検討してまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） この件につきましては、昨年も一般質問しておりまして、そのときはス

キーヤーオンリーで行くんだという話でございましたけれども、ここで方向転換があったわけで、

私は朝令暮改で悪い話ではないというふうに思っておりますので、この方向で進めていただきたい

なというふうに思うんですが、ボーダーを入れることによりまして、スキーヤーオンリーがよいと

していたお客さんは減ると思います、シニア層等。ボーダーが入ることによって入場者が増え売上

げ増になるというふうに個人的には思います。 

 それは何かというと、家族でスキーヤーの息子がいて、ボーダーの娘がいれば、一緒に同じス

キー場で滑れる、そうすると鷹山に来る、宿泊するというそういうメリットが起きるんじゃないか

なというふうに思っております。 

 ただ鷹山は、狭い林間コースもあり、以前からボーダーの行儀が悪いというか、やたらそこら中

に座り込んでしまうという、そういうことを考えると、接触を懸念するスキーヤーもあるとは思い

ますが、例えばコースを限定するなど、安全面を考慮すれば問題の解決になると思いますが、どう

か。 

 ペンションも両方できることで誘客しやすくなるというふうに思いますし、メリットがあると思

います。何か支障になることがあると考えているのか伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 今まで、スノーボードを入れずにスキーヤーオンリーを貫いた理

由といたしましては、スキー最盛期である今から５０年前、ゲレンデにスノーボーダーはいません

でした。ところが、それから僅か１０年後になるとボードが急増してゲレンデを独占してくるほど

になりました。 

 アメリカの刑務所から始まりましたルーズスタイルの流行に乗り、スノーボードはスノースポー

ツの中で不動の地位を築きました。この時期、まだスキー場は大混雑が土日祝日は続いておりまし

た。そんな中で、マナーの悪いボーダーがゲレンデを飛び回り、ちょっとの不整地であればジャン
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プをし、ゲレンデの真ん中でたむろして座り込み、動かない。こんなスタイルは従来のスキーヤー

には、非常識の何物でもなかったかと思われます。現在６０歳から７０歳のスキーヤーのほとんど

の人が思っているかと思います。スノーボーダーがいると危ないとの認識でスキーヤーオンリーを

貫いてまいりました。 

 ところが、２０年から３０年前のボーダーと現在のボードユーザーはスノースポーツへの意識が

大分違う状況になっていまいりました。その一つに、スノーボードを取りまとめる全国組織ＳＡＪ、

ＳＡＩ、ＢＳＪＡなどが安全対策、またそれぞれの方式に基づいた技術指導体制を確立し、指導機

関の充実が図られてまいりました。この裏付けといたしまして、スノーボーダーの大事故、大けが

は減少してまいりました。 

 以上の理由により、スノーボード解禁を検討しておりますが、お客様への安全の担保、スノー

ボーダーへのルールの徹底、スキー場従業員の賛同と安全作業面の変化への対応、スノーボーダー

への新しいサービスを確立しないといけないことから、今後、運営会社をはじめ、各関係者の皆様

と協議を重ねてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 方向とすれば、会社も町もスノーボーダーを導入ということで進んでいる

という話でございますが、早ければいつからなのか、今シーズンというか、この冬に間に合うのか

どうか、それとも来年なのか、それともまだ未定なのか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 先日も、マウント長和と話をさせていただきましたけれども、今

シーズンについてはまだ難しいというふうにお話を伺っております。 

 いずれにしても、まだ検討の段階でありますので、またその時期については、はっきりしてきた

ところで発表させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ボードの導入は、待ったなしだというふうに思いますので、一刻も早く導

入をしていただいて、多くの方に来ていただいてブランシュたかやまを楽しんでいただきたいなと

いうふうに思います。要望します。 

 この関係の最後ですが、エコーバレースキー場について。 

 エコーバレースキー場につきましては、この後、荻野議員からも質問がございますので、私が確

認をしたいのは、エコーバレースキー場はこの後どうなるのかということ。今現在どうなっている

のか、当初はこのエコーバレースキー場も町が関わった第三セクターの会社だったが、今は関係が

ないのかというこの点について伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） エコーバレースキー場の見通しでございますが、あくまで推測と

なりますが、今の所有者が手放し、別の事業者が所有をしていただければ、再開の可能性はあると
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思われます。 

 今までの経過に触れますと、令和２年１０月営業できないとのお話があり、１１月には町、長和

町商工会、信州・長和町観光協会において、株式会社ブルーキャピタルマネジメント本社へ出向き、

代表取締役会長兼社長、専務取締役ウェルネス事業リゾート部門本部長に対し、営業継続の要望を

行いました。その後、リゾート部門本部長が、エコーバレースキー場の支配人を兼務しており、何

度か支配人と粘り強い交渉を持ちました。また、支配人から営業を再開する上で、町に対し要望を

いただき、町は誠実に対応をしてまいりました。最近では、地元からの協力のお願いや運営してい

ただける事業者を探していると話を伺っていました。 

 地元での運営については、エコーバレースキー場周辺のペンション、ホテルの有志約１０名が発

起人となり、運営会社を設立したいとの動きがありました。結果、折り合いがつかず、断念したと

伺っております。また、支配人からは、幾つかの事業者と運営に関する交渉を行ったが、うまくい

かなかったとの話がありました。 

 現在は、次のシーズンも営業できないと話があったところでございます。 

 運営につきましては、当初、昭和５５年に長門町スキー場開発株式会社が設立されました。事業

主体は、地元企業と町が共同出資で事業を進める第三セクター方式が取られ、昭和５６年１２月に

オープンとなりました。 

 その後、まもなく民間の会社によるものとなり、最近では幾つか運営会社が変更となっておりま

す。いずれにいたしましても、民間企業が所有しているものでございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） ただいまの件につきましては、了解をいたしました。 

 次の質問に移ります。 

 買物難民対策についてということで、幾つか質問しますので、答弁をお願いします。 

 和田地区からコンビニエンスがなくなり、牛乳やおにぎり、パンなどの食材が買いにくくなって

いるが、実情はどうなのか、要は足りているのか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 買物難民対策に関する御質問でございます。 

 和田地区から、お話しございましたようにコンビニエンスストアがなくなると話があったとき、

これは大変不便になってしまうと考え、運営事業者に対し、聞き取り調査を指示をいたしました。 

 和田地区撤退の大きな要因は売上げの減少で回復も見込めないこと、それから本部からの強い指

示があったものであるとお聞きをいたしました。そのときに話されていたことは、おにぎりや弁当、

パンなどの廃棄が毎月７０万円を超える。で、コンビニの性質上、安売りもできないことから大変

苦慮していたということでございました。 

 で、和田支所隣のコンビニは約８年間営業をしていただきました。撤退したときは大変不便だと

いう声が多くありました。当然、あったものがなくなったわけでございますから、不便でございま
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したけれども、今ではそれぞれ対応ができているものというふうに考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） あったものがなくなったので不便なんですけども、その後の話でどうする

のかという話なんですが、巡回バスの利用者の目的が何なのかということで伺いますが、これから

町が検討していくデマンドバスの中で、巡回バスを今まで利用していた人の目標、目的は、依田窪

病院、今は、丸子の中央病院まで行ってますので、病院なのか、買物なのか、温泉なのかというこ

とで伺います。 

 乗車数、降車数により、実人数を把握しているのか、現在検討されているそのデマンド交通にも、

基本的な数値として必要と思うが、どうなのかということで伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 巡回バスを御利用いただいている皆様の目的についての御質問でござ

いますが、御質問のとおり、それぞれ病院であったり、買物や温泉など、それらが御利用されてい

る皆様の目的であると考えておるところでございます。 

 次に、実人数を把握しているかとの御質問でございますが、乗車人数につきましては、６月の一

般質問で御回答させていただきましたが、把握をさせていただいてございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 私の質問じゃなかったと思いますので、病院、買物、温泉なのか、これの

３つの割合はどうなのかを伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 割合は、特段押さえてございませんで、それぞれの便の人数を押さえ

てございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） これについては、今後のデマンドの中で必要になりますので、数値を後か

ら教えてください。 

 次の質問なんですが、町内に買物できるスーパーがあれば巡回バスを町外まで運行する必要はな

いが、町内で食材の買物ができる場所の確保はできないか、黒耀マルシェに肉や魚類などの充実が

図れないかということについて伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） マルシェ黒耀では、地元の農産物の直売に限らず、地域の逸品や

信州ならではのお土産に加え、Ａコープ商品を中心に日配品や食料品等も取りそろえ、ミニスー

パーとしての機能も持ち合わせた店舗運営を行ってございます。 

 まずもって、農産物直売所において食料品等の取扱いをしている事例は極めて少なく、住民福祉

の観点から、マルシェ黒耀の企業努力により成り立っているところでございます。 

 マルシェ黒耀では、現在、肉、魚、乳製品、菓子、加工品、飲料、調味料等の一般食品の合計で
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約２３５品目を扱っており、そのうち、肉類・魚類は１５種類、週およそ１５０パックを仕入れて

ございます。 

 仕入れに対する廃棄ロスは２％程度でありまして、肉類、魚類は仕入れ先のＡコープ国分店の店

頭価格と同額で販売しており、また、売り切るために割引販売を行っているため、値下げロスも多

少発生しているところでございます。 

 これを実現するために、ニーズの低い商品のアイテム数を減らし、ニーズの高い商品を厳選して

品ぞろえすることで廃棄ロスを極力抑えております。 

 近隣に大型ドラッグストアが開店した影響もあり、ニーズの変化に合わせて随時商品構成を見直

しながら、赤字を出さない努力を行っていただいております。 

 肉や魚の充実が図れないかという御意見につきましては、陳列スペースが確保できないこと、消

費期限が短いため廃棄ロスによる赤字が生じることも懸念されるため、直ちに実施することは厳し

いとの認識でありますが、町といたしましても、住民皆様の御要望にお応えできるよう、マルシェ

黒耀と協議してまいりたいと考えております。 

 また、ＪＡのまごころ宅配便を活用し、長和町内を対象に毎週月・木曜日に食料品や日用品等を

自宅にお届けする宅配事業を実施しております。こちらは、カタログからお好きな商品を選んで買

物することが可能となりますので、組み合わせて御利用頂くことで、計画的かつ充実した買物を行

うことにもつながりますので、積極的に御活用頂けるよう、マルシェ黒耀と連携して周知を図りた

いと考えてございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） マルシェにありますよという話なんですが、もっと増やせないかというこ

とで質問したんですけど、もしマルシェで満足できない場合には、丸子のスーパーへの買い出し路

線を充実させなければならないんですけども、そうなった場合に今もバスは行っていますけども、

町とすればマルシェを充実させるのと買物路線を充実させるのと、どちらのほうが町の出費を減ら

せると考えているのか伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 丸子地域へのスーパーへの買い出し路線につきましては、ＪＲバスが

既に走っておりますが、路線の充実につきましては、その充実の度合いにより経費も変わってくる

ため、町内で食材の買物できる場所の確保との比較につきましては、様々な条件により異なると考

えておるところでございます。 

 なお、令和６年４月を目途に進めておりますデマンドバスを導入いたしますと、町内にございま

す生鮮食品や飲料・日常雑貨を扱う商店へも直接運行が可能となる予定でございますので、そのよ

うに御利用頂ければ、新たに町の出費が発生することはないものというふうに考えておるところで

ございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 
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○７番（原田恵召君） 昨日、阿部議員から議会で視察に行ったという話がございましたが、檜原

村も身延町も、デマンド交通に国や県の補助があるんだというふうに言っていましたけれども、そ

の要件として、長和町に該当するその要件は何なのかを伺います。 

○議長（森田公明君） 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 今までの町のスタイルでは補助要件がございませんで、補助申請は至

らなかったわけでございますが、地域公共交通全般に関わります補助金の要件に関する御質問でご

ざいますけれども、国が定める協議会におきまして、議論されました、策定された計画を国へ提出

し、認定頂くことが必要でございます。その後、各種補助メニューに沿った事業計画の策定及び申

請の後に補助事業の採択となるという段取りでございます。 

 いずれにいたしましても、補助事業の制度も変更になってございますので、デマンド交通に移行

した場合に採択される補助の模索についても、積極的に行ってまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 国・県の補助金でございますけども、大金ではないんですが、およそ１割

とかなんですけども、運営の中では大切なお金だというふうに思いますので、ぜひ該当するような

そういう形で申請を進めていただきたいというふうに思います。 

 デマンドから少し離れまして、違う方面からの話を申し上げますと、買物難民のために、下伊那

郡何とか村とか何とか町、３町村あるそうですが、町で公設民営のスーパーを開設しているという

話がございました。当町とすれば、この公設民営のスーパーというものをどう考えるのか伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 昨年、商工会和田支部において、「電話一本で配達」、「テイク

アウト・デリバリー」のチラシを新たに作成し、和田地区の皆様宛て全戸配布にて周知するなど、

各地域の商店が特色を出して頑張っていただいております。 

 このほか、町内各地にデリシアによるとくし丸の事業、また、生協や先ほどのマルシェ黒耀、Ｊ

Ａまごころ便などがございます。確かに近くにお店があり、自分の目で買いたいなどのニーズにお

応えにくい場面もあるとは思いますが、現状を踏まえ、町が公設民営スーパーを開設することは考

えてございません。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） もう一つニュースになっていたのが、茅野の別荘地で無人のスーパーを設

置したというニュースがありました。これはクレジットカードでの無人による販売で、経営はスー

パーマーケットだったんですけども、導入を検討する考え、業者に話を聞くとかいう考えはないの

か。かつての農協のお店のように、大門２つ、長久保、古町、そういうような形で細かく設営がし

てもらえれば、非常に便利でありますが、それについてどうか伺います。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 新聞等の報道を見まして、無人スーパーは大変有効であると思わ
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れます。町に多くの別荘地や近くに店舗がない集落が多くありますので、運営事業者から話を聞く

など、長和町商工会とも相談しながら、導入することが有効であるかどうか、研究・検討を行って

まいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 最近のニュースで、冷凍のおにぎりが発売になるという話がございまして、

冷凍のおにぎりってどのくらいもつかなと思ったら、９０日、本当に日持ちするんだなと思いまし

たけども、今、冷凍食品が進んでおりますので、ぜひ住民が手に入れやすいような、食べ物に困ら

ないような、いろんな政策、施策を進めていただきたいというふうに要望しまして、残り時間が短

くなりましたので最後の質問に移ります。 

 長久保信号機右折レーンの延長についてということで、実はこれは８月２９日に地元説明会がご

ざいましたので、要点を申し上げますと、現在の四泊落合から長久保までの信号の間が、８メー

ターの道路が１４メーターに広がるという話でございました。 

 また、長久保の右折レーンは、現在５５メーターを１１０メーターに広げるという話でございま

した。山側、川側で申し上げますと、川側は全域に歩道をつける、そして今、現在工場がある長門

電材下のカーブを修正して、あそこが５０キロのスピードで冬の場合にはよく滑ってしまって、人

家に突っ込むという話がありましたので、そのカーブを６０キロで行った場合でも、まっすぐ進め

るような、そういう修正を行っていくという話がございました。 

 また、四泊川と国道の交差点に公共大型ますを設置して水害対策を行う。 

 また、四泊停留所にはバスベイというバスポケット、バスレーンのようなものを設置して、安心

して子供がバスに乗り、高齢者がバスに乗れて、その横を車が通り抜けられるという工事も行うと

いう話がございました。 

 今後、令和８年までの４年間で進めていくという話でございましたけれども、この計画が順調に

進むかどうかは、地元の人の同意も必要なんですけれども、全体計画としてこれ以外でどうなって

いるのかを伺います。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 長久保信号機の佐久方面へ向かう右折レーン、滞留区間の渋滞の認識は

あるかとの御質問でございます。 

 今お話があったとおり、新和田トンネル無料化によりまして交通量が大変増えております。上田

建設事務所では、新和田トンネルが無料化される前と後の交通量調査を行っております。１年前の

令和３年５月２０日の交通量の調査と無料化後の令和４年５月１９日の時点では、小型大型車合わ

せて１．５倍、大型車だけでは１．８倍に増えておるということでございます。現在では、さらに

増えておるというふうに思っております。 

 そして、大型車両が四、五台つながれば、普通車でも上田方面へ直進する車が通行できなくなり、

旧ドライブイン中山道の入り口までつながっていることは、承知をしておるところでございます。 
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 このことにつきましては、現在県で計画している国道１４２号長久保から四泊落合道路拡幅事業

に入っておるわけでございます。そしてこのことは、四泊地区の歩道がないということで、数年前

から建設事務所のほうへお願いをしてまいっておったわけでございますが、そのことも並行して進

めていただく、そして今申し上げた、四泊長久保の信号のところも、併せて進めていただくという

ことになっております。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） すみません、全体計画自体を先ほど私が申し上げてしまったので、課長の

答弁も同じになると思いますので、次に（２）の②の歩道は両側に設置されるのか、横断歩道はあ

るのか、これについて伺います。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 歩道は、道路西側については全線設置いたします。東側につきま

しては、株式会社武重商会のガソリンスタンドから四泊町営住宅までの間、２１５メートル設置さ

れます。また、新規での横断歩道につきましては、予定にはございませんが、現在ある歩道の位置

は、公安委員会と調整中とのことでございます。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 時間がなくなってきましたので、最後の質問をしたいと思いますが、笠取

峠から下ってきたトラックが、赤信号でも突っ込んできて非常に危険な場面が多々あります。事故

が起きないか、非常に危険なところなんですけども、その原因の一つに、この信号機が前にトラッ

クがいると後ろが見えない。後ろの車は見えないので突っ込んでしまうという、わざわざ突っ込ん

でいるやつもいますけども、その中で、この手前にカーブがありますので、その手前に、長久保横

町のところには予告信号がついているんですけども、そういうような形で、今、赤ですよというこ

とを知らしめるような、そういうようなものをつけることができないか、要望してほしいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（森田公明君） 龍野建設水道課長。 

○建設水道課長（龍野正広君） 長久保信号機の場所も改良箇所となっていますので、加えて要望

をしていきたいと思います。 

○議長（森田公明君） 原田議員。 

○７番（原田恵召君） 実は、明日長久保でこの説明会があるんですが、該当する地権者と町会議

員と地元財産区議員のみの話という話でございまして、できたらオープンにしていただいて、一般

の方から意見を頂いて改良していくのがベストだと思いますので、これからも一般の方からの意見

を聴取できるような、そういう施策をお願いしたいと思います。 

 また、地元の方の御理解を得ながら進めていただきたいというふうには思いますので、よろしく

お願いします。 
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 以上で、質問を終わります。 

○議長（森田公明君） 以上で、７番、原田恵召議員の一般質問を終結いたします。 

 ここで昼食のため午後１時まで休憩といたします。 

休        憩   午前１１時３５分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 １時００分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ３番、荻野友一議員の一般質問を許します。 

 荻野友一議員。 

○３番（荻野友一君） 議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

 私は今回、長和町の観光振興策について質問いたします。 

 国土交通省の観光白書の中で、令和５年度に講じようとする施策について、持続可能な形での観

光立国の復活を掲げ、第１節、持続可能な観光地域づくりでは、１、観光立国推進基本計画の持続

可能な観光地域づくり戦略に従い、地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化のた

め、宿泊施設等の改修廃屋撤去等のハード面の取組に加え、キャッシュレス化等の観光地における

面的なＤＸ化によるソフト面の取組を、複数年度にわたる計画的・継続的な支援策を活用して支援

する。また、観光ＤＸや観光産業の革新観光人材の育成・確保等の取組も支援する。 

 ２、観光地づくり法人ＤＭＯを核として、適切な観光地マネジメント体制の構築や一過性の補助

金に頼らない持続的な観光戦略の策定・実施の促進のため、地域での観光地マネジメントを確立す

るための取組を支援するとともに、観光地域づくり法人の形成を進め、外部専門人材の登用や中核

人材の確保・育成、宿泊税、入湯税等の持続可能な財源の確保等の観光地域づくり法人の体制強化

等を支援する。 

 ３、地域独自の観光資源（自然、文化・歴史、地場産業等）を保全・活用したコンテンツ造成や、

観光旅行者から入域料を徴収し地域づくりに還元するためのシステム・設備整備等を支援する。ま

た、地域環境に配慮した旅行の普及啓発等を行う。 

 ４、優れた観光資源の保全・活用による観光地の魅力向上のため、良好な景観の形成・保全・活

用等を進めるとともに、エコツーリズム等の取組や旅行者の安全の確保等の取組の支援等を行う。 

 第２節、インバウンド回復では、１、観光立国推進基本計画のインバウンド回復戦略に従い、早

期の訪日外国人旅行消費額５兆円の達成等の目標達成のため、文化、自然、食、スポーツ等の多岐

にわたる分野を対象とし、伝統芸能等の特別な体験や期間限定の取組の創出等の支援や、海外にお

ける日本への誘客イベントの開催等を集中的に行う。 

 ２、消費拡大に効果の高いコンテンツの整備のため、アドベンチャーツーリズムやアート・文化

芸術コンテンツの整備、地域の食材を活用したコンテンツの整備等を支援する。 

 ３、地方誘客に効果の高いコンテンツの整備のため、民間提案による国立公園の魅力向上、国際
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競争力の高いスノーリゾートの形成、歴史的資源を活用した観光まちづくりを進める。また、文化

観光の推進のため、文化施設の夜間活用や日本遺産の活用、文化観光拠点の整備等を支援するとと

もに、スポーツツーリズム、農泊、サイクルツーリズム等多種多様なコンテンツ整備を行う。 

 第３節、国内交流拡大につきましては、１、観光立国推進基本計画の国内交流拡大戦略に従い、

措置された予算を活用して全国旅行支援を着実に実施するとともに、平日旅行需要喚起キャンペー

ンの実施等による国内旅行需要の平準化を着実に進める。 

 ２、新たな交流市場の開拓として、ワーケーション・ブレジャー等の普及・定着を一層進めると

ともに、第２のふるさとづくりやユニバーサルツーリズム等の定着に向けた環境整備を行う。併せ

て、公共施設等の一体的・総合的なバリアフリー化等を着実に進めるとあります。 

 また、先ほどの地方誘客に効果の高いコンテンツの整備につきましては、１、国立公園の魅力向

上とブランド化、２、国際競争力の高いスノーリゾートの形成、３、歴史的資源を活用した観光ま

ちづくりの推進、４、文化観光の推進、５、スポーツツーリズムの推進、６、農泊の推進、７、地

方誘客に資する各種のコンテンツの整備と、まるで長和町のためにあるような施策が提言されてい

ます。 

 まず、最初の質問になりますが、長和町長期総合計画の中で、推進施策３として観光の振興を打

ち出し、目指す方向として、１、観光資源の再確認・発掘と観光ルートの確立、２、町内宿泊施設

の利用増加、３、人気イベントの継続と新規イベントの創出、４、観光ガイド等の育成と施設の充

実、５、町内観光の利便性の向上、６、インバウンドによる観光の推進の６点を掲げています。 

 町の産業振興の中で観光産業がどのように位置づけされ、発展させるために、どのような考えが

あるのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 町の観光振興策に関する御質問でございますが、荻野議員におかれまし

ては、以前より商工会会員事業者として地域振興や観光施策に関わる事業に携わっていただき、議

員となられた現在におきましても、観光振興策に関して町へ提言をいただいております。感謝を申

し上げます。 

 さて、町は、町における総合的かつ計画的な行政運営を図るため、１０年ごとに長期総合計画を

策定しており、その中で５年ごと前期と後期に分けて策定することとしており、いわば町の基礎と

なる計画でございまして、行政はこの計画に基づきまして運営をしているものでございます。 

 現在は、第２次計画の後期基本計画に基づきまして、産業の振興では活力に満ちた産業のまちづ

くりを目標とし、観光の振興をこの中において策定しておりこの内容に沿い、各種施策を実施して

いるところでございます。 

 長和町におきまして、観光産業は主要な産業の一つでございます。また、町内において観光に資

する地域資源が数多く存在していると考えておりまして、観光産業は、今後ますます発展する可能

性を秘めていると考えておるところでございます。 
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 これら地域資源を有効に活用しながら、前段に申し上げました計画に基づきまして、関係機関団

体と連携をし、観光推進施策に取り組んでまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 次の質問になります。 

 先ほどの目指す方向の中にある観光ルートの確立とは、具体的にどのように考えているのか。観

光ルートといいましても、文字どおり町内の観光地を経由するルートなのか、または観光客が当町

へ足を運ぶ際の検討から実行までを示すルートなのか、または観光客が当町の観光施設に興味を持

つまでのプロセスなのか、いろいろと考えられますが、町の考えをお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 観光ルートの確立は大変広い分野でございます。 

 現在、町が関係団体と取り組んでいるものとして、実際に町を訪れていただく交流人口を増やす

ため、観光客が町へ足を運ぶルートや町内の観光地を巡ったり体験などを通じ、滞在する観光ルー

トの確立と、旅前後に長和町のファンになっていただくなど関係人口を増やすため、町に興味を持

っていただくプロセスを含めた観光ルートの確立を目指しているところでございます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 観光ルートの確立について、具体的な考えを質問したのですが、長和町に

興味を持っていただくためには、効果的な情宣活動が必要となり、費用が安く効果の高い方法を考

えているのか。観光客が長和町に興味を持ってくれたときに、長和町を楽しむためのコンテンツが

しっかり提示されているのか。 

 実際に訪れた際に、観光客目線で考えられた交通手段はあるのか、徒歩や自転車を楽しむための

案内は確実にできるのか、いろいろと観光振興では考えなければならない項目がたくさんあると思

います。これらを具体的に考えていくことが必要だと思います。 

 次の質問です。 

 町内宿泊施設の利用増加については、先ほどの長期総合計画の中で、当期のスキー客はスキー場

周辺の飲食店やペンション等の宿泊業者をはじめ、町にとっても重要な観光・レクリエーション資

源であったと記されています。 

 当期の重要な観光資源であった２つのスキー場のうち、エコーバレースキー場は既に３シーズン

休業となっています。昭和５６年に国設エコーバレースキー場として開業して以来、上村愛子さん、

藤森由香さん、２人の東京オリンピック入賞者を輩出し、スノーボード愛好者からは聖地と呼ばれ、

スキー場開業とともに多数のペンションが開業され、長和町の観光産業を担ってきた大事なスキー

場です。この、スキー場の休業について、町はどのように捉えているのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） エコーバレースキー場に関する御質問でございます。 

 先ほど、原田議員からの御質問とダブりますが、エコーバレースキー場は、農林労働者の冬期就
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業の場として、また、商圏拡大、過疎対策などの目的によりまして、今お話しございましたように、

昭和５６年１２月にオープンをし、以来ですね、大勢の皆様に御利用をいただいておりました。途

中、事業者が変更されまして現在の状況になっております。 

 町はですね、令和２年１０月営業しないという連絡を受けまして、地域にとって、また町にとっ

て、大変憂慮すべき事態と捉えまして、町の商工会そして観光協会とともに、私もですね、直接、

会社に出向き代表者に対し直接営業の継続を求めてまいりました。 

 併せて、周辺のペンションの皆さんに対する影響が大きいと考えまして、地方創生臨時交付金を

活用しまして、事業継続のための各種施策を実施をしてきたところでございます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） エコーバレースキー場の現在の運営会社について、町で捉えている概要を

お尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 現在所有している事業者は、株式会社ブルーリゾートエコーバ

レーでありエコーバレースキー場が本社となっております。 

 この会社は東京都に本社のある株式会社ブルーキャピタルマネジメントの代表取締役会長兼社長

が代表を務める子会社であり、エコーバレースキー場のためにつくった会社でございます。 

 株式会社ブルーキャピタルマネジメントは、再生可能エネルギー事業をコアに、ウェルネス事業、

デベロップ事業、投資事業など、多方面にわたり事業展開しており、エコーバレースキー場を買収

したときには、ほかに３つのスキー場や付随するホテルを買収した経過がございます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） ここですみません。私の通告した質問のうち、５番、６番は、先ほどの原

田議員の質問と重複しますので、割愛させていただきます。 

 質問７番目に移りたいと思います。 

 エコーバレースキー場の土地の所有者はどこかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） こちらで把握しているのは、国有林と大門財産区です。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） エコーバレースキー場の土地の所有者は、国と大門財産区ということです

が、株式会社ブルーキャピタルマネジメントは再生可能エネルギー、太陽光・バイオマス発電事業、

ウェルネス事業、デベロップ事業など、多岐にわたり会社経営をしているようです。エコーバレー

スキー場において、スキー場以外の土地利用に関しましては、大門財産区とも情報の共有を進めて

いただきたいと思います。 

 次に、大門財産区とは姫木平別荘地を含め、これからの観光開発についてどのような協議をして

いるのかお尋ねいたします。 
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○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 現在、直接には協議を行ってございません。今後このような場を

設ける必要があると考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） エコーバレースキー場の休業を受け、地元のペンション、飲食業の経営者

とはどのような話合いの場を設けているのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 休業時には各種施策について、信州・長和町観光協会を通じて、

姫木支部の皆様と話合いを行いました。また、都度このような形で話合いを行っております。 

 観光協会においては、令和５年度より刷新された信州・長和町観光協会姫木支部理事会において

も議題に上がっている状況でございます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） エコーバレースキー場の休業は、地元の宿泊業者にとっては大変大きな問

題であると考えます。スキー場の開業とともに、半世紀近く長和町を訪れる観光客と、いろいろな

話を重ねてきたことには大きな価値を持っていることだと考えます。ペンションのお客様には、リ

ピーターのお客様が多いと聞いています。スキーシーズンだけでなく、グリーンシーズンの長和町

の魅力についても、たくさんの情報をお持ちだと思います。町の観光振興についても、前向きな意

見が聞けるのではないでしょうか。信州・長和町観光協会を通じ、話合いを深めていってほしいと

思っています。 

 次に、エコーバレースキー場の休業が続くと、今まで当町に訪れていたスノーボーダーを失って

しまうことになります。スノーボード文化も熟成が進み、またスキーヤーと一緒に冬山を楽しむこ

とにも慣れてきている現在、株式会社マウント長和とも話し合い、ブランシュたかやまスキー場で

もスノーボードの受入れができないかと考えていますが、町の見解をお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 先般、株式会社マウント長和の小林社長より、スノーボードの検

討について発言がございました。スキーヤーオンリーのスキー場を転換していくのは、大変難しい

ことであると推測されますが、このままスキーヤーのみにこだわっていれば、スキー場の存続にも

影響する可能性もありますので、株式会社マウント長和において、しっかりと議論を重ねていただ

いた上で、町は総合的に判断をしてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 私も、町近隣のスキー場でスキーを楽しむ機会があります。スノーボード

の文化も本当に熟成され、ファミリーで小さなお子様たちとスノースポーツを楽しむファミリー、

グループでスキーを楽しむ壮年層、多種多様なグループが混在しておりますが、お互いを尊重して

雪を楽しむ様子を拝見しています。スノーボードのメッカとしてスノーボーダーに愛されたエコー
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バレースキー場に通っていただいたお客様たちを逃がさないよう、緊急感を持って株式会社マウン

ト長和と検討をしていただきたいと考えています。 

 次に、ペンション経営者の中では、個人の努力によってグリーンツーリズムの実践をしてきた方

がいらっしゃいますが、町内の遊休農地の対策も含め、町内農業従事者と宿泊者の農業体験のため

のマッチング事業など、町として関与することができないのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 農林水産省では、グリーンツーリズム事業を緑豊かな農村地域に

おいて、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型余暇活動と定義し、その推進を提唱してお

ります。 

 当町におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による事業縮小や、各種体験、学習の受

入れ関係者の高齢化に加え、長年にわたって中核を担っていただいたコーディネーターが勇退され

たことなどにより、受入れが難しく事業の在り方そのものが岐路にある状況ではあります。 

 一方、道の駅エリア活性化推進事業の一環として、古町地区の圃場に体験農場を整備し、体験メ

ニューの充実を図る取組が進められているところでもあります。 

 御質問にあります町内農業者と宿泊者のための農業体験のマッチングについては、何よりも受入

れ先となる農業者の理解が重要であると考えますので、観光協会と連携し観光客のニーズを捉える

とともに、農地利用最適化推進委員等の地元関係者の意向等も踏まえ、相互に情報共有を図りなが

ら、外部人材の登用も検討し、地域の実情に応じた事業のやり方を検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 実際に宿泊業者の中で、これらの取組に活動してきた方もいらっしゃいま

すので、実質的な意見等をお聞きするのも大事なことかと思います。 

 次に、長和町では過去、パラリンピック、トレイルランなど幾つかのスポーツイベントがありま

したが、なぜ継続ができないのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 各種イベントにおきましては、一過性のものも多く、定着しない

場合もございます。トレイルラン大会につきましては、平成２３年の第１回を皮切りに中止となっ

た年もございましたが、令和４年の第１２回大会まで継続をしております。 

 信州・長和町観光協会、長和町スポーツコミッションでは、令和６年にトレイルラン大会を再開

する方向で動いております。 

 今年度中止となった原因でございますが、今まで大会企画運営をしていた会社との間で、あつれ

きが生じてきていたこと、昨年の大会の運営がかなりずさんであったこともあり、今年度見直しを

図る時間が必要となりました。 

 今後も一過性によらない継続的なイベントの開催運営が行われるよう、信州・長和町観光協会、
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長和町スポーツコミッションと連携をしてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 少しスポーツのほうから離れますが、姫木平、鷹山、男女倉地区にはレッ

ドリストに載るような、絶滅危惧のある植物の植生があったようですが、町はその現状をどのよう

に捉えているのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 山に見られる植物につきまして、山岳ガイドをしている方から現

状把握を行いました。この地域では、以前は春から初夏にかけておよそ３５種類程度、夏から秋に

かけても種類は違いますが、およそ３５種類程度楽しむことができました。 

 現在、鹿などの獣害により、春は５種類程度、夏、秋は１０種類程度が見られるものとなってい

ます。 

 長野県環境部自然保護課から長野県版レッドデータブック・レッドリストが示されており、姫木

地区、鷹山地区、男女倉地区などに把握しているものでは、１種類存在していますが、獣害により

見られなくなってしまっています。ただし、姫木のペンションなどで、周辺が守られている場所や

獣害柵に囲まれているような場所では植生が守られております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） ペンションのオーナー個人の努力によって守られている植生もあるようで

すが、町としてもそれらに対する援助等を考えていただきたいと思います。 

 次に、長和町町内において、ハイキング、トレッキング、沢登り、カヌー、カヤック、ＭＴＢ、

ロードサイクリング、ボルダリングなど町内でも観光客に楽しんでいただけるスポーツの提案はた

くさんあると思いますが、国の予算で活動する長和町スポーツコミッションからの新しい提案はあ

るのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 長和町スポーツコミッションでは、今年度から新しい取組として、

和田中跡地の教室をボルダリングジムに改修し、これをきっかけに和田中を拠点としたスポーツと

観光の発信地化を目指しています。 

 また、全日本自転車競技連盟による信州・長和町タイムトライアル大会の開催、冬季に姫木平ホ

ワイトバーチキャンプ場にて、雪板という長野県発祥のスポーツアクティビティを展開し、ニュー

スポーツによる新たなファン獲得に向けた取組を行っていく予定をしております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） すみません、私の勉強不足で雪板というスポーツですとか、全然分かりま

せんので、長和町スポーツコミッションのほうより町民に対して、こんな面白いスポーツがあるぞ

とか、そういう御教授等いただければありがたいと思います。 

 長和町スポーツコミッションでは、スポーツ庁の予算で新しい取組に多々チャレンジしていただ
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いているようですが、この試みがうまく機能しスポーツツーリズムとして、観光客誘致につながる

ことを期待しています。ただ、町民の皆様に長和町スポーツコミッションのことをもっと知ってい

ただく手だてを町として考えていただきたいと思います。 

 次に、町の観光振興の目指す方向の中に、観光ガイド等の育成と施設の充実とあり、先ほどの質

問でもあったように、長和町の自然を観光客に紹介するには、ネイチャーガイド等が不可欠である

と考えますが、町としてはこの課題にどう取り組んでいくのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 霧ヶ峰・美ヶ原中央分水嶺トレイルを中心とした、自然観光を発

展させるべく現在、信州・長和町観光協会において検討をしております。 

 課題といたしまして、人材が必要であると要望されていることから、町では地域おこし協力隊制

度などの外部人材の登用を検討してまいりたいと考えております。将来的にはこの人材が、自然観

光ガイド組織の立ち上げによる霧ヶ峰・美ヶ原中央分水嶺トレイルの運営を担える組織にできるよ

う支援したいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 観光のためには、多種多様なガイドが事業として必要になってくると思い

ます。ただ、事業として成り立つためには多くの問題が立ちはだかってくると思います。観光振興

に必要不可欠なガイドではあると思いますが、ぜひ行政の強力な支援をお願いしたいと思います。 

 次に、長和町の町外へ向けた町の様々なアピールはとても少なく、内容も乏しいと思います。長

期総合計画の観光振興の施策方針で、観光ネットワークの整備があり、観光情報の発信拠点の整備

充実を図ります。インターネット、Ｗｉ─Ｆｉ環境の整備により、情報発信の充実を図ります。と

の記載がありますが、それはどの部署がどのように、いつ実行するのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 町は、観光防災によるＷｉ─Ｆｉ環境の整備を行い、町内各所２

９施設及び周辺にて御利用いただいています。町の情報発信分野及び拠点は町情報広報課が担って

いますが、観光による情報発信や発信拠点は信州・長和町観光協会が行っています。アピール不足

であるとの御指摘を踏まえ、今後さらなる充実を図ることができるよう、観光協会とさらなる連携

を図りながら実行してまいりたいと考えています。 

 また、町の新しいホームページとの連携についても検討してまいりたいと考えています。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 長和町の景観のすばらしい場所、特有の植物、歴史遺産などをＳＮＳで紹

介することはできないのか、観光振興を重視する市町村では公的なフェイスブック、Ｘ（旧ツイッ

ター）、インスタグラム等のＳＮＳを活用しているところが多数見受けられますが、当町としては

どのようにお考えかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 
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○産業振興課長（中原良雄君） 観光分野における公的なＳＮＳは、信州・長和町観光協会がアカ

ウントを作成し、情報発信をしております。観光情報について、内容の充実を図りながら、今後と

も引き続き観光協会において行ってまいります。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） ＳＮＳを利用することは、以前の広告代理店等にお願いしていた情宣活動

と比べ、費用対効果は大変高いと考えられます。その意味では、専門の人材を育て、観光振興の一

翼を担ってほしいと考えています。 

 次に、ｅバイクを利用したレンタサイクル事業が展開されているようですが、現在の運用実態は

どのようなものかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 信州・長和町観光協会、長和町スポーツコミッションにおいて、

レンタサイクル事業を展開しております。今年度は通常のマルメロの駅内にある観光案内所だけで

はなく、夏季限定となりますが、７月２２日から８月２５日の間、姫木の森の敷地内にある旧ピス

テ２に、臨時の姫木平観光案内所を設置し、そちらでもレンタサイクルの貸出しを実施いたしまし

た。 

 姫木地区での利用促進として、観光協会会員施設へ宿泊していただいたお客様には、特別割引と

して５００円ディスカウントするなどの会員との連携も実施しております。 

 最終的に、姫木案内所での利用者の大半は、意外なことに別荘利用者が中心で、５台の利用があ

りました。別荘の住人いわく、新しい魅力や楽しみ方を探しているとのことでございます。 

 マルメロの駅内観光案内所ですが、現在まで今期の一般利用はかなり悪い状況で、３台の利用で

ございますが、近隣市町村の事業者による大口貸出しが２回ほどあり、計２５台の利用となります。

理由といたしまして、今年の異常な暑さやＰＲの手法が問題かと推測されます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 先ほどの質問のレンタサイクル事業のこれからの展開についてお尋ねいた

します。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 長和町スポーツコミッションにおいて、旧和田中学校跡地を拠点

とすることから、今後和田地区でのレンタサイクル事業の展開を皮切りに、町内に幾つかの拠点を

設け、レンタサイクルの乗り捨てができる体制を整えてまいりたいと考えております。また、下諏

訪町との協働事業において、両町相互で観光連携を図ってまいりたいと考えていることから、一つ

のゴールとして下諏訪町まで乗り捨てができるような体制を行えたらと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） サイクリングを楽しむために、今まで見落とされてきた町内の観光資源や

見どころを効率よく巡れるマップや案内などもアプリとして提供できる、新しいコンテンツの開発
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も必要ではないかと考えています。 

 次に、公共の交通機関を利用する長和町を訪れる観光客について、交通の利便性について町はど

のような手段を考えているのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 町の、情報発信分野及び拠点、すみませんでした。観光客からの

問合せにて公共交通機関の御案内を行うことがありますが、そのときにはバス、タクシーなどの御

案内をしております。観光客にとっては決して利便性がいいとは言えない状況です。 

 観光誘客にとって二次交通の検討は大変重要であると認識していますが、現状は宿泊施設など各

施設の皆様が工夫をして集客しておりますので、公共交通の検討の中でこうした皆様からの御意見

を伺い、反映できることはしてまいりたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） さる８月３日に視察に訪れました山梨県身延町では、週末、観光のための

新しい路線をオンデマンド交通網に加えた話をお聞きしました。これから、多様化する観光客に対

し、交通の利便性は必須事項だと考えられます。当町でもオンデマンド交通を考えられるときに、

ぜひ観光客へのことも考えていただきたいと思います。 

 次に、観光事業を推進するための町内の組織は、どのようなものが現在活動しているのかお尋ね

いたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 町内に観光事業を推進する個別団体は各種ありますが、組織とし

ては信州・長和町観光協会、長和町商工会、長和町旅館ホテル組合、長和町スポーツコミッション

が挙げられます。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 現在、挙げられたそれらの組織を統括し、有機的に機能させる仕組みがあ

るのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 現在は、観光事業者で構成されています信州・長和町観光協会や

事業者組織の長和町商工会が各団体を統括している組織であると認識しております。現在、有機的

に機能させる仕組みづくりとしてではありませんが、将来的には長和町観光協会、または長和町ス

ポーツコミッションがその役割を担うようにしたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 観光事業を町の産業として発展させるためには、人員を配置し、予算をつ

け、企画から予算づけ実行まで、ある程度民間企業が利益を生み出すようなプロセスが必要だと思

われますが、町はどのように考えるのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 
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○産業振興課長（中原良雄君） 町は、信州・長和町観光協会へは人員に対する予算や運営に関わ

る予算づけを行っております。民間企業が利益を生み出すようなプロセスは、しっかりとした人材

を確保した上で、ＤＭＯ観光地域づくり法人となり得る組織が必要となります。その組織が、信

州・長和町観光協会であるのか、長和町スポーツコミッションなのか、現状は定かではありません

が、先ほどの有機的に機能させる仕組みと同様に考えてまいりたいと思います。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 私の最後の質問になります。 

 官民協働で観光振興を考えるときに、コロナ禍を経験した今、町の観光産業に多大な貢献をして

きてくれた宿泊業者、飲食事業者とともに町の観光施策についていろいろな展望について、具体的

に話をするよい機会だと思いますが、町としてどう考えているのかお尋ねいたします。 

○議長（森田公明君） 中原産業振興課長。 

○産業振興課長（中原良雄君） 町はその都度、長和町商工会及び信州・長和町観光協会の皆様と、

意見交換を行っております。 

 最近では、コロナ禍による事業者支援や誘客に関することを協議してまいりました。今後、将来

的な観光施策の展望について、話し合う機会を積極的に設けていきたいと考えております。 

○議長（森田公明君） 荻野議員。 

○３番（荻野友一君） 長和町の観光振興策において、信州・長和町観光協会と長和町スポーツコ

ミッションに対する期待が大きいようですが、観光白書では観光地や観光産業の稼ぐ力の好循環に

よる持続可能な観光地域づくりを求められています。 

 今後の観光では、持続可能な観光、消費額拡大、地方誘客促進など、質を重視した観光地の稼ぐ

力を実現し、地域社会経済の持続可能性を将来にわたって存立する役割が期待されています。宿泊

施設等の上質化投資や、景観改善など観光地の再生・高付加価値等に取り組む地域事例分析では、

個人旅行者の上質なサービス需要に対応した宿泊単価上昇や、魅力的な景観を生かした飲食店等の

開業など雇用につながっています。 

 国内外の旅行者にとっても、地域に根づいた自然や文化、地場産業など、暮らしに関わるコンテ

ンツが魅力的な非日常的体験として価値が高まりつつあります。この好機を稼ぐ力に変えるため、

世代を超えた住民と様々な異業種が参画し、地域のストーリーを磨き上げ、付加価値の高い体験型

観光商品により、潜在の魅力を高め、地域への観光消費を住民の雇用と所得、地域の税収に還元し

循環していく、持続可能な観光地域づくりが期待されています。 

 このように稼ぐ力をつけ、持続可能な観光地域づくりを推進するためには、もっともっと行政の

主導的な活動が必要であると感じられます。 

 行政、地域住民、信州・長和町観光協会、長和町スポーツコミッション、商工会等が一体となり、

長和町における持続可能な観光地域づくりが実現できることを期待し、私の一般質問を終了いたし

ます。 
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○議長（森田公明君） 以上で、３番、荻野友一議員の一般質問を終結いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎散会の宣告 

○議長（森田公明君） 以上をもちまして、一般質問は全て終了いたしました。 

 会議を閉じ、散会といたします。 

─────────────────────────────────── 

散        会   午後 １時４６分 
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議  事  日  程 

令和５年  ９月２０日 

午前 ９時３０分 開議 

長 和 町 議 会 議 長 

日程第 １ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第 ２ 議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算の認

定について 

（町長提出） 

日程第 ３ 議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計決算の

認定について 

（町長提出） 

日程第 ４ 議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第 ５ 議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第 ６ 議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計決算の

認定について 

（町長提出） 

日程第 ７ 議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第 ８ 議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第 ９ 議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定について 

（町長提出） 

日程第１０ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決

算の認定並びに剰余金の処分について 

（町長提出） 

日程第１１ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

（町長提出） 

日程第１２ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）について 
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（町長提出） 

日程第１３ 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算

（第２号）について 

（町長提出） 

日程第１４ 議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

（町長提出） 

日程第１５ 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て 

（町長提出） 

日程第１６ 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予

算（第１号）について 

（町長提出） 

日程第１７ 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

（町長提出） 

日程第１８ 議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

（町長提出） 

日程第１９ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補

正予算（第１号）について 

（町長提出） 



- 157 - 

  追 加 議 事 日 程（第４号の追加１） 

令和５年  ９月２０日 

長 和 町 議 会 議 長 

日程第 １ 議案第６３号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

（町長提出） 

日程第 ２ 議案第６４号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

（町長提出） 

日程第 ３ 議案第６５号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

（町長提出） 

日程第 ４ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（町長提出） 

日程第 ５ 議案第６６号 令和３年度 元災台風１９号豪雨災害復旧事業沢田・沢田２建

設工事請負契約の変更について 

（町長提出） 
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開        議   午前 ９時３０分 

─────────────────────────────────── 

◎開議の宣告

○議長（森田公明君） おはようございます。

長和町議会第３回定例会を再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

─────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 日程第１ 議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について

を議題といたします。 

本案に対する委員長の報告を求めます。 

渡辺決算特別委員長。 

○決算特別委員長（渡辺久人君） 令和５年９月７日、８日、今定例会において決算特別委員会に

審査付託となりました議案第４４号 令和４年度長和町一般会計決算の認定について、その審査の

経過と結果を御報告申し上げます。 

担当係からの説明の後、質疑を行いました。 

 最初に議会事務局。委員から、議員視察研修について、飯田市・高森町において太陽光発電事業、

水力発電事業について視察を実施したかの質問に、飯田市においては太陽光発電事業について視察

を行い、高森町ではペーパーレス化に向けて議会運営でタブレット端末を導入した取組について視

察を行いましたとの回答。 

次に会計課。委員より、インボイス制度に対応するための該当する特別会計２会計はどの会計か

の質問に対し、上下水道事業会計と別荘会計の観光施設事業特別会計です。国保、介護保険会計な

どは福祉的要素が主で、消費税の課税取引がないため該当しませんとの回答。 

 次に、総務課総務係支所係になります。委員より、決算書の和田支所の電気料には診療所分が含

まれているのかの質問に対し、含まれています。一旦全て町で支払った後に、病院、歯科、商工会、

ＪＡへ請求して負担金として頂いています。収入として光熱水費分等１１３万９，１０７円となっ

ていますとの回答。 

 次に選挙管理費。選挙に当たり、巡回バスの増便など行ったのかの質問に対し、特に臨時バスの

運行などは行っていません。通常のダイヤでの御利用をお願いしていますとの回答でした。 

 次に消防費についてです。消防団女性団員数は何名かの質問に対し、令和３年度、２２１人中２

６名、令和４年度、２２５名中２７名との回答でした。 

令和４年度防災士育成費用について実績はあったのかの質問に対し、令和４年度の実績はゼロで
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す。今後についても引き続き消防団幹部などに取得を働きかけていきたいと考えていますとの回答

でした。 

 次に、住民主導型避難体制構築事業について、意欲のない区へ働きかけは行うのか。働きかけて

ほしいとの要望に対し、自主防災会長などに声かけなどを行い、意欲、件数の増加を図っていきま

すとの回答でした。 

 消防団員と自治会、区のコミュニケーションが希薄になっているように感じる。行政参画などに

対して予算づけを検討していただきたいとの要望です。 

次のページになります。 

 税務係。相続人調査が困難とのことだが、どれぐらい調査件数があるのか。また、課税困難案件

はどれくらい増加しているのかの質問に対し、令和５年４月から見ても３０件以上行っており、相

続人の人数が正しいか等を調査しています。また、相続放棄等により不納欠損した固定資産税の件

数も、令和３年の２２件に対し、４１件に増加していますとの回答でした。 

相続登記を行うよう催促はできないか。また、不納欠損が倍近くになっているが、課税困難案件

への何らかの対応は取れないのかの質問に対し、町内者で亡くなられた方の手続に親族が来庁され

た際は、相続人代表者を届出してもらうので、その際の相続登記についても案内しています。町外

者については、相手方から連絡がないと亡くなられたことが把握できないので、連絡があれば対応

しています。相続の意思があればよいが、債権があったりすると相続放棄されてしまうので、今の

ところ対応を取るのは難しいとの回答でした。 

 次に、委員から、太陽光発電施設による地目変更による調定増とあるが、どれくらいの面積でど

れくらい増えたのかの質問に対し、主たる対象地区は入大門の日山地区で、対象の土地は３８筆、

合計面積は４万２，４２３平米。参考税額ベースで令和３年度に対して１６３万２，０００円の増

額となっているとの回答でした。 

 徴収嘱託員はずっと２名でやっているのか。また、年々徴収額が減っている理由と徴収嘱託員に

係る費用は幾らかの質問に対し、合併以降ずっと２名体制で実施しています。徴収対象者が年々減

っているため、徴収額も減っている状況です。徴収嘱託員に係る報酬は、令和４年度は１９６万４，

６９６円ですとの回答でした。 

 相続登記が義務化されるが、現在、相続登記していない者も対象になるのか。相続登記しない場

合の罰則はあるのか。また、義務化が課税困難案件に対する対応策となる可能性はあるかとの委員

からの質問に対し、令和６年４月１日から義務化されるが、新たに生じる相続登記はもちろん、既

に生じている相続登記も対象になり、裁判中など正当な理由もないのに３年以内に相続登記を行わ

ないと１０万円の過料が課されると聞いています。義務化によって相続登記をする方が増えると予

想されるので、課税困難案件の増加に対する対応策になると期待していますとの回答でした。 

 次に、情報広報課情報広報係になります。ＤＴＰ用の特殊なソフト使用に関する指導はどのよう

に行われているかとの質問に対し、今のところ、前任からの引継ぎで行っています。今後の職員配
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置の状況によっては外注等も考えていかなければならないかもしれませんとの回答でした。 

次のページになります。 

情報管理費。書かない窓口になれば、パソコンは必要なくなるのかの質問に対し、マイナンバー

カードや運転免許証で本人確認するため必要ありません。また、券面読み取り機能を使えば名前や

住所等の入力も省略できますとの回答でした。 

 次に、ケーブルテレビ施設運営費です。滞納者の対応について誰が行われているのかの質問に対

し、ケーブルテレビ滞納分は情報広報課の担当係長が対応していますとの回答でした。 

 次に、企画財政課まちづくり政策係になります。令和４年度の田舎暮らし体験住宅の利用者数及

び空き家バンク登録数を教えてほしいとの質問に対し、田舎暮らし体験住宅の利用者数は１６組、

空き家バンク登録数は１３件ですとの回答でした。 

 次に、来年２月に任期満了となる地域おこし協力隊、その後、新規隊員の募集等は考えているの

かの質問に対し、総務省の通知で新型コロナウイルス感染症の影響を受けた隊員は最長２年間の延

長する処置を講じることができることから、来年２月以降も長和町で活動を続ける予定ですとの回

答でした。 

 次に、包括連携協定の締結について、これまで新型コロナウイルス感染症を理由に進んでいない

が、今後の予定はの質問に対し、令和５年度において、現時点でジャパンイニシアチブと大学の地

域連携室との打合せが進められている状況で、近々、長和町と地域連携室の打合せが行われる予定

ですとの回答でした。 

次のページになります。 

 財政係。委員より、基金がどれくらいあってこの先どのように減っていくか見通しが分からない。

財政推計はいつ作成するのかの質問に対し、現在、作成方法の検討を進めています。今年度中に策

定し、今後の基金状況も含めてお示しいたしますとの回答でした。 

次に、新町一体感醸成基金を取り崩して依田窪医療福祉事務組合負担金を充てているが、今後の

見通しというのは財政推計で示されるのかの質問に対し、依田窪医療福祉事務組合の負担金は財政

推計に載せていかなければならない項目と考えています。現在、新町一体感醸成基金を取り崩して

いますが、今後５、６年で終わってしまうことは病院側に事あるごとに説明しています。負担金を

縮減できるかどうかしっかり検討していかなければならないと考えていますとの回答でした。 

 次に管財係になります。町有施設全体で電気代は約１，７００万円増額となっている。基本料金

の見直し等を行い節減に努めてほしいとの質問要望です。令和４年１１月に基本料金等プランの見

直しを行ったが、電気料金の推移を見ながら再度の見直しも含めて検証していきますとの回答でし

た。 

 次に、未利用の公有財産の払下げや貸付け等の実績はの質問に対し、町有財産の払下げについて

は３件ありました。新規の貸付けはありませんとの回答でした。 

次に、委員より、町営・公営住宅の修繕については計画に基づいて行われているのかの質問に対
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し、取り崩しや単純な修繕に有利な起債がないことから、先送りになっています。ただし、老朽化

の度合いや緊急度を考慮し、応急的な修繕については行っていますとの回答。要望として、公営住

宅は定住移住の大きな要因の一つであるので、横断的な取組をお願いしますとの要望です。 

 次に、建設水道課建設耕地係については、質疑ありませんでした。 

 次のページになります。 

 産業振興課農政係。委員より、農地の集約を推進している中で、目標面積と現状の集積面積はど

のようになっているかの質問に対し、水田の約５０％は担い手農家へ集約されています。農地全体

として、畑地も含めると約２０％となっています。本日の資料提出の中でこの回答が一部示されて

おりますので御覧ください。 

 次に、東京農大の長久保芹沢圃場の管理状況がよくないとの質問に対し、圃場の管理については、

面積が広く管理が行き届かない部分もありますが、定期的な除草作業に加え、学生の実習において、

除草作業や獣害防止柵のメンテナンスを行っていますとの回答。 

 次に、マルシェ黒耀の指定管理料について、今後どのようにしていくのかの委員からの質問に対

し、来年度の予算編成に向けて、マルシェ黒耀の営業状況等を検証しつつ、対応してまいりたいと

考えていますとの回答でした。 

 次に林務係になります。長和町内のニホンジカが減少しているとあるが、その根拠は何かの質問

に対し、地区の差がありますが、実際に捕獲に関わる人の話と、樹木の皮剥被害の減少から判断を

していますとの回答でした。 

 松くいの被害木がこの１、２年間で増えてきていると感じるが、年間６００立米の伐倒薫蒸で処

理できるのかの質問に対し、伐倒薫蒸だけでなく樹種転換による大規模な駆除も計画的に行われて

いるため対応できていると考えていますとの回答でした。 

 次に、町内でニホンザルの目撃情報が多く寄せられているが増えているのかの質問に対し、常に

移動しており定着はしていないことから増えていると判断はできませんが、注視はしていますとの

回答でした。 

 ニホンジカは減少しているようだが、民家近くの畑でも被害が出ている状況である。そういった

状況も把握しておいていただきたいの質問に対し、畑などの被害は個人で守っていただく必要があ

るため、知り合いにわなの設置を依頼するか、狩猟免許を取得し自分で駆除するものであると認識

していただきたいと考えていますとの回答でした。 

 次のページになります。 

 商工観光係。ふれあい食堂に対し経営支援金を支出したが、経営状況はどうなっているかの質問

に対し、以前と比較しお客様が戻ってきており、収支は上向いていると聞いていますとの回答でし

た。 

 次の質問です。企業誘致について、造成地はどこを予定しているのか。現状、具体的にあるわけ

ではなく、今後、既存の町内企業やＢＣＰ対策にて他市町村からの企業誘致を考えれば、造成地は
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必要であると考えていますとの回答でした。 

 次に、スポーツコミッションのこれからの事業費の見込みはどのように考えているのかの質問に

対し、現状、国──スポーツ庁になりますが──からの補助金で運営ができています。今後は、事

業による自主財源の確保に加え、補助金などやクラウドファンディングなどによる財源確保につい

て検討をしていきますとの回答です。 

 次に、姫木平自然の家の農大以外の利用状況について教えてほしい。また、施設のＷｉ─Ｆｉ環

境について利用者から充実を図ってほしいと要望があるが、いかがかの質問に対し、もともと八王

子市の施設であったことから、団体では八王子市の小中学校が多く利用しています。そのほか個人

のお客様の利用もあります。施設のＷｉ─Ｆｉ環境につきましては、運営会社である株式会社マウ

ント長和へ伝えますとの回答でした。 

 町内だけではなく、立科町や下諏訪町など広域的に視野を広げてそれぞれの資源を活用し、つな

がりを持って計画することはできないかという要望に対して、自転車に関する実証事業を行ったこ

とがありました。新和田トンネル無料化以降、黒耀石遺跡や中山道などの事業を取り組み始めてい

ます。隣接市町村と事業連携を図り、形にしたいと考えていますとの回答でした。 

 次のページになります。 

 こども・健康推進課子育て支援係、保育園係になります。委員から、土曜希望保育利用者のなが

と保育園と和田保育園の内訳を知りたいの質問に対し、ながと保育園児は２６１人、和田保育園児

９人で、和田保育園の利用率は３．３％ですとの回答でした。 

 和田保育園の園児数が減少しているが、今後の予定はどうなっているかの質問に対し、保育園と

小学校は一緒に考えなければならないと思います。都心の子育て世帯が長和町に移住体験する事業

を観光協会で計画しており、和田保育園での保育体験を予定しています。保育園の活性化につなが

ればと思いますとの回答でした。 

 委員から、和田保育園の観光協会の事業は、いつまでに何をするのか具体的に決まっているのか

の質問に対し、国の補助金により、観光協会により１０月中旬から令和６年１月末まで、移住体験

の実証実験を行う計画があり、子供さんは和田保育園を利用する予定です。９月下旬に保護者説明

会を開催したいと考えていますとの回答でした。 

 次に、健康づくり係になります。委員より、出生率が伸びている。町のアピールとしてホーム

ページに載せる等の取組ができないか。発信するに当たって他市町村の比較をしたほうがよいと思

うとの要望。回答として、今回ホームページリニューアルがあり、子育て支援は独自のホームペー

ジもあるので発信したいと考えていますとの回答でした。 

 次に、信州大学の健康推進医学講座は今年度最後だが、この目標は達成できそうなのか。医師は

今後減少するのかの質問に対し、肝炎の採血検査は３，０００人に達し、６割となり統計的なデー

タは取れる状況となりました。病院において医師確保の計画は立てられていますとの回答でした。 

 次に、高齢者の保健事業では７５歳から８５歳までが対象だが、それ以上の方のケアや対応はど
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うしているのかの質問に対し、８５歳以上の方は独り暮らしの方も多いので、重症化予防の関わり

というよりは、医療機関を受診しているかどうか、健診受診後の保健指導の際に確認していますと

の回答でした。 

 次のページになります。 

 町民福祉課窓口係。転入転出について、どういう理由なのか調べてあるのかの質問に対し、窓口

係の届出に関しては、関係法令に基づき実施しておりますので、その理由をお聞きすることはでき

ません。県でアンケートを行った経過があります。移住対策で必要であれば考えますとの回答でし

た。 

 委員より、マイナンバーカードで、長和町ではひもづけの作業について誤作動がなかったか。１

名が返納されたということだが、その理由は何かの質問に対して、当町では、今のところひもづけ

に対して問題はないということで総点検の対象外となっています。１名の返納者は、国が信用でき

ないということで返納されています。 

 福祉係になります。福祉医療給付事業における重度心身障がい児者の支給者数２５１名とは、年

齢も関係なく町全体の対象者数かの質問に対し、あくまでも福祉医療給付事業における支給者数と

なりますが、年齢は関係なく、町全体の対象者数となりますとの回答です。 

 次に高齢者支援係になります。災害時避難行動要支援者登録について、データで活用ができてい

るのかの質問に対し、避難行動要支援者の個別避難計画を作成し、社会福祉協議会の簡単マップに

登録し、マップ化することになっています。主担当は総務課になるが、個別避難計画作成に向け、

福祉等関係事業所に説明会を実施し、予算措置後、来年より計画作成ができるよう進めているとこ

ろですとの回答でした。 

 次に福祉企業センター。施設が老朽化しているが、利用者から改修等の要望はないのかの質問に

対し、全利用者・全指導者と面談を行い、施設設備等についての要望があるか確認をしているが、

現時点では改修等の要望はありませんとの回答でした。 

 次のページになります。 

 生活環境係、総務管理費。横断歩道の旗について、危険な箇所はあるので、横断歩道旗等は新年

度に町で設置できないのか。随時、担当で危険箇所を把握してほしいとの要望に対し、全箇所の把

握は難しいが、要望があった際は交換等の対応は行っていますとの回答でした。 

 委員より、和田上組の通学路は利用することがないため、現状維持ではなく、他の方法も検討し

ていただきたい。また、街灯を使用しないため撤去してほしいとの質問要望に対し、通学路の見直

しは教育委員会に伝えたいと思います。防犯灯の撤去については、通学路の見直し等が終わった次

の段階で判断していきたいと思います。現場の確認や地域の方に意見を聴きながら進めていきたい

と思いますとの回答でした。 

 現在まだＬＥＤ化されていない防犯灯は全体でどの程度あるのかの質問に対し、長和町町内の防

犯灯は全体で９８６基あり、自治会・区所有のもので未ＬＥＤ化のものは８２基、町所有のものは
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１４０基ありますとの回答でした。 

 次に保健衛生費になります。ＥＶ充電器の保守委託料、光熱費が多くかかっているが、水道光熱

費２５０万円、保守委託料２２０万円かの質問に対し、光熱水費２５４万３，１０７円、保守委託

料２３５万２，９００円との回答でした。 

 次に、地域猫の令和４年度の実績が７９匹とあるが、地区ごとの内訳はの質問に対し、資料提出

されまして、申請者１１人、７地区との回答でした。 

 次に清掃費。生ごみ堆肥は順調に成分等は仕上がっているのかの質問に対し、業者から成分分析

表等の結果を頂いているが、現状、異常数値等の報告はありませんとの回答。要望として、重金属

などの確認は行ってほしいとのことです。 

 次に林業費。河川愛護活動で、高齢化の理由で活動を中止したい旨の相談があると記載されてい

るが、実際にはどのくらいの団体から相談が来ているのかの質問に対し、休止団体２団体との回答

でした。 

 次のページになります。 

 教育費、学校教育係。給食費の財源は、過疎債のソフト事業を充てているが、安定的な財源を検

討するべきではないかの質問に対し、平成３０年度から給食費の無償化に取り組んでおり、財源に

ついて検討した結果、過疎債のソフト事業を充てました。今後、財政係とも検討をしていきますと

の回答でした。 

 次に、小学校の大規模改修について、３０年前はアスファルトルーフィングで施工したが、今回

はどのような施工方法かの質問に対し、長門小学校の大規模改修について、外壁の補修と塗装、窓

枠の補修を行い、屋上に防水シートで防水槽を作り、雨漏り対策を行いましたとの回答でした。 

 小学校の統合については、保護者の話を聞く機会はあるのかの質問に対し、和田小学校について

は、山村留学や小規模特認校の研究も進めています。保護者の声も考えていますとの回答でした。 

 小規模特認校について、研究を進めているが、いつ頃から導入予定かの質問に対し、和田小学校

だけでなく長門小学校の保護者にも制度について理解を頂く必要があるため、２学期に制度につい

てお知らせをし、アンケートを行いたいと考えていますとの回答でした。 

 次に、奨学金について、基金の状況や地元へ就職した方への奨学金を給付することは考えていな

いのかという質問に対して、貸付けの資金は足りている。地元企業に就職した場合の償還の減額に

ついては考えていませんが、奨学金の基金を含め、全体的な町の予算も考えながら検討していきま

すとの回答でした。 

 次に、経田小学校との交流会は今後も実施していくのかの質問に対し、保護者やコミュニティス

クールの協力について、今後検討しながら、交流会は続けていきますとの回答。長門小学校も合わ

せた交流の体制はできないかとの要望でした。 

 次に、社会教育係、保健体育費についてです。古町コミュニティセンターの駐車場は不足ぎみと

思われる。要望として、隣接の古町グラウンドを一部専用駐車区画にする等の検討をしていただき
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たいの質問に対し、現状では必要に応じて古町グラウンドも駐車場として利用していただくように

していますとの回答でした。 

 公民館関連講座の申込者数の状況、申込み期限などはの質問に対し、参加者の高齢化と新型コロ

ナウイルスの感染拡大により、参加者は減少しました。申込者拡大のための講座内容の見直し、新

講座の企画も考えることも必要だと考えます。講座募集時のチラシ等に講座ごと参加費用について

も示したほうがよいと思うという要望に対して、講座の途中入会でも年会費全額を頂くことの了解

が得られれば受理していますとの回答。要望については検討させていただきますとの回答でした。 

 次のページになります。 

 文化財係。長久保宿全体の保存整備についてはどのように考えているのかの質問に対し、本陣の

ほかに釜鳴屋や辰野屋、馬宿など、史跡追加指定や登録文化財を目指すこととしています。木曽の

妻籠宿のような町並みや全体の保存整備は難しいと思いますが、核となる建物の保存整備を中心に

行い、町並み全体の保全を行っていきたいと考えていますとの回答でした。 

 次に、昨年の１２月から立岩和紙の継承というテーマで地域おこし協力隊員が１名着任している

が、現状はどうなっているのかの質問に対し、紙すきを指導する方と隊員との間で意見の相違や、

指導する方の体調不良もあり、指導については中断しています。１０月頃から再開して集中的に紙

すき技術の修練を行っていく予定ですとの回答。 

 次に、協力隊員が、和紙の里の体験を手伝っているということだが、和紙の里は教育委員会の管

轄ではないので、費用の切り分けなどを行っているのかの質問に対し、紙すき体験を手伝いながら

技術を学んでいることもあり、現在は費用を切り分けていません。将来的に一人で体験指導ができ

るようになれば、費用を請求するなどの切り分けを行っていきたいと思いますとの回答。要望とし

て、住民への説明責任もあるため、明確にしていただきたいとのことです。 

 次に、委員から、職員２名と矢島國雄名誉教授の３名でオランダ・イギリスへ渡航しているが、

公務なのか。また、東芝国際交流財団の助成金８０万円のみの経費で賄えたのかの質問に対し、オ

ランダ・イギリスへの渡航は公務となります。渡航にかかった経費については、全体で約１８５万

円となり、そのうち８０万円に助成金を充てていますとの回答でした。 

 事業の変更について事前に説明や予算を組み替えるなどの対応が必要だったと考えるが、また議

員への説明が結果的に行われていないがどう考えるかと委員からの質問に対し、国際交流実行委員

会において説明を行い、承認を頂いていますが、事前に説明の場を設けるべきだったと考えますと

の回答でした。 

 国際交流事業は現在イギリスから来ることが難しくなっている。イギリス側から来ることが難し

い現状では、当初の計画が成り立たないのではないかの質問に対し、隔年での交流が難しくなって

いますが、再開に向けてイギリス側の担当者とも協議を行っています。イギリスからの来日につい

ては、相手方の事情もありますので、再開の実現に向けて検討していきたいと考えていますとの回

答です。 
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 次に、長和町は１年おきに大使を募集し、事業を継続していくということかの質問に対し、その

とおりですとの回答。要望として、向こうからも来るというのが本当の意味での交流だと考えるの

で、しっかりと検討していただきたいとの要望です。 

 次のページ、人権男女共同参画係になります。施設の狭さが課題だが、小学校や古町コミュニテ

ィの利用も含め、対策は考えているのかの質問に対し、小学校長より前向きな返事を頂いています

ので、具体的に進めていきたいと思います。古町コミュニティは今のところ、児童クラブとしての

利用は難しい状況ですとの回答。 

 支援員の中に、子供の療育に関する専門知識のある職員がいたほうがよいと考えるが、会計年度

任用職員として配備する考えはあるのかという質問に対し、人事部局と相談しながら検討していき

たいと思いますとの回答でした。 

 以上で全ての審査を終了し、討論なく、採決の結果、全員賛成で議案第４４号 令和４年度長和

町一般会計決算は認定すべきものと決定いたしました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（森田公明君） 委員長報告が終わりました。 

 委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終わります。 

 次に、本案に対する討論を行います。 

 まず、本案に反対者の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 次に、本案に賛成者の発言を許します。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４４号を採決いたします。本案の採決は起立により行います。本案に対する委員

長の報告は認定であります。委員長報告のとおり認定とすることに賛成議員の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。御着席ください。よって、議案第４４号は委員長報告のとおり

認定されました。 

 ただいま１０時２分です。１０時１５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前１０時０２分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１０時１５分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 
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     ◎日程第２ 議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算

の認定について 

（町長提出） 

     ◎日程第３ 議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計決

算の認定について 

（町長提出） 

     ◎日程第４ 議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて 

（町長提出） 

     ◎日程第５ 議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定について 

（町長提出） 

     ◎日程第６ 議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計決

算の認定について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 日程第２ 議案第４５号から日程第６ 議案第４９号までを一括して議題

といたします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 田福社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（田福光規君） 社会文教常任委員会では、９月１３日に委員会を開催し、

今定例会に提案され、委員会付託となりました案件について審査を行いました。議長の指示に従い、

順次結果を御報告いたします。 

 議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算の認定についての審査

結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により認定すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。 

 国保税率の改定により国保税賦課総額が上がっているようだが、収納率も上がっているように見

受けられる。税率改定による影響はないという解釈でよいかとの問いに対して、国保税率の改定は、

県の保険税統一に向け、資産割を他の所得割、均等割及び平等割に配分するため、保険税が上がる

世帯と下がる世帯がありますが、バランスを見ながら税率を検討しています。収納率は、国保税滞

納世帯に短期証を発行することにより、折衝機会を設けている等の成果であると思われます。また、

税率改定において、事業費納付金額等の状況を毎年度確認しながら、被保険者の急激な負担増を避

けていることも要因と考えていますとの答弁でした。 

 議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計決算の認定についての審
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査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成により認定すべきものと決定いたし

ました。 

 議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定についての審査結果を御報

告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により認定すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。 

 一般会計繰入金とはどのようなものか。町が負担する割合は決まっているのかとの問いに対して、

一般会計繰入金は、事業費繰入金８２万５，０００円、保険基盤安定繰入金２，２７６万４，３０

０円の計２，３５８万９，３００円となっています。このうち基盤安定繰入金については、低所得

者や被保険者保険の被扶養者であった被保険者における保険料軽減措置分の補填であり、県が４分

の３、町が４分の１で負担するものです。上記内容について、後刻、補足資料の提出は行われまし

た。 

 次のページに行きます。 

 議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定についての審査結果を御報告いた

します。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により認定すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。黒丸部分を読み上げていきます。 

 特定入所者介護予防サービス費の実績額が大幅に下がった理由はとの問いに対して、特定入所者

介護サービス費とは、施設入所者等の食費と居住費について、所得に応じて負担限度額が決定され

ており、差額分を介護保険から給付するものです。死亡等を含め、施設利用者が減少していること

が主な要因ですとの答弁でした。 

 議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計決算の認定についての審

査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により認定すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。 

 本人が死亡した後、相続人に引き継いだ事例は何件あるか。返済の意志はあるのかとの問いに対

して、４件あり、それぞれ相続しております。少しずつですが、返済をしていますとの答弁でした。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（森田公明君） 委員長報告が終わりました。 

 最初に、議案第４５号 令和４年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算の認定につい
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ての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４５号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第４５号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第４６号 令和４年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計決算の認定につい

ての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４６号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第４６号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第４７号 令和４年度長和町後期高齢者医療特別会計決算の認定についての委員長報

告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４７号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第４７号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第４８号 令和４年度長和町介護保険特別会計決算の認定について、委員長報告に対

する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４８号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第４８号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第４９号 令和４年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計決算の認定につい

ての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第４９号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第４９号は委員長報告のとおり認定されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第 ７ 議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定につ

いて 

（町長提出） 

     ◎日程第 ８ 議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定につい

て 

（町長提出） 

     ◎日程第 ９ 議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１０ 議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業

会計決算の認定並びに剰余金の処分について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第７ 議案第５０号から日程第１０ 議案第５３号までを一括

して議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 原田総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（原田恵召君） 総務経済常任委員会は、９月１２日に委員会を開催し、今

定例会に提案され、委員会付託となりました案件について審査いたしました。議長の指示の下、順

次結果を報告いたします。 
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 まず、議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 審査の内容は次のとおりです。 

 学者村別荘地山の家代替施設に係る床面の排水はどうなっているのかの質問に対し、代替施設の

床面に排水口等はありませんので、毎朝８時４０分に施設トイレの確認を行う際、床に雨だまりが

あれば、大型スイーパーにて排水しますと答弁がありました。 

 契約更新や解約希望者からの苦情はどのようなものがあるのかの質問に対し、学者村別荘地の管

理費平準化に関する苦情をはじめ、解約時に、区画が狭かった、崖地だった等、購入当時からの苦

情が寄せられています。 

 他に質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第５０号は認定すべきものと決定されました。 

 次に、議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第５１号は認定すべきものと決定されました。 

 次に、議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 審査の内容は次のとおりです。主なものを報告いたします。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用したのは７月から１０月までとなって

いるが、それ以降は水道料金を値上げしたということかの質問に対し、料金の値上げは行っておら

ず、交付金を活用して７月から１０月までの基本料金を減免いたしましたと答弁がありました。 

 １１月以降は通常どおりということかの質問に対しまして、元に戻ったということですと答弁が

ありました。 

 消火栓交換工事は今後予定している箇所はあるかの質問に対し、令和５年度においても１基修繕

しており、修繕が必要になった場合はその都度修繕を行っていきますと答弁がありました。 

 耐用年数を超過している消火栓はどの程度あるのかに対し、消火栓は町全体で９７９あり、耐用

年数４０年を超過している消火栓は約３３０になりますと答弁がありました。 

 下に参りまして、広域での水道共同化に向けた今後の方向性について説明をお願いしたいに対し

まして、上田から長野までの間の設備を統合する話が進んでいるほか、有事の際に給水車や発電機

を手配することができる体制づくりや塩素を共同で購入するといった方向の話が出ていますが、ま

だ話合いの段階ですと答弁がありました。 

 共同化することで経費を削減できるものがあれば積極的に進めていただきたいの質問に対し、会

議でも、話合いだけにならないよう、できることは進めるよう意見をしているところですと答弁が

ありました。 

 ポンプアップしている配水池は何箇所あるのかの質問に対し、別荘地内はほぼ全てで、その他、

古町深井戸、滝ノ沢など長門地域はほとんどの配水池でポンプアップしていますと答弁がありまし
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た。 

 他に質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第５２号は認定すべきものと決定されました。 

 次に、議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決算の認定並

びに剰余金の処分について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 審査の内容は次のとおりです。 

 マンホールカードとはどのようなものか。長和町のマンホールカードはないのかの質問に対し、

マンホールカードは、カードを通じて下水道に興味を持ってもらうことを目的としています。長和

町ではマンホールカードを制作していないが、今後制作することも検討していきますと答弁があり

ました。 

 マンホールカードは有料で配付するのかに対しまして、無料で配付するものになりますと答弁が

ありました。 

 減災積立金とは債権を早期に償還するためのものかの質問に対し、企業債の償還に要する資金と

するため利益剰余金を減債積立金として積み立てたいと思いますと答弁がありました。 

 他に質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第５３号は認定すべきものと決定されました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（森田公明君） 委員長報告を終わります。 

 議案第５０号 令和４年度長和町観光施設事業特別会計決算の認定について、委員長報告に対す

る質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５０号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５０号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第５１号 令和４年度長和町和田財産区特別会計決算の認定についての委員長報告に

対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５１号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長
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報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５１号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第５２号 令和４年度長和町上水道事業会計決算の認定についての委員長報告に対す

る質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５２号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５２号は委員長報告のとおり認定されました。 

 次に、議案第５３号 令和４年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決算の認定並

びに剰余金の処分についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５３号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は認定であります。委員長

報告のとおり認定することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５３号は委員長報告のとおり認定されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１１ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第１１ 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 田福社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（田福光規君） 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての審査結果を御報告いた
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します。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。黒丸の部分を読み上げます。 

 保育園内部の児童虐待の監視について、何か対策を行っているかとの問いに対して、保育園では、

年３回開催される町の児童進行管理に参加し、情報共有しています。また、保育園内へ意見箱の設

置や苦情窓口を設け、何かあった際は意見をお聴きする体制を整えていますとの答弁でした。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（森田公明君） 委員長報告を終わります。 

 議案第５４号 長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５４号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５４号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１２ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７号）について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第１２ 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算

（第７号）についてを議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 まず、総務経済常任委員会に付託された議会事務局、総務課、企画財政課、情報広報課、産業振

興課及び建設水道課の所管する補正予算について、委員長の報告を求めます。 

 原田総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（原田恵召君） 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７

号）について、主なものを報告してまいります。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 審議内容は次のとおりです。 

 議会係。ハードディスクの購入について、ＰＤＦ化したデータの保存については、クラウド上で

保存するのではないかの質問に対しまして、ＰＤＦデータはワードやエクセルで作成したデータを
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パソコン上で保存するため、データ保存できる容量を増やすためにハードディスクを増設するもの

です。したがって、クラウド上での保存は行いませんの答弁がありました。 

 総務係、税務係、質疑なし。 

 次に、まちづくり政策係。空き家バンクホームページ管理委託は、既存の業者または新しい業者

に委託するのか。予算額が安くないかの質問に対しまして、委託する業者は全く未定です。役場

ホームページ一新に併せて検討します。ホームページの物件の更新等は職員が行う仕様のため、安

価となっていますと答弁がありました。 

 財政係、質疑なし。 

 情報広報係。エアコンと自動ドアの修繕の業者はどこかの質問に対しまして、エアコンは地元業

者、自動ドアは近隣町村の業者、緊急性があったため、情報館のこれらの設備に詳しいこの２社を

選定しましたと答弁がありました。 

 情報館は商工会のもので借りているのか。町の建物なのかに対しまして、商工会館に向かって右

側、観光協会のある部分から奥は情報館であり、町の建物ですと答弁がありました。 

 次に農政係。畜産振興費の工事請負費について、２、３年前に新設した加工施設と同様の場所な

のかの質問に対しまして、駐車場のトイレの西側にある平成１２年に設置した施設が該当しますと

答弁がありました。 

 広報費は、信濃毎日新聞に掲載する和田宿ステーションのイベント広告費用と説明があったが、

どのようなものを考えているか。一面広告か、半面広告か。費用面で企業の協賛は得られるのかの

質問に対しまして、紙面の３分の１程度の大きさで、テレビ欄をめくった社会面の右下を希望して

いますが、人気の掲載場所であることから費用的な事情もあり、地域欄等へ変更になる可能性もあ

ります。協賛を得られれば費用を軽減することが可能であるため、現在、委託業者を通じて、町内

事業者等への依頼・交渉を進めているところですと答弁がありました。 

 マルメロの駅ゲヤの看板取付けの費用は、町が１０分の１０負担するのか。今後も同様に対応す

るのかの質問に対しまして、看板の設置者は町であるため、町が１０分の１０を負担します。マル

メロの駅の商業施設は各事業者が所有しているため、頻繁に事業者が変更になることはないものと

考えていますと答弁がありました。 

 次に林務係。前年度と比較して捕獲頭数が減る根拠と、予算以上に捕獲された場合の捕獲報償費

はどうなるのかの質問に対しまして、補正予算の根拠として前年度の月ごとの捕獲頭数を比較した

結果、減ると判断しました。予算以上に捕獲された場合には補正予算で計上させていただき、支払

いをいたしますと答弁がありました。 

 災害復旧で町単工事の計上があるが補助事業にならない理由は何かに対しまして、国庫補助事業

となった被災箇所へ行くための林道内で、長年放置され埋まった水路の土砂撤去、支障木伐採、軽

微な路面整備など、災害でなく維持管理の問題であるものは補助対象外であり、実地査定において

土砂で埋もれた機能していない水路が災害の原因になると指摘されていることから、それらを町単



 - 177 - 

で工事を行いますと答弁がありました。 

 次に、商工観光係。長和町スポーツコミッションに対する補助金は複数年度のものか、単年度な

のかに対しまして、申請している補助事業については単年度のものであり、年度ごと申請し採択を

受けていますと答弁がありました。 

 補助金は、突然切れてしまったり、何年も受けられたりすることがあるのかの質問に対し、補助

金はいつ終了するか分かりませんし、不採択となることもあります。補助金申請を継続しながら、

他の財源確保について検討してまいりますと答弁がありました。 

 地域おこし協力隊２名の活動内容について教えてほしいとあり、商工観光係に配属されています

協力隊２名につきましては、信州・長和町観光協会にて業務をしています。観光振興を軸に長和町

スポーツコミッションの運営を主として業務をしていますと答弁がありました。 

 地域おこし協力隊２名は同じような目的で来ているのか。また、事業を展開していく方向性を考

えて協力を得ているかの質問に対しまして、地域おこし協力隊については、町からのミッションを

与えてその内容に沿った活動をしています。協力隊の皆様はそれぞれの活動を通じて３年後の独立

に向けた事業展開を図っていますと答弁がありました。 

 次に建設耕地係。長久保ののり面崩落箇所の復旧工法と延長等を教えていただきたいの質問に対

し、令和４年７月の大雨によって崩れ、丸太柵工にて３０万円程度で復旧した経過があります。今

回、再び崩れてしまったため、より頑丈なふとんかご工延長１６メーターにて復旧する予定ですと

答弁がありました。 

 次に、今回は応急工事という説明だが、本復旧工事について、施工箇所と時期を教えていただき

たいとの質問に対し、この工事については、場所は野々入地区です。本復旧工事の時期については、

補助事業等を勘案して検討いたしますと答弁がありました。 

 各課の質疑も終了し、討論なく、採決の結果、全員賛成により、議案第５５号は可決すべきもの

と決定されました。 

 以上報告いたします。 

○議長（森田公明君） 次に、社会文教常任委員会に付託された町民福祉課、こども・健康推進課

及び教育課の所管する補正予算について、委員長の報告を求めます。 

 田福社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（田福光規君） 議案第５５号 令和５年度長和町一般会計補正予算（第７

号）についての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべき

ものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりであります。黒丸の部分を読み上げさせていただきます。 

 まず、町民福祉課です。福祉係。低所得者支援給付金事業費の５０世帯分の増額理由と、非課税

世帯が急激に増加しているとすれば、その原因は把握しているのかとの問いに対して、所得確定前
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の見込み計上であったため、確定による増額となります。また、ここ数年の非課税世帯に対する給

付金の対象世帯数と比較しましても、今年度に急激な増加はないと思われますとの答弁でした。 

 次のページに行きます。 

 現時点における防犯灯のＬＥＤ化はどの程度なのかとの問いに対して、令和５年度９月現在、自

治会・区所有の防犯灯で未ＬＥＤ化のものが全体の８％、町所有のもので未ＬＥＤ化のものが全体

の１４％になっている。全体では７８％がＬＥＤ化済みですとの答弁でした。 

 補正予算の説明なので、どこにどれだけ予算を使うのかはっきりしていただきたいとの問いに対

して、今回は、高所作業車等の使用により事業費が増額してしまったため増額補正をお願いしてい

るが、高所作業車の台数等の細かい数値を後ほど説明させていただきますとの答弁で、後刻、資料

を提出されました。 

 丸子クリーンセンターの緊急修繕は、全体でどの程度の費用かの問いに対して、全体で７，９４

２万８，０００円となりますとの答弁でした。 

 生ごみ処理施設の修繕やクリーンセンター修繕の説明について、ただ説明するのではなく、図面

等があると思うのでそれを提示していただき、こういったものが必要だと広域等から言われている

という説明がなければ理解が難しいので対応をお願いしたいとの要望に対して、後刻、資料を提出

し、説明がされました。 

 公園管理費について、式典の委託料とあるが、式典はやることが決まっていたと思うが、当初予

算に計上しなかったのはなぜかとの問いに対して、こちらは当初時点では決まっておらず、遊具の

設置工事を５月の業者選定委員会にかけた際、セレモニーのようなものを実施したほうがよいので

はないかと指摘があったため、補正対応としたものですとの答弁でした。 

 次のページに行きます。 

 ６０万円を使うのであれば、式典ではなく町民への周知に使ったほうがよいのではないかと思う

が、担当としてどうお考えかとの問いに対して、住民への周知というのは大切であるかと思います。

式典の中身はこれから詳細に決めていくが、遊具ということもあり、子供たちを呼んで、喜んでも

らえるような内容にしたいと思っています。例えば、子供たちがくす玉を引っ張るなどの催しを担

当として検討しています。それを映像として撮っていただき、町広報や放送で流していきたいと思

うし、公園施設がどのように変わったのかを周知していきたいと思いますとの答弁でした。 

 次のページに行かせていただきます。 

 次に、こども・健康推進課です。子育て支援係。ながと保育園、和田保育園の備品購入費は何を

買うのかとの問いに対して、園児送迎バスの置き去り防止のための安全装置購入費です。園児の降

車後、運転者等による車内の点検後に確認ボタンを押す方式で国の基準を満たし、装置の設定を予

定していますとの答弁でした。 

 次に、今回の補正とは関係がないが、こども・健康推進課と和田保育園名で保護者に通知が出さ

れている。観光協会が実施する「第２のふるさと事業」とはどのような事業かとの問いに対して、
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観光協会が国の補助金を受け実施する事業で、１０月中旬から１月末までの間、移住体験を実証事

業を行う中で、和田保育園の一室を使い、託児を行いながら和田保育園の園児と一緒に交流や体験

をする事業です。こども・健康推進課としては、和田保育園の一室をお貸しし、観光協会で雇用予

定の保育士または保育補助者１名が、体験のお子さんについて活動する計画です。和田保育園の活

性化や都会から来るお子さんとの交流を楽しんでいただければと思い、事業に協力し推進をしたく、

保護者の皆様へ事業説明会を開催したいといった内容の通知でありますとの答弁でした。 

 観光協会の事業であるので、副町長の説明を聞きたいとの問いに対して、移住体験における子供

さんの保育園体験の受け皿として和田保育園の一室をお貸しして実証事業を行います。それがよけ

れば、何回も来ていただくことで、定住に向けた一つの基礎的なものが生まれてきます。宿泊につ

いては、観光協会で和田の古民家を宿泊施設として準備しています。保護者は、テレワークなどに

より宿泊施設で仕事ができるようＷｉ─Ｆｉ環境を整えています。保育園体験をすることにより、

和田保育園の活性化や人口増加を図っていきたいというのが大きな目的です。その協議の中で、子

供の預かりについて一時保育の制度では難しいところがあるため、観光協会において保育士を雇用

し、保育園の一室を借り、保育園体験を行います。受入れが途切れる場合も、観光協会雇用の保育

士は保育園のお手伝いをしていく流れです。また、費用については課長より頂かない方向とあった

が、町として支出があるため、観光協会へ請求し支払ってもらうほうがいいかと思います。細部に

ついては、今後町と観光協会で詰めていきます。保護者説明会については、いきなり事業を実施す

ると、保護者の皆様も懸念が生じるため、説明会を行い、いろいろと変わるのではなく、都会のお

子さんを保育園体験で受け入れたいという説明会を催す形です。詳細について何かありましたら、

経過について議会の皆さんへも報告をしたいと思いますとの答弁でした。 

 次のページです。 

 ぜひ詳しい説明をしていただきたい。移住定住策としての一つの形はあると思う。それに対して、

今いる保護者の皆さんは、園児が少ないままの状態は変わらないのにもかかわらず、それについて

は話が置いていかれると感じを受けるところがあるため考えていただきたいとの要望が出されまし

た。 

 次に健康づくり係です。システム委託料はどのようなシステム改修かとの問いに対して、病院の

電子カルテを更新したことにより、町の健康管理システムに町民ドックの健診データを取り込むこ

とができなくなってしまったため、新電子カルテのデータを取り込めるようにするためのシステム

改修ですとの答弁でした。 

 次に、教育課です。学校教育係。理科教材は、補助事業が採択されたので、不足されている教材

を購入することになったのか。補助金の申請時期はいつか。教材として必要な物品を予算計上して

おき、結果として補助金の対象となるほうがよいのではないかとの問いに対して、顕微鏡や電気の

学習教材は、必要最低限の数は当初予算で予算計上しているが、国の補助金が採択となったため、

購入台数を増やしました。今年の春に申請を行いました。古くなっている教材もあり、すぐに購入
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ができない状況もありました。今後は、小学校とも予算作成時に検討してまいりますとの答弁でし

た。 

 次に、社会教育係です。古町コミュニティセンター及び山の子学園のテニスコート側の出入口に

旧施設名の入った看板がそのまま残っているが、どうする予定かの問いに対して、撤去をする予定

ですとの答弁でした。 

 次のページです。 

 文化財係です。長久保宿本陣補償料について、物置を設置するためとのことであるが、本来は売

買契約の中で取り決める内容ではないかとの問いに対して、昨年度の補助事業で購入した座敷棟の

増改築部分は、将来的に撤去して当時の姿に復元する予定でおりますが、補助事業で購入した箇所

を撤去するとなると、この部分の補助金を返還する必要があるとの文化庁の見解を受け、売買契約

と併せて当初から所有者と協議を行い、増改築部分には補助金を充てずに、代わりに物置を設置す

る費用を補填するものですとの答弁でした。 

 次に、男女共同参画係です。児童館の学校施設利用について、進捗状況、スケジュールはどうな

っているかとの問いに対して、学校施設利用については、校長先生より前向きな返事を頂いており

ますが、７月に打合せをした中で、具体的な案を出すようにスタッフに指示をしています。まだで

きていない状況ですが、来月には具体策をまとめていきたいと考えておりますとの答弁でした。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（森田公明君） 委員長報告を終わります。 

 次に、委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第５５号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５５号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１３ 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第１４ 議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について 

（町長提出） 
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◎日程第１５ 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

（町長提出） 

◎日程第１６ 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計

補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第１３ 議案第５６号から日程第１６ 議案第５９号までを一

括して議題といたします。 

本案に対する委員長の報告を求めます。 

田福社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（田福光規君） 議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第２号）についての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべきものと決定いたし

ました。 

 次に、議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についての

審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべきものと決定いたし

ました。 

 議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）についての審査結果を御

報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべきものと決定いたし

ました。 

 議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）につ

いての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成により可決すべきものと決定いたし

ました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（森田公明君） 委員長報告を終わります。

まず、議案第５６号 令和５年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。



- 182 - 

 これより議案第５６号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５６号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第５７号 令和５年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についての

委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。

これより議案第５７号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５７号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第５８号 令和５年度長和町介護保険特別会計補正予算（第１号）についての委員長

報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。

これより議案第５８号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５８号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第５９号 令和５年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１

号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。

これより議案第５９号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第５９号は委員長報告のとおり可決されました。
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─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１７ 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２

号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第１８ 議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１

号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第１９ 議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業

会計補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 次に、日程第１７ 議案第６０号から日程第１９ 議案第６２号までを一

括して議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 原田総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（原田恵召君） 議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補

正予算（第２号）について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第６０号は可決すべきものと決定されました。 

 次に、議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第６１号は可決すべきものと決定されました。 

 次に、議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補正予算（第

１号）について。 

 担当者から説明後、審査に入りました。 

 審査の内容は次のとおりです。 

 大門のグループホームの下水道工事はこれから実施するのかの質問に対しまして、下水道の工事

は完了していると答弁がありました。 

 ほかに質疑なく、討論なく、全員賛成により、議案第６２号は可決すべきものと決定されました。 

 以上報告いたします。 

○議長（森田公明君） 委員長報告を終わります。 

 最初に、議案第６０号 令和５年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）についての

委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６０号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６０号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第６１号 令和５年度長和町和田財産区特別会計補正予算（第１号）についての委員

長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６１号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６１号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第６２号 令和５年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補正予算（第

１号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６２号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長

報告のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６２号は委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

休        憩   午前１１時０５分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１１時１６分 

○議長（森田公明君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ここでお諮りいたします。お手元に配付のとおり、町長から追加案件が提出されております。こ

の際、これを日程に追加し、議題といたしたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（森田公明君） 異議なしと認めます。よって、これを日程に追加し、議題とすることに決

定いたしました。 

 ただいま追加した案件は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会への付託を省略し、本

日審議し、即決といたしたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、追加した案件は本日審議することに決定いたしました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 議案第６３号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 

（町長提出） 

     ◎日程第２ 議案第６４号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 

（町長提出） 

     ◎日程第３ 議案第６５号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 

（町長提出） 

     ◎日程第４ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（町長提出） 

     ◎日程第５ 議案第６６号 令和３年度 元災台風１９号豪雨災害復旧事業沢田・沢田

２建設工事請負契約の変更について 

（町長提出） 

○議長（森田公明君） 追加議事日程第１ 議案第６３号 固定資産評価審査委員会委員の選任に

つき同意を求めることについてから追加議事日程第５ 議案第６６号 令和３年度 元災台風１９

号豪雨災害復旧事業沢田・沢田２建設工事請負契約の変更についてまでを一括して上程いたします。 

 上程された議案について、町長より提案理由の説明を求めます。 

 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 先ほどは９月定例議会に上程をさせていただきました、令和４年度一般

会計決算をはじめとする特別会計並びに事業会計決算の認定、条例、令和５年度一般会計をはじめ

とする特別会計並びに事業会計の補正予算を議決を頂き、感謝を申し上げるところでございます。

引き続き的確かつ適正な行政運営に努めてまいりたいと存じます。ありがとうございました。 

 それでは、本議会に追加議案として提案させていただきました人事案件４件、工事請負契約変更

に関する案件について、御説明を申し上げます。 

 議案第６３号から議案第６５号の固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついてであります。 
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 長和町固定資産評価審査委員の３年間の任期が令和５年１２月２日に満了するため、現委員２名

の再選任と新たな１名を選任することについて、議会の同意をお願いするものでございます。 

 次に、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでありますが、人権擁護委員の任期

が令和５年１２月３１日に満了するため、現委員１名を再任として推薦するための意見を求めるも

のでございます。 

 次に、議案第６６号 令和３年度 元災台風１９号豪雨災害復旧事業沢田・沢田２建設工事請負

契約の変更について、説明をさせていただきます。 

 この災害復旧事業につきましては、令和元年１０月の台風１９号による豪雨災害によりまして、

頭首工が損壊する被害を受けました沢田地区の災害復旧工事です。この災害復旧工事の変更契約の

締結につきまして、地方自治法及び長和町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上追加議案として提案させていただきました議案について、概要のみ説明させていただきまし

たが、詳細につきましては御審議の際、担当課長より説明を申し上げますので、原案を御承認賜り

ますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（森田公明君） 提案理由の説明が終わりました。 

 追加議事日程第１ 議案第６３号から追加議事日程第３ 議案第６５号までの固定資産評価審査

委員会委員の選任につき同意を求めることについて、３件を一括して議題といたします。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 藤田総務課長。 

○総務課長（藤田健司君） 固定資産評価審査委員会委員の選任ということでございますが、固定

資産評価審査委員会委員につきましては、町の固定資産課税台帳に登録されました価格に関しまし

て、その不服について審査決定するために、地方税法第４３６条により、町の固定資産評価審査委

員会条例で設置を頂きまして、委員の定数を３名以上と定めているところでございます。 

 任期につきましては、３年とされておりまして、１２月２日で任期満了となりますので、今議会

で選任同意をお願いするものでございます。 

 ２ページでございますが、議案第６３号での選任につきましては、氏名、竹内克彦、昭和２９年

１月６日生まれ、長和町長久保１５０番地１１１在住でございます。 

 続きまして３ページ、議案第６４号での選任につきましては、氏名、小宮山正幸、昭和２４年８

月９日生まれ、長和町長久保５６２番地在住でございます。 

 続きまして４ページ、議案第６５号での選任につきましては、氏名、金山睦夫、昭和３６年６月

１４日生まれ、長和町和田５５７０番地在住でございます。 

 説明につきましては、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 説明が終わりました。 

 最初に、議案第６３号に対する質疑を行います。質疑ございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６３号を採決いたします。議案第６３号を原案のとおり同意とすることに賛成議

員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６３号は原案のとおり同意されました。 

 次に、議案第６４号に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６４号を採決いたします。議案第６４号を原案のとおり同意とすることに賛成議

員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６４号は原案のとおり同意されました。 

 次に、議案第６５号に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６５号を採決いたします。議案第６５号を原案のとおり同意とすることに賛成議

員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６５号は原案のとおり同意されました。 

 次に、追加議事日程第４ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題といたし

ます。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 笹井教育課長。 

○教育課長（笹井佳彦君） それでは議案書５ページをお願いいたします。 

 日程第４ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございます。 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいから、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求めるということでございます。 
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 現在の人権擁護委員さんのうち１名の方が、今年の１２月３１日で任期満了となります。候補者

の方を法務大臣に推薦するに当たりまして、議会の皆様の御意見を頂きたいというものでございま

す。 

 推薦したい方のお名前でございますが、山下英樹さんでございます。生年月日と住所につきまし

ては、議案書に記載のとおりでございますので御覧いただきたいと思います。 

 説明は以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 説明が終わりました。 

 質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） これより、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについての採決を

行います。本案について原案のとおり適任とすることに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

は、適任と決定いたしました。 

 次に、追加議事日程第５ 議案第６６号 令和３年度 元災台風１９号豪雨災害復旧事業沢田・

沢田２建設工事請負契約の変更についてを議題といたします。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 宮阪企画財政課長。 

○企画財政課長（宮阪和幸君） それでは、追加議案として提出させていただきました変更契約締

結案件について、説明のほうをさせていただきたいと思います。 

 議案書の６─１ページをお願いいたします。 

 議案第６６号 令和３年度 元災台風１９号豪雨災害復旧事業沢田・沢田２建設工事請負契約の

変更につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号、それと長和町議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 この災害復旧事業につきましては、令和元年１０月の台風１９号による豪雨災害によりまして、

頭首工が損壊する被害を受けました沢田地区の災害復旧工事でございます。 

 契約締結につきましては、令和３年９月議会におきまして、契約締結案件として提出させていた

だき、可決していただいております。その後、インフレスライドなどに伴う契約金額の増額につき

まして、令和５年１月１３日の議会臨時会におきまして、変更契約締結案件として提出をさせてい

ただき、可決をしていただいております。 

 今回の変更契約につきましては、仮設水廻しポンプにつきまして、当初設計で想定していたより

も差し水が少なく、ポンプの使用日数が減ったことに伴う減額が主な内容となっております。 
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 契約の目的につきましては、議案書に記載されております工事の変更契約の締結でございます。 

 変更前の契約金額につきましては、８，４７９万９，０００円。 

 変更後の契約金額につきましては、７，２７４万３，０００円。 

 今回の変更によります減額につきましては、１，２０５万６，０００円の減額となっております。 

 契約の相手方につきましては、株式会社安田組でございます。 

 令和５年９月６日付で仮契約のほうを締結をさせていただいております。 

 ６─２ページに仮契約書を添付させていただいておりますので、御確認のほうをお願いしたいと

思います。 

 説明につきましては、以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（森田公明君） 説明が終わりました。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 討論を終わります。 

 これより議案第６６号を採決いたします。議案第６６号について原案のとおり可決をすることに

賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（森田公明君） 全員賛成。よって、議案第６６号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎閉会の宣告 

○議長（森田公明君） 以上で、本定例会に提出された案件は全て終了いたしました。 

 したがって、令和５年９月長和町議会第３回定例会を閉会といたしたいと存じますが、これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（森田公明君） 異議なしと認め、令和５年９月長和町議会第３回定例会を閉会といたしま

す。 

─────────────────────────────────── 

閉        会   午前１１時３１分 
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